
問う力 見る力 関連づける力 繋がる力 試みる力

定義

常識や現状に挑むような
「なぜするのか，なぜしな
いのか，これをしたらどう
なるか」などの問いかけを
常に行う力

何かをする新しい方法につ
いての洞察を得るために，
注意深く，意図的に，一貫
して，事象の詳細な部分ま
で観察する力

一見関連がないようにみえ
る問い，課題，別の領域か
らのアイデアをうまく関連
づける力

アイデアの多様性をみがく
ために，属性や思考が異な
る人々とつながる力

失敗を恐れず，知的探究・
物質的実験・新しい環境へ
の適応など新しいアイデア
をためす力

総合的な
探究の時間

実社会や実生活と自己との
関わりから問いを見出し，
自分で課題を立てることが
できる

自分で立てた課題に対し
て，情報を集め，整理・分
析して，まとめ・表現する
ことができる

課題に関わる概念を形成
し，探究の意義や価値を理
解することができる

探究に主体的・協働的に取
り組み，互いの良さを生か
すことができる

新たな価値を創造し，より
よい社会を実現しようとす
ることができる

国語

論理的に考える力や深く共
感したり豊かに想像したり
する力を伸ばすことができ
る。

言葉がもつ価値への認識を
深めるともに，生涯にわ
たって読書に親しみ自己を
向上させることができる。

生涯にわたる社会生活に必
要な国語の知識や技能を身
に付けるとともに，我が国
の言語文化対する理解を深
めることができる。

他者との関わりの中で伝え
合う力を高め，我が国の言
語文化の担い手としての自
覚をもち，言葉を通して他
者や社会に関わろうとする
ことができる。

言葉のもつ価値への認識を
深めるとともに，言語感覚
を磨き，生涯にわたり国語
を通して他者や社会に関わ
ることができる。

地歴

社会に見られる課題の解決
に向けて構想し，構想した
ことを効果的に説明した
り，それらを基に議論した
りすることができる。

調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べ
まとめることができる。

地理や歴史に関わる事象の
意味や意義，特色や相互の
関連を，概念などを活用し
て多面的･多角的に考察する
ことができる。

多面的･多角的な考察や深い
理解を通して涵養される日
本国民としての自覚，他国
や他国の文化を尊重するこ
との大切さについての自覚
を深めることができる。

地理や歴史に関わる諸事象
について，よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的
に解決しようとすることが
できる。

社会・公民

事実をもとに多角的に考察
し，合意形成や社会参画を
視野に入れながら，構想し
たことを議論する力を養う

課題を社会的な見方・考え
方を用いて課題を追求した
り，解決してたりすること
ができるか。

調査や諸資料で得た情報や
社会的な事象から得た情報
や概念をまとめることがで
きるか。

他者と協働的に課題を追求
したり，まとめたり，学び
を振り返ったり，新たな問
いを見出したりできるか。

学習上の課題を意欲的に解
決しようとしたり，よりよ
い社会の実現に向けて，多
面的・多角的に考察できる
か。

数学

基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するととも
に，数学的に意味づけ（数
学化）したり，数学的に解
釈することができる。

数学的に表現・処理したり
することができる。また，
一連の活動を通して，数学
のよさに気づくことができ
る。

事象を論理的に考察し，事
象の本質や他の事象との関
係を認識し統合的・発展的
に考察することができる。

問題を自立的・協働的に解
決する過程を遂行すること
ができる。

粘り強く考え，数学的論拠
に基づいて判断しようとす
ることができ，問題解決の
過程を振り返って考察を深
めたり，評価・改善しよう
とする態度や創造性をもつ
ことができる。

理科

自然の事物・現象に対する
概念，法則・原理を理解
し，問題を見いだし，科学
的に探究できる。

科学的な視点で，観察実
験・考察・分析できる。

日常生活や社会との関わり
の中で，科学の有用性を実
感し，生徒自ら知識を獲得
し，理解を深めることがで
きる。

見通しを持って，科学的根
拠に基づいて多面的に捉
え，総合的に判断できる。

身につけた科学的な力を用
いて，主体的に探究しよう
とすることができる。

保健・体育
体育の見方・考え方を働か
せ，課題を発見することが
できる。

運動や健康についての自他
や社会の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向け
て思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養
う。

生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるよ
うにするため，運動の多様
性や体力の必要性について
理解するとともに，それら
の技能を身につけるように
する。

運動における競争や協働の
経験を通して，公正に取り
組む，互いに協力する，自
己の責任を果たす，参画す
る，一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲
を育てる。

各種の運動の特性に応じた
技能等及び社会生活におけ
る健康・安全について理解
するとともに，技能を身に
つけるようにする。

芸術
芸術の諸活動から自己を見
つめ，自ら問いを立てるこ
とができる。

感性を働かせ，創造的な表
現を工夫したり，芸術の良
さや美しさを深く味わうこ
とができる。

芸術の幅広い活動から，伝
統や文化，生活や社会と自
己とを関連づけることがで
きる。

芸術の幅広い活動を通し
て，主体的・協働的に取り
組み，互いの良さを認め合
うことができる。

心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養い，豊か
な情操を培う。

英語

日常的な話題や社会的話題
について，自ら主体的に課
題を発見し，自ら問うこと
ができる。

コミュニケーションにおけ
る見方・考え方を働かせ，
相手の発言や考えを読み取
ることができる。

情報や考えなどの概要や要
点，話し手の意図などを的
確に理解し，課題解決の糸
口を見つけることができ
る。

異なる文化や異年齢の集団
の中で意見を交換すること
で視野を広げ，課題解決に
向けて協働することができ
る。

自分の意見や考えをもと
に，見たり聞いたりしたこ
とについて理解を深め即興
で意見を伝え合うことがで
きる。

技術
生活や社会の中から問題を
見いだし，課題を設定する
ことができる。

生活や社会の中から問題を
見いだすことができる。

生活や社会における事象を
技術のかかわりの視点で捉
えることができる。

技術についての基礎的な理
解ができ，生活や社会と技
術の繋がりを考えることが
できる。

よりよい生活の実現や持続
可能な社会の構築に向け
て，生活を工夫し創造する
ことができる。

家庭
生活や社会の中から問題を
見いだし，課題を設定する
ことができる。

生活や社会の中から問題を
見いだすことができる。

生活や社会における事象を
家庭科にかかわりのある視
点で捉えることができる。

家庭科についての基礎的・
基本的な知識が身につき，
生活的実践寮を備えて生活
や社会との繋がりを考える
ことができる。

よりよい生活の実現や持続
可能な社会の構築に向け
て，生活を工夫し創造する
ことができる。

２－2－１　各教科における「身につけさせたい５つの力」の観点　※新学習指導要領に記載されている「目標」に準拠して作成
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２－2－２ 

「文理融合・教科横断型授業」の日常化に 
向けた取組み 
 
（１）事業のねらい 
本事業の核心は，これまで公開授業などの際に「イ

ベント的」に実施されていた教科横断型授業を，通常

の教育課程の中に位置づけ，「日常化」させることに

ある 。昨年度までに構築した教務部と研究調査部の

協働体制をさらに深化させ，これまでの教員自身の授

業力向上という枠組みを超え，職員間の協働によって

生徒の変容を促す『社会に開かれたカリキュラム・マ

ネジメント』の確立を推進した。 

特に，年間計画を網羅的に把握できる仕組みをク

ラウド上に整えることで，教員間および生徒との間で

「学びのつながり」を可視化し，次年度から本格導入

する「学びの道しるべ（単元シラバス）」を活用した常

時評価体制への円滑な移行に向けた基盤を構築する

ことを主眼とした 。 
 

（２）事業の概要 
まなカリPTが主体となり，4月 14日，8月 21日，

8月 22日，11月 18日，3月 16日の計 5回にわ

たり，年間を通じて計画的に職員研修を実施した。 

本事業における「文理融合・教科横断型授業」の

定義は，単に複数教員が教壇に立つティーム・ティー

チング（TT）の形態を指すのではない。たとえ 1 人の

教員が担当する通常の授業であっても，生徒が「あの

教科のあの単元と，今学んでいるこの部分がつながっ

ている」と実感できる状態を教科横断の「目指すべき

姿」として共有した。この方針のもと，以下の取組みを

推進した。 

①年間計画の具体化と可視化 

全学年において，各教科の年間計画を月別・小単

元レベルまで詳細に書き込んだ「カリキュラムマネ

ジメントシート」を作成した。（次ページ以降参照） 

②各教科・各単元を「5つの力」と紐付け 

シート上の各単元において，本校が重点的に育成

を目指す「問う力」「見る力」「試みる力」「繋がる

力」「関連づける力」のどれに該当するかを明記し

た。これにより，教科横断の目的を単なる知識の共

有に留めず，資質・能力の育成へと方向付けた 。 

③横断ポイントの可視化（図１） 

シート上の小単元に色付けを行い，他教科との親

和性を「見える化」することで，日常の授業における

関連付けを容易にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 関連する単元は背景を同色にすることで可視化 

 

④生成 AIの活用（図２） 

研修において生成 AI を活用し，教員の主観だけで

は見落としがちな教科間の概念的つながりを探索

し，新たな問いを創出するアイデア出しを試みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 職員研修における生成 AIの活用 

 

（３）事業の成果と課題 
カリキュラムマネジメントシートの作成・掲示を通じ

て，各教科の学習内容を生徒と教職員が網羅的に把

握できる仕組みが整ったことは，本年度の大きな成果

である。これにより，教員の意識が「単元の網羅」から

「教科間の関連付け」へとシフトし，生徒の側でも既習

事項を多角的に活用する姿勢が強まるなど，教科横

断的な学びが活発化した。この「計画の構造化」のプ

ロセスは，先進校視察等を通じて検討してきた定期テ

ストの廃止や，「学びの道しるべ（単元シラバス）」によ

る常時評価体制への移行を可能にする強固な組織的

土台となった。 

一方で，「日常化」が進むにつれ，質の高い教科横

断を継続するための教材研究および教員間の対話時

間をいかに効率的に捻出するかが継続的な課題とし

て浮き彫りになった。来年度は，コンピテンシー評価テ

スト（G-CAT）※後述 の作問過程で深化させた教員

間の対話を基盤とし，教科の枠を超えた授業デザイン

を組織全体で共有することで，「文理融合・教科横断

型授業」の日常化を一層力強く推進していく。 
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育
成

し
た
い
力

問
う
力

繋
が
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

国
語

国
語

学
習

内
容

言
葉
に
出
会
う
た
め
に
（
話
表
現
・
詩
・
韻
文
）

学
び
を
ひ
ら
く
（
物
語
・
話
表
現
）

新
し
い
視
点
で
（
説
明
・
話
表
現
）

言
葉
に
立
ち
止
ま
る
（
詩
・
解
説
）

情
報
（
小
説
・
書
表
現
）

つ
な
が
り
の
中
で
（
小
説
・
説
明
・
書
表
現
）

い
に
し
え
の
心
に
触
れ
る
（
古
文
・
漢
文
）

論
点
を
捉
え
て
（
説
明
・
書
表
現
・
詩
）

い
に
し
え
の
心
に
触
れ
る
（
古
文
「
百
人
一
首
」
）

読
書
に
親
し
む
（
小
説
・
書
表
現
）

自
分
を
見
つ
め
て
（
小
説
・
詩
・
説
明
・
表
現
）

読
書
に
親
し
む
（
小
説
・
書
表
現
）

自
分
を
見
つ
め
て
（
小
説
・
詩
・
説
明
・
表
現
）

読
書
に
親
し
む
（
小
説
・
書
表
現
）

自
分
を
見
つ
め
て
（
小
説
・
詩
・
説
明
・
表
現
）

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

見
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

G
F
探
究

学
習

内
容

わ
ら
う
ち

わ
ら
す
き

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

わ
ら
じ
作
り

わ
ら
じ
遠
足

山
腹
用
水
路
見

学
田
植
え
体
験

A
i
G
R
O
W
受
検

茶
摘
み
体
験

神
話
の
里

神
社
巡
り

高
千
穂
神
楽

カ
ヌ
ー
体
験

自
由
研
究

ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産

荒
踊
り
 
講
話

稲
刈
り
体
験

ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産

荒
踊
り
本
番

竹
細
工

竹
と
ん
ぼ
作
成

脱
穀
体
験

石
橋
巡
り

餅
つ
き
体
験

探
究
活
動
（
体
験
活
動
の
ま
と
め
）

探
究
成
果
発
表
会

【
学
年
別
】

シ
イ
タ
ケ

コ
マ
打
ち
体
験

収
穫
体
験

探
究
成
果
発
表
会

1
年
間
の
振
返
り

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

試
み
る
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

見
る
力

試
み
る
力

L
H
R

学
習

内
容

学
年
団
紹
介

教
科
書
配
布

配
布
物
回
収

端
末
配
布

係
・
委
員
会
・

清
掃
場
所
・
入

学
式
役
割
決
め

進
路
探
究
ノ
ー
ト

面
談

進
路
意
識
調
査

写
真
撮
影

フ
ォ
レ
祭
準
備

「
自
分
史
」
を

作
ろ
う

生
徒
総
会
討
議

A
i
G
R
O
W
振
返
り

防
災
訓
練

人
権
・
い
じ
め

未
然
防
止
教
育

将
来
の
夢
に
つ
い

て
作
文
を
書
い
て

発
表
し
よ
う

L
I
F
E
授
業

夏
休
み
明
け
学
活

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
レ
ゼ
ン
準
備

パ
パ
マ
マ
か
ら
A
i
G
R
O
W
返
却

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ

レ
ゼ
ン

キ
ャ
リ
ア
パ
ス

ポ
ー
ト

1
学
期
終
業
日

の
学
活

2
学
期
始
業
日

の
学
活

防
災
訓
練

嫌
い
な
と
こ
ろ

を
言
い
換
え
て

自
己
P
R
を
し
よ

う

交
通
安
全
教
室

L
I
F
E
授
業

学
活
進
路
フ
ァ
イ
ル
整
理
　
進
路

学
習

フ
ォ
レ
祭
立
ち

上
げ
式

ス
キ
ー
教
室
事

前
指
導

学
年
T
シ
ャ
ツ

フ
ォ
レ
祭
役
員

・
発
表
決
め

2
学
期
振
り
返
り

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト

終
業
日
の
学
活

特
に
育
成

し
た
い
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

見
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

道
徳

学
習

内
容

難
し
い
宿
題

サ
ッ
カ
ー
の
漫
画
を
描
き
た
い

ふ
れ
あ
い
直
売
所

〝
村
人
B
〟
に
は
…
…

哲
学
対
話
①

さ
か
な
の
な
み
だ

門
掃
き

言
葉
の
向
こ
う
に

哲
学
対
話
②

バ
ス
と
赤
ち
ゃ
ん

使
っ
て
も
大
丈
夫
？

「
肝
心
」
の
バ
ス
ガ
イ
ド

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
？

哲
学
対
話
③

木
の
声
を
聞
く

お
じ
い
さ
ん
の
１
０
０
ド
ル

哲
学
対
話
④

私
は
清
掃
の
プ
ロ
に
な
る

そ
の
声
は

旗

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
は
宿
っ
て
い
る

三
人
の
乗
客

オ
ア
シ
ス
の
老
人

裏
庭
で
の
出
来
事

い
つ
わ
り
の
バ
イ
オ
リ
ン

哲
学
対
話
⑥

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

理
科

理
科

学
習

内
容

生
物
領
域

種
子
で
ふ
え
る
植
物
の
特
徴
と
分
類

(
コ
ケ
・
シ
ダ
植
物
の
学
習
を
含
む
)

生
物
領
域

動
物
の
特
徴
と
分
類
(
脊
椎
動
物
と
無
脊
椎
動
物
)

エ
ネ
ル
ギ
ー
領
域

光
に
よ
る
現
象
(
反
射
や
屈
折
)

音
に
よ
る
現
象
(
音
の
速
さ
や
ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
)

自
由
研
究

エ
ネ
ル
ギ
ー
領
域

力
に
よ
る
現
象
(
重
さ
と
質
量
、

ば
ね
ば
か
り
)

化
学
領
域

い
ろ
い
ろ
な
物
質
と
そ
の
性
質
(
密
度
と
物
質
の
分
類
）

い
ろ
い
ろ
な
気
体
と
そ
の
性
質
(
気
体
の
発
生
方
法
を
含
む
）

調
べ
学
習

化
学
領
域

水
溶
液
の
性
質
(
質
量
パ
ー
セ
ン
ト
濃
度
）

物
質
の
姿
と
そ
の
変
化
(
状
態
変
化
、
沸
点
と
融
点
）

地
学
領
域

ゆ
れ
る
大
地
(
地
震
に
関
す
る
学
習
)

身
近
な
大
地
(
プ
レ
ー
ト
と
地
形
の
変
化
)

地
学
領
域

火
を
ふ
く
大
地
(
火
山
と
火
成
岩
)

地
学
領
域

語
る
大
地
(
地
層
と
化
石
の
学
習
)

１
年
間
の
振
り
返
り

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

数
学

数
学

学
習

内
容

正
の
数
・
負
の
数

絶
対
値

文
字
の
式

一
次
方
程
式

変
化
と
対
応

比
例
　
反
比
例

平
面
図
形

作
図
　
移
動
　
お
う
ぎ
形

空
間
図
形

立
体
の
表
面
積
　
体
積

資
料
の
活
用

度
数
分
布
表
　
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム

箱
ひ
げ
図

１
年
の
ま
と
め

式
の
計
算

単
項
式
　
多
項
式

連
立
方
程
式

一
次
関
数

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

見
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

芸
術

音
楽

学
習

内
容

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

校
歌

声
部
の
役
割
を
生
か
し
て

イ
メ
ー
ジ
と
音
楽

言
葉
と
旋
律
の
関
わ
り

歌
い
合
わ
せ
る
喜
び

情
景
と
音
楽

ア
ジ
ア
の
諸
民
族
の
音
楽
と
日
本
音
楽
の
か
か
わ
り

雅
楽
の
豊
か
な
表
現

筝
の
表
現
を
生
か
し
て

篠
笛
の
響
き

曲
想
を
豊
か
に
感
じ
取
っ
て

日
本
と
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
音

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

美
術

学
習

内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
デ
ザ
イ
ン
「
自
己
紹
介
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
」
①
導
入
（
レ
タ
リ
ン
グ
：
明
朝
体
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
②
制
作
③
鑑
賞
会
（
自
己
紹
介
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
デ
ザ
イ
ン
ポ
ス
タ
ー
　
「
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
」
①
導
入
（
先
輩
の
作
品
を
鑑
賞
）
②
制
作
③
講
評
会
（
鑑
賞
）

・
絵
画
（
版
画
）

一
版
多
色
版
画
「
私
の
好
き
な
場
所
」
（
校
内
風
景
）
①
導
入
（
鑑
賞
）
②
ス
ケ
ッ
チ
（
制
作
・
実
技
Ⅰ
）
③
ス
ケ
ッ
チ
を
版
画
用
下
絵
に
（
制
作
・
実
技
Ⅱ
）

④
彫
り
（
制
作
・
実
技
Ⅲ
）
⑤
刷
り
（
制
作
・
実
技
Ⅳ
）
⑥
講
評
会
（
鑑
賞
）

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

技
術

家
庭

技
術

学
習

内
容

ガ
イ
ダ
ン
ス

D
情
報
に
関
す
る
技
術

１
情
報
と
私
た
ち
の
生
活

2
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用

3
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

2
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用

3
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

４
情
報
モ
ラ
ル
と
知
的
財
産

A
材
料
と
加
工
に
関
す
る
技
術

１
も
の
づ
く
り
の
視
点
と
進
め
方

２
材
料

３
設
計

４
複
合
材
料
に
よ
る
製
作

４
複
合
材
料
に
よ
る
製
作

５
材
料
と
加
工
に
関
す
る
技
術
の
評
価
・
活
用

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

家
庭

学
習

内
容

家
庭
科
学
習
オ

リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

日
常
着
の
手
入
れ

基
礎
縫
い
の
練
習

健
康
と
食
生
活

食
事
の
計
画

調
理
を
し
よ
う
‼
　
第
１
回
調
理
実
習

食
品
の
選
択
と
保
存

調
理
を
し
よ
う
‼
　
第
２
回
調
理
実
習

日
常
着
の
活
用

特
に
育
成

し
た
い
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

◎
文
理
融
合
・
教
科
横
断
型
授
業
を
行
う
教
科
・
科
目
・
単
元

色
時
期

関
係
す
る
教
科
科
目

今
年
度
担
当
者

場
所

文
理
融
合
・
教
科
横
断
さ
せ
る
テ
ー
マ
・
単
元

授
業
内
容
の
概
要

特
に
育
て
た
い
「
５
つ
の
力
」

評
価
方
法

そ
の
他

（
1
人
1
台
端
末
活
用
／
外
部
人
材
の
活
用
 
等
）

〇
月

技
術
×
音
楽

山
田
真
／
渡
邊

情
報
モ
ラ
ル
・
知
的
財
産
と
著
作
権

見
る
力

９
月

Ｇ
Ｆ
探
究
×
音
楽

桑
原
／
渡
邊

神
楽
・
荒
踊
と
日
本
音
楽

「
神
楽
」
や
「
荒
踊
」
で
使
わ
れ
る
楽
器
と
日
本
の
伝
統
音
楽
の
関
わ
り
に
つ
い
て

繋
が
る
力

１
１
月

音
楽
×
国
語

渡
邊
／
桑
原

音
楽
室

詩
と
日
本
歌
曲

「
赤
と
ん
ぼ
」
「
浜
辺
の
歌
」
の
詩
の
構
成
と
音
楽
の
関
わ
り
に
つ
い
て

問
う
力

１
２
月
公
開
授
業

音
楽
×
国
語
×
社
会

渡
邊
／
桑
原
／
岩
村
・
高
橋

音
楽
室

国
風
文
化
を
追
体
験
！

雅
楽
「
越
天
楽
」
で
学
ん
だ
律
音
階
を
も
と
に
、
平
安
時
代
の
文
化
的
背
景
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
、
グ
ル
ー

プ
で
「
竹
取
物
語
」
の
一
場
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
旋
律
創
作
を
す
る
。

関
連
付
け
る
力

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

グ
ル
ー
プ
発
表

１
人
１
台
端
末
活
用
（
音
楽
創
作

ツ
ー
ル
）

１
月

社
会
×
音
楽

岩
村
・
高
橋
／
渡
邊

地
理
：
世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境
と
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
音
楽

問
う
力

17



キ
ー
ワ
ー
ド

○
「
V
U
C
A
時
代
を
生
き
抜
く
野
性
味
あ
ふ
れ
る
『
価
値
創
造
人
材
』
」

○
先
端
技
術
（
デ
ジ
タ
ル
）
×
体
験
活
動
（
リ
ア
ル
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
大
学
や
研
究
機
関
等
と
の
連
携

○
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
 
に
対
応
す
る
先
端
的
な
学
び

コ
ア
キ
ー
ワ
ー
ド

「
総
合
知
」

２
学

年
令

和
７

年
度

授
業

研
修

テ
ー

マ
：

文
理

融
合

・
教

科
横

断
型

授
業

を
「

日
常

化
」

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
年

団
：

○
中

原
(
家

庭
)
／

谷
口

(
理

科
)
／

松
田

(
英

語
)
／

甲
斐

基
(
国

語
)
／

長
沼

(
栄

養
)
／

山
本

(
数

学
)

教
科

科
目

４
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

（
公

開
授

業
）

1
月

2
月

3
月

保
健
体

育
保
健
体

育

学
習

内
容

か
ら

だ
つ

く
り

運
動

陸
上

競
技

ﾊ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ﾐ
ﾝ
ﾄ
ﾝ

水
泳

水
泳

保
健

：
健

康
な

生
活

と
疾

病
の

予
防

サ
ッ

カ
ー

な
ぎ

な
た

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

長
距

離
走

ス
キ

ー
教

室
保

健
：

障
害

の
防

止
ダ

ン
ス

ダ
ン

ス

特
に
育
成

し
た
い
力

繋
が
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

見
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

社
会

地
理

学
習

内
容

地
理

：
日

本
の

地
域

的
特

色
地

理
：

日
本

の
地

域
的

特
色

地
理

：
日

本
の

諸
地

域
九

州
地

方
地

理
：

日
本

の
諸

地
域

中
国

・
四

国
地

方
地

理
：

日
本

の
諸

地
域

近
畿

地
方

・
中

部
地

方
・

関
東

地
方

地
理

：
日

本
の
諸

地
域

東
北

地
方

・
北

海
道

地
方

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

歴
史

学
習

内
容

歴
史

：
武

家
政

権
の

展
開

と
世

界
の

動
き

大
航

海
に

よ
っ

て
結

び
つ

く
世

界
戦

乱
か

ら
全

国
統

一
へ

歴
史

：
武

家
政

権
の

展
開

と
世

界
の

動
き

武
士

に
よ

る
全

国
支

配
の

完
成

天
下

泰
平

の
世

の
中

歴
史

：
武

家
政

権
の

展
開

と
世

界
の

動
き

社
会

の
変

化
と

幕
府

の
対

策

歴
史

：
近

代
 
近

代
国

家
の

歩
み

と
国

際
社

会
欧

米
諸

国
に

お
け

る
近

代
化

開
国

と
幕

府
の

終
わ

り

歴
史

：
近

代
 
近

代
国

家
の

歩
み

と
国

際
社

会
明

治
政

府
に

よ
る

近
代

化
の

始
ま

り
近

代
国

家
へ

の
歩

み

歴
史

：
近

代
 
近

代
国

家
の

歩
み

と
国

際
社

会
帝

国
主

義
と

日
本

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

外
国
語

英
語

学
習

内
容

P
r
o
g
r
a
m
1
 
N
e
w
 
S
t
a
r
t
,
 
C
o
f
f
e
e
 
B
r
e
a
k
英

語
の

略
語

表
現

,
 
S
t
e
p
1
 
簡

単
な

表
現

で
言

い
換

え
よ

う

P
r
o
g
r
a
m
2
 
K
o
s
h
i
e
n
 
P
r
o
j
e
c
t
 
i
n
 
A
f
r
i
c
a
　

P
o
w
e
r
-
u
p
1
天

気
予

報
を

聞
こ

う
,
 
S
t
e
p
2
魅

力
を

伝
え

る
た

め
の

コ
ツ

を
知

ろ
う

P
r
o
g
r
a
m
3
 
T
a
s
t
e
 
o
f
 
C
u
l
t
u
r
e
（

食
の

多
文

化
）

O
u
t
 
P
r
o
j
e
c
t
海

外
で

ヒ
ッ

ト
す

る
ラ

ー
メ

ン
の

C
M
　

R
e
a
d
i
n
g
1
 
T
h
e
 
T
h
r
e
e
 
D
o
l
l
s
,
 

P
o
w
e
r
-
u
p
2
 
電

話
を

か
け

よ
う

P
r
o
g
r
a
m
 
4
 
L
e
a
v
e
 
O
n
l
y
 
F
o
o
t
p
r
i
n
t
s
（

環
境

を
守

る
ハ

イ
キ

ン
グ

）
,
 
P
o
w
e
r
-
u
p
3
レ

ス
ト

ラ
ン

で
食

事
を

し
よ

う
,
 
C
o
f
f
e
e
 
B
r
e
a
k
世

界
自

然
遺

産
P
r
o
g
r
a
m
 
5
 
W
o
r
k
 
E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
（

職
場

体
験

）
P
r
o
g
r
a
m
 
6
 
H
i
g
h
-
T
e
c
h
 
N
a
t
u
r
e
（

自
然

の
力

を
ハ

イ
テ

ク
に

利
用

）
,
 
P
o
w
e
r
-
u
p
4
 
メ

ー
ル

で
近

況
報

告
を

し
よ

う

O
u
r
 
P
r
o
j
e
c
t
 
日

本
の

お
す

す
め

ス
ポ

ッ
ト

紹
介

,
 

R
e
a
d
i
n
g
 
2
 
F
r
i
e
n
d
s
h
i
p
 
b
e
y
o
n
d
 
T
i
m
e
 
a
n
d
 

B
o
r
d
e
r
s
（

ト
ル

コ
と

日
本

の
友

好
）

C
o
f
f
e
e
 
B
r
e
a
k
動

物
を

使
っ

た
英

語
表

現
,
 

P
r
o
g
r
a
m
7
　

U
n
i
q
u
e
 
A
n
i
m
a
l
s
（

動
物

の
特

性
）

P
r
o
g
r
a
m
 
8
 
A
 
H
o
p
e
 
f
o
r
 
L
a
s
t
i
n
g
 
P
e
a
c
e
,
 

P
o
w
e
r
-
u
p
 
5
 
飛

行
機

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

を
聞

こ
う

,
 

S
t
e
p
 
5
 
説

得
力

の
あ

る
説

明
を

し
よ

う

O
u
r
 
P
r
o
j
e
c
t
 
M
y
 
H
e
r
o
の

魅
力

を
伝

え
よ

う
,
 

R
e
a
d
i
n
g
 
3
 
A
p
o
l
o
 
1
3

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

問
う
力

試
み
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

国
語

国
語

学
習

内
容

広
が

る
学

び
へ

（
詩

・
小

説
・

古
文

）
多

様
な

視
点

か
ら

（
報

告
文

）
情

報
社

会
を

生
き

る
言

葉
と

向
き

合
う

（
短

歌
・

随
筆

）

読
書

生
活

を
豊

か
に

メ
デ

ィ
ア

を
生

か
し

て
情

報
収

集
人

間
の

き
ず

な
（

小
説

・
随

筆
）

論
理

を
捉

え
て

（
論

説
・

詩
）

い
に

し
え

の
心

を
訪

ね
る

（
古

文
・

漢
詩

）
価

値
を

語
る

（
評

論
・

解
説

）
読

書
に

親
し

む
表

現
を

見
つ

め
る

（
小

説
・

詩
）

学
び

を
深

め
る

（
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

活
用

・
グ

ラ
フ

の
味

方
・

通
信

文
・

能
、

狂
言

・
「

平
家

物
語
」

・
I
C
T
活

用
の

ヒ
ン

ト
）

振
り

返
り

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

G
F
探
究

学
習

内
容

わ
ら

う
ち

わ
ら

す
き

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

わ
ら

じ
作

り
わ

ら
じ

遠
足

農
業

体
験

農
業

体
験

命
の

つ
な

が
り

～
鶏

の
解

体
～

自
由

研
究

収
穫

体
験

テ
ー

マ
設

定
①

調
理

(
イ

モ
等

)
シ

イ
タ

ケ
収

穫
体

験

ヤ
マ

メ
の

採
卵

作
業

体
験

生
命

と
産

業
～

土
呂

久
地

区
現

地
研

修
～

探
究

活
動

テ
ー

マ
設

定
②

土
呂
久
×
〇
〇
　
～

テ
ー
マ
別
発
表
～

探
究

活
動

（
個

人
）

学
年

別
発

表
会

に
向

け
て

探
究

活
動

（
個

人
）

学
年

別
発

表
会

に
向

け
て

探
究

活
動

（
個

人
）

学
年

別
発

表
会

に
向

け
て

探
究

成
果

発
表

会
【

学
年

別

1
年

間
の

振
り

返
り

探
究

成
果

発
表

会
1
年

間
の

振
返

り

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

試
み
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

見
る
力

問
う
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

L
H
R

学
習

内
容

学
年

団
紹

介
教

科
書

配
布

配
布

物
回

収
端

末
配

布

係
・

委
員

会
・

清
掃

場
所

・
入

学
式

役
割

決
め

進
路
探
究
ノ
ー
ト

面
談
　

進
路
意
識
調
査

写
真
撮
影

フ
ォ

レ
祭

準
備

A
i
G
R
O
W
受

検
生

徒
総

会
討

議
A
i
G
R
O
W
振

返
り

防
災

訓
練

人
権

・
い

じ
め

未
然

防
止

教
育

進
路

学
習

大
学

入
試

に
つ

い
て

L
I
F
E
授

業
身

の
回

り
の

い
ろ

ん
な

職
業

に
つ

い
て

考
え

よ
う

職
業

人
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

夏
休

み
明

け
学

活
フ

ァ
ミ

リ
ー

プ
レ

ゼ
ン

準
備

パ
パ

マ
マ

か
ら

A
i
G
R
O
W
返

却
フ

ァ
ミ

リ
ー

プ
レ

ゼ
ン

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

ポ
ー

ト
1
学

期
終

業
日

の
学

活
2
学

期
始

業
日

の
学

活
防

災
訓

練
探

究
学

習
探

究
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
考

え
よ

う
L
I
F
E
授

業
進

路
学

習
進

路
に

つ
い

て
考

え
よ

う
フ

ォ
レ

祭
立

ち
上

げ
式

ス
キ

ー
教

室
事

前
指

導
新

学
年

に
向

け
て

フ
ォ

レ
祭

役
員

・
発

表
決

め

探
究

活
動

学
年

発
表

に
向

け
て

学
級

の
伸

び
し

ろ
に

つ
い

て
考

え
よ

う

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

ポ
ー

ト
1
年

間
の

振
り

返
り

終
業

日
の

学
活

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

問
う
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

問
う
力

問
う
力

見
る
力

道
徳

学
習

内
容

1
 
お

じ
さ

ん
役

と
私

2
 
お

ば
ち

ゃ
ん

の
く

れ
た

“
お

ま
じ

な
い

”
3
 
挨

拶
は

言
葉

の
ス

キ
ン

シ
ッ

プ

4
 
初

心
5
 
五

月
の

風
―

カ
ナ

―
6
 
五

月
の

風
―

ミ
カ

―

7
 
リ
ス
ペ
ク
ト
　
ア
ザ
ー
ス

8
 
名
乗
り
出
な
か
っ
た
友

9
 
戦
争
を
取
材
す
る

1
0
 
時
を
越
え
て
―
樫
野
で
生
ま
れ
た
き
ず
な
―

1
1
 
父

の
決

意
1
2
 
和

樹
の

夏
祭

り
い

の
ち

を
い

た
だ

く

1
3
 
他

人
の

靴
を

履
い

て
み

る
1
4
 
ヨ

シ
ト

1
5
 
ネ

ッ
ト

将
棋

1
6
 
樹

齢
七

千
年

の
杉

1
7
 
自

分
の

弱
さ

と
戦

え
喜

び
 
1
8
 
小

さ
な

工
場

の
大

き
な

仕
事

 
1
9
 
上

勝
か

ら
世

界
を

変
え

る
 
2
0
 
美

し
い

鳥
取

砂
丘

2
1
 
行

動
す

る
建

築
家

　
坂

茂
2
2
 
夜

の
く

だ
も

の
屋

2
3
 
ア

フ
ガ

ニ
ス

タ
ン

の
人

々
と

共
に

2
4
 
制

服
は

誰
の

も
の

2
5
 
命

を
見

つ
め

て
―

猿
渡

瞳
さ

ん
の

六
百

四
十

六
日

―
2
6
 
行

く
年

、
来

る
年

2
7
 
コ

ト
コ

の
涙

2
8
 
マ

ー
ク

は
な

ん
の

た
め

に
？

2
9
 
最

後
の

パ
ー

ト
ナ

ー

3
0
 
避

難
所

に
て

3
1
 
よ

み
が

え
れ

、
え

り
も

の
森

3
2
 
足

袋
の

季
節

3
3
 
恋

す
る

涙

3
4
 
包

む
3
5
 
き

い
ち

ゃ
ん

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

見
る
力

問
う
力

問
う
力

見
る
力

見
る
力

見
る
力

理
科

理
科

学
習

内
容

化
学

領
域

物
質

の
成

り
立

ち
(
原

子
と

分
子

)
物

質
の

表
し

方
(
化

学
式

と
化

学
反

応
式

)

化
学

領
域

さ
ま

ざ
ま

な
化

学
変

化
(
化

合
、

酸
化

還
元

、
燃

焼
)

化
学

変
化

と
質

量
(
金

属
と

酸
素

の
質

量
比

)

生
物

領
域

生
物

の
体

を
つ

く
る

も
の

(
体

の
つ

く
り

と
細

胞
)

植
物

の
方

ら
の

つ
く

り
と

は
た

ら
き

(
光

合
成

、
蒸

散
な

ど
)

自
由

研
究

生
物

領
域

動
物

の
体

の
つ

く
り

と
は

た
ら

き
(
消

化
と

吸
収

、
呼

吸
と

循
環

)

生
物

領
域

動
物

の
行

動
の

し
く

み
(
感

覚
器

官
、

刺
激

と
反

応
)

調
べ

学
習

エ
ネ

ル
ギ

ー
領

域
電

流
の

性
質

(
電

気
回

路
、

オ
ー

ム
の

法
則

、
発

熱
量

)

エ
ネ

ル
ギ

ー
領

域
電

流
の

正
体

（
放

射
線

も
含

む
）

電
流

と
磁

界
（

モ
ー

タ
ー

、
コ

イ
ル

）

地
学

領
域

気
象

と
大

気
（

前
線

も
含

む
）

地
学

領
域

天
気

の
変

化
と

大
気

の
動

き
(
気

圧
、

海
風

陸
風

、
季

節
風

)
大

気
の

動
き

と
日

本
の

四
季

１
年

間
の

振
り

返
り

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

数
学

数
学
Ⅰ

学
習

内
容

図
形

の
調

べ
方

三
角

形
の

合
同

図
形

の
性

質
と

証
明

確
率

２
年

の
ま

と
め

式
の

展
開

と
因

数
分

解
乗

法
の

公
式

平
方

根
有

理
数

　
無

理
数

二
次

方
程

式
解

の
公

式
二

次
関

数
放

物
線

と
直

線
図

形
と

相
似

平
行

線
と

線
分

の
比

　
中

点
連

結
定

理
円

の
性

質
三

平
方

の
定

理
標

本
調

査
３

年
の

ま
と

め

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

芸
術

音
楽

学
習

内
容

校
歌

歌
詞

の
内

容
や

全
体

の
響

き
を

生
か

し
て

声
部

の
役

割
音

楽
の

構
成

と
仕

方
を

理
解

し
て

音
楽

の
構

成
を

工
夫

し
て

歌
詞

と
音

楽
の

か
か

わ
り

充
実

し
た

豊
か

な
響

き
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

豊
か

な
表

現
篠

笛
の

響
き

世
界

の
諸

民
族

の
音

楽
（

１
）

日
本

の
伝

統
音

楽
「

歌
舞

伎
」

に
親

し
も

う
充

実
し

た
豊

か
な

響
き

創
作

活
動

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

美
術

学
習

内
容

・
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

「
前

年
度

振
り

返
り

、
今

年
度

の
流

れ
」

・
デ

ザ
イ

ン
（

紙
）

「
地

元
を

P
R
す

る
パ

ッ
ケ

ー
ジ

・
包

装
づ

く
り

」
①

導
入

（
鑑

賞
）

②
五

ヶ
瀬

の
魅

力
探

究
（

鑑
賞

・
レ

ポ
ー

ト
）

③
制

作
（

制
作

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

）
④

講
評

会
（

鑑
賞

）
・

明
星

視
覚

支
援

学
校

と
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

　
①

導
入

（
鑑

賞
）

②
制

作
　

③
講

評
会

（
鑑

賞
）

・
デ

ザ
イ

ン
　

砂
絵

「
世

界
の

名
作

」
①

導
入

（
鑑

賞
）

②
名

画
探

究
（

鑑
賞

・
レ

ポ
ー

ト
）

③
制

作
④

講
評

会
（

鑑
賞

・
校

内
装

飾
）

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

技
術

家
庭

技
術

学
習

内
容

B
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

に
関

す
る

技
術

B
１

わ
た

し
た

ち
の

生
活

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

B
２

電
気

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

B
２

電
気

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

B
３

動
力

の
利

用
C
生

物
育

成
に

関
す

る
技

術
 
C
１

わ
た

し
た

ち
の

生
活

と
生

物
育

成
C
２

生
物

の
育

成
C
３

作
物

の
栽

培
C
４

栽
培

実
習

(
イ

チ
ゴ

)
B
４

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
の

実
際

B
５

製
作

品
の

構
想

と
設

計
・

製
作

B
５

製
作

品
の

構
想

と
設

計
・

製
作

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・

栽
培

育
成

に
関

す
る

技
術

の
評

価
・

活
用

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

家
庭

学
習

内
容

家
庭

学
習

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
基
礎
縫
い
・
ミ
シ
ン
の
使
い
方

布
を
用
い
た
も
の
の
製
作

Ｂ
領

域
(
食

生
活

)
・

肉
料

理
を

し
よ

う
・

調
理

実
習

・
地

域
の

食
材

と
食

文
化

Ａ
領

域
(
家

族
と

家
庭

生
活

)
　

　
幼

児
の

生
活

と
遊

び
　

　
保

育
実

習
Ｂ

領
域

(
食

生
活

)
・

野
菜

の
調

理
を

し
よ

う
・

食
生

活
持

続
可

能
な

社
会

を
つ

く
る

特
に
育
成

し
た
い
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

◎
文

理
融

合
・

教
科

横
断

型
授

業
を

行
う

教
科

・
科

目
・

単
元

色
時

期
関

係
す

る
教

科
科

目
今

年
度

担
当

者
場

所
文

理
融

合
・

教
科

横
断

さ
せ

る
テ

ー
マ

・
単

元
授

業
内

容
の

概
要

特
に

育
て

た
い

「
５

つ
の

力
」

評
価

方
法

そ
の

他
（

1
人

1
台

端
末

活
用

／
外

部
人

材
の

活
用

 
等

）

〇
月

G
F
探

究
×

数
学

松
田

／
山

之
内

・
山

本
教

室
ヤ

マ
メ

と
標

本
調

査

〇
月

国
語

×
数

学
甲

斐
／

山
之

内
・

山
本

教
室

メ
ロ

ス
が

生
き

て
戻

る
確

率

７
月

G
F
探

究
×

理
科

松
田

／
谷

口
地

学
室

動
物

の
体

の
つ

く
り

と
鶏

の
解

剖
○
G
F
探
究
学
習
…
鶏
の
解
体
・
B
B
Q
・
哲
学
対
話

○
理
科
「
動
物
の
体
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き
」
･
･
･
消
化
管
や
呼
吸
器
の
配
置
や
役
割

見
る

力
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
振

り
返

り
シ

ー
ト

７
月

L
I
F
E
✕
道

徳
×

G
F
探

求
×

家
庭

科
松

田
/
中

原
/
学

年
団

職
員

教
室

命
の

つ
な

が
り

・
生

命
尊

重

○
道
徳
「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
」
…
生
命
尊
重
・
い
の
ち
の
つ
な
が
り

○
L
I
F
E
授
業
「
生
命
の
誕
生
」
…
精
子
と
卵
子
の
一
つ
一
つ
が
出
会
い
、
誕
生
す
る
ま

で
の
奇
跡
を
知
る
学
び

○
事
前
学
習
(
２
時
間
)
…
鶏
に
つ
い
て
・
肉
の
部
位
に
つ
い
て
・
食
中
毒
菌
に
つ
い
て

e
t
c
.

○
G
F
探
求
学
習
(
終
日
)
…
鶏
の
解
体
・
Ｂ
Ｂ
Ｑ
・
哲
学
和
対
話

問
う

力
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
振

り
返

り
シ

ー
ト

９
月

理
科

×
技

術
谷

口
／

山
田

真
地

学
室

植
物

の
成

長
と

い
ち

ご
栽

培
○
技
術
「
栽
培
実
習
」
･
･
･
イ
チ
ゴ
の
栽
培

○
理
科
「
植
物
の
体
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き
」
･
･
･
光
合
成
の
し
く
み
、
維
管
束
の
し

く
み

問
う

力
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
振

り
返

り
シ

ー
ト

１
０

月
Ｇ

Ｆ
探

求
×

家
庭

科
中

原
／

学
年

団
職

員
教

室
/
家

庭
科

室
収

穫
祭

(
サ

ツ
マ

イ
モ

を
使

っ
た

調
理

を
し

よ
う

)
試

み
る

力
調

理
計

画
プ

リ
ン

ト
･
自

己
評

価

１
１

月
道

徳
×

社
会
✕
理

科
✕
Ｇ

Ｆ
探

求
岩

村
/
谷

口
/
学

年
団

職
員

教
室

/
校

外
学

習
(
土

呂
久

地
区

)
近

代
日

本
の

公
害

被
害

と
そ

れ
を

引
き

起
こ

す
化

学
物

質
、

産
業

発
展

に
よ

る
人

体
の

健
康

被
害

を
学

び
、

自
然

を
大

事
に

す
る

心
を

育
む

○
道
徳
…
「
自
然
愛
護
」

○
社
会
…
「
近
代
国
家
の
発
展
と
公
害
」

○
理
科
…
「
化
学
領
域
」
既
習
内
容
の
再
確
認

〇
Ｇ
Ｆ
探
求
…
「
土
呂
久
地
区
鉱
害
学
習
」

問
う

力
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
振

り
返

り
シ

ー
ト

１
２

月
(
公

開
授

業
)

国
語
×
社
会
✕
理
科
✕
Ｇ
Ｆ
探
究
学
習

甲
斐

/
岩

村
/
谷

口
/
学

年
団

職
員

教
室

土
呂

久
鉱

害
を

学
び

、
土

呂
久

地
区

で
頑

張
っ

て
こ

ら
れ

て
い

る
地

域
の

方
々

と
の

お
話

を
伺

う
こ

と
で

、
よ

り
よ

い
未

来
を

創
造

し
築

こ
う

と
す

る
力

を
養

う

〈
報
告
会
〉

○
国
語
…
「
多
様
な
視
点
か
ら
(
報
告
文
)
」
既
習
内
容

○
社
会
…
「
近
代
国
家
の
発
展
と
公
害
」
既
習
内
容

○
理
科
…
「
化
学
領
域
」
既
習
内
容

〇
Ｇ
Ｆ
探
求
…
各
生
徒
個
人
で
報
告
書
を
作
成
し
、
発
表
す
る
。

関
連

付
け

る
力

報
告

ス
ラ

イ
ド

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

振
り

返
り

シ
ー

ト
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キ
ー
ワ
ー
ド

○
「
V
U
C
A
時
代
を
生
き
抜
く
野
性
味
あ
ふ
れ
る
『
価
値
創
造
人
材
』
」

○
先
端
技
術
（
デ
ジ
タ
ル
）
×
体
験
活
動
（
リ
ア
ル
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
大
学
や
研
究
機
関
等
と
の
連
携

○
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
 
に
対
応
す
る
先
端
的
な
学
び

コ
ア
キ
ー
ワ
ー
ド

「
総
合
知
」

３
学

年
令

和
７

年
度

授
業

研
修

テ
ー

マ
：

文
理

融
合

・
教

科
横

断
型

授
業

を
「

日
常

化
」

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
年

団
：

○
岩

村
(
社

会
)
／

山
之

内
(
数

学
)
／

瓜
生

(
国

語
)
／

後
藤

(
英

語
)
／

梅
垣

(
保

体
)

教
科

科
目

４
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

（
公

開
授

業
）

1
月

2
月

3
月

保
健

体
育

保
健

学
習

内
容

○
保

健
・

体
育

理
論

○
文

化
と

し
て

の
ス

ポ
ー

ツ
○

健
康

な
生

活
と

病
気

の
予

防
③

○
健

康
な

生
活

と
病

気
の

予
防

③

○
健

康
と

環
境

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

問
う
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

体
育

学
習

内
容

○
体

つ
く

り
運

動
○

陸
上

競
技

○
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
○

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

○
水

泳
○

水
泳

○
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
○

な
ぎ

な
た

○
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
○

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

○
長

距
離

走
○

ス
キ

ー
教

室
○

ダ
ン

ス
○

ダ
ン

ス

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

見
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

社
会

地
歴

公
民

学
習

内
容

公
民

：
現

代
社

会
公

民
：

政
治

制
度

の
仕

組
み

公
民

：
日

本
国

憲
法

公
民

：
民

主
政

治
公

共
：

思
想

,
青

年
期

､
情

報
､
環

境
問

題
公

共
：

経
済

の
仕

組
み

公
共

：
財

政
公

民
：

日
本

経
済

公
民

：
日

本
経

済
公

共
：

国
際

政
治

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

歴
史

学
習

内
容

歴
史

：
明

治
時

代
、

大
正

時
代

歴
史

：
昭

和
時

代
、

現
代

【
歴

史
総

合
】

Ⅰ
．

近
代

化
と

私
た

ち
１

．
結

び
つ

く
世

界
と

日
本

の
開

国
①

貿
易

が
結

ん
だ

世
界

と
日

本
　

②
産

業
革

命

【
歴

史
総

合
】

Ⅰ
．

近
代

化
と

私
た

ち
１

．
結

び
つ

く
世

界
と

日
本

の
開

国
③

中
国

の
開

港
と

日
本

の
開

国

【
歴

史
総

合
】

Ⅰ
．

近
代

化
と

私
た

ち
２

．
国

民
国

家
と

明
治

維
新

①
帝

国
主

義
　

②
変

容
す

る
東

ア
ジ

ア
の

国
際

秩
序

【
歴

史
総

合
】

Ⅰ
．

近
代

化
と

私
た

ち
２

．
国

民
国

家
と

明
治

維
新

③
日

露
戦

争
と

東
ア

ジ
ア

の
変

動

【
歴

史
総

合
】

Ⅱ
．

国
際

秩
序

の
変

化
や

大
衆

化
と

私
た

ち
３

．
総

力
戦

と
社

会
運

動
①

第
一

次
世

界
大

戦
の

展
開

【
歴

史
総

合
】

Ⅱ
．

国
際

秩
序

の
変

化
や

大
衆

化
と

私
た

ち
３

．
総

力
戦

と
社

会
運

動
②

ヴ
ェ

ル
サ

イ
ユ

体
制

と
ワ

シ
ン

ト
ン

体
制

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

外
国
語

英
語

学
習

内
容

P
r
o
g
r
a
m
1

"
J
a
p
a
n
e
s
e
 
B
e
n
t
o
s
 
a
r
e
 
I
n
t
e
r
e
s
t
i
n
g
!
"

P
r
o
g
r
a
m
2

"
G
o
o
d
 
n
i
g
h
t
,
 
S
l
e
e
p
 
t
i
g
h
t
"

P
r
o
g
r
a
m
3

"
H
o
t
 
S
p
o
r
t
 
T
o
d
a
y
"

R
e
a
d
i
n
g
1

"
T
h
e
 
M
e
a
n
i
n
g
 
o
f
 
L
i
f
e
"

P
r
o
g
r
a
m
4

"
S
i
g
n
 
L
a
n
g
u
a
g
e
s
,
 
N
o
t
 
J
u
s
t
 
G
e
s
t
u
r
e
s
!
"

P
r
o
g
r
a
m
5

"
T
h
e
 
S
t
o
r
y
 
o
f
 
C
h
o
c
o
l
a
t
e
"

P
r
o
g
r
a
m
6

"
T
h
e
 
G
r
e
a
t
 
P
a
c
i
f
i
c
 
G
a
r
b
a
g
e
 
P
a
t
c
h
"

P
r
o
g
r
a
m
7

"
R
o
b
o
t
s
 
C
a
n
 
I
m
p
r
o
v
e
 
Q
u
a
l
i
t
y
 
o
f
 
L
i
f
e
"

R
e
a
d
i
n
g
2

"
M
a
l
a
l
a
'
s
 
V
o
i
c
e
 
f
o
r
 
t
h
e
 
F
u
t
u
r
e
"

3
年

間
の

ま
と

め
【

プ
レ

バ
ト

】
伊

藤
園

英
語

で
俳

句
を

詠
ん

で
5
万

円
G
e
t
?
!

3
年

間
の

ま
と

め

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

国
語

国
語

学
習

内
容

深
ま

る
学

び
へ

（
詩

・
小

説
・

漢
文

・
話

表
現

）
小

説
「

握
手

」

視
野

を
広

げ
て

（
説

明
・

情
報

・
書

話
表

現
）

漢
文

「
学

び
て

時
に

之
を

習
ふ

」
説

明
文

　
「

作
ら

れ
た

『
物

語
』

を
超

え
て

」

言
葉

を
見

つ
め

る
（

俳
句

・
論

説
）

「
俳

句
の

可
能

性
」

読
書

生
活

を
豊

か
に

（
小

説
・

書
表

現
）

「
挨

拶
ー

原
爆

の
写

真
に

よ
せ

て
」

未
来

に
向

か
っ

て
「

温
か

い
ス

ー
プ

」
、

資
料

「
二

つ
の

悲
し

み
」

を
読

み
感

想
を

書
く

状
況

の
中

で
（

詩
・

小
説

・
論

説
・

書
表

現
）

小
説

「
故

郷
」

い
に

し
え

の
心

と
語

ら
う

（
古

文
）

古
今

和
歌

集
仮

名
序

夏
草

「
奥

の
細

道
」

論
旨

を
捉

え
て

（
論

説
・

話
書

表
現

・
詩

）
「

そ
れ

で
も

言
葉

を
」

い
に

し
え

の
心

に
触

れ
る

（
古

文
「

百
人

一
首

」
）

読
書

に
親

し
む

（
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ
ョ

ン
・

書
表

現
）

後
期

に
備
え

て
（

古
典

文
法

）
未

来
へ

向
か

っ
て

（
書

表
現

）

特
に
育
成

し
た
い
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

問
う
力

問
う
力

繋
が
る
力

見
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

G
F
探
究

学
習

内
容

わ
ら

う
ち

わ
ら

す
き

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

わ
ら

じ
作

り
わ

ら
じ

遠
足

探
究

概
論

G
I
A
H
S
概

論

G
I
A
H
S
を
深
く
学
ぶ

椎
葉
村
訪
問

焼
畑
・
モ
ザ
イ
ク
林

-
実
践
探
究
活
動

～
テ
ー
マ
設
定
～

A
i
G
R
O
W
・
数
理
探
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
 

受
検
・
振
返
り

-
実

践
探

究
活

動
～

ﾃ
ｰ
ﾏ
設

定
～

A
i
G
R
O
W
・

数
理

探
究

ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
振

返
り

-
実
践
探
究
活
動

～
背
景
，
R
Q
，
仮
説
設
定

～
祇
園
神
社
夏
季

例
大
祭
に
向
け
て

【
教

育
課

程
外

】
祇

園
神

社
夏

季
例

大
祭

実
践

探
究

活
動

-
哲

学
対

話
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

講
座

実
践

探
究

活
動

背
景

，
R
Q
，

仮
説

設
定

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

荒
踊

り
本

番
(
希

望
者

)
-

普
遍

探
究

活
動

調
査

・
分

析
研

究
倫

理

価
値

創
造

フ
ォ

ー
ラ

ム
-

-
実
践
探
究
活
動

～
調
査
・
分
析
・
考
察
～

数
理
探
究
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
振
返
り

夜
神

楽
鑑

賞
英

語
ア

ブ
ス

ト
ラ

ク
ト

（
要

約
）

作
成

海
外

研
修

に
向

け
て

の
準

備
キ

ッ
ク

オ
フ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

な
ど

-
英

語
ア

ブ
ス

ト
ラ

ク
ト

（
要

約
）

作
成

海
外

研
修

に
向

け
て

の
準

備
キ

ッ
ク

オ
フ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

な
ど

-
英

語
ア

ブ
ス

ト
ラ

ク
ト

（
要

約
）

作
成

海
外

研
修

に
向

け
て

の
準

備
キ
ッ

ク
オ

フ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
な

ど

海
外

研
修

(
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
)

海
外

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

探
究

成
果

発
表

1
年

間
の

振
返

り
A
i
G
R
O
W
受

検

探
究

成
果

発
表

会
【

代
表

】

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

試
み
る
力

見
る
力

問
う
力

見
る
力

見
る
力

問
う
力

問
う
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

見
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

学
際
探
究
基
礎

学
習

内
容

-
-

学
際

基
礎

概
論

図
書

資
料

の
検

索
研

究
論

文
の

検
索

-
テ
ー
マ
設
定
と

引
用
文
献

仮
説
設
定
と

実
験
計
画

【
自
然
科
学
】

学
校

林
で

の
植

生
調

査
【

自
然

科
学

】
-

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

①
【

自
然

科
学

】
-

-
先

端
技

術
×

体
験

活
動

①
-

先
端

技
術

×
体

験
活

動
②

資
料

か
ら

社
会

や
歴

史
を

紐
解

く
、

問
い

を
導

く
【

人
文

科
学

】

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
の

作
法

【
人

文
科

学
】

-
-

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
の

実
践

【
人

文
科

学
】

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

②
【

人
文

科
学

】

水
関
係
探
究
ス
ラ
イ

ド
（
英
語
）
作
成

【
普
遍
性
の
追
求
】

-
教
室
か
ら
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
へ
、
普
遍
の

扉
を
開
く

【
普
遍
性
の
追
求
】

-
A
I
を
活
用
し
た

英
語
論
文
作
成

の
手
法

【
普
遍
性
の
追
求
】

-
青

年
海

外
協

力
隊

と
の

対
話

普
遍

的
課

題
に

つ
い

て
【

普
遍

性
の

追
求

】
-

-
特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

L
H
R

学
習

内
容

学
年

団
紹

介
教

科
書

配
布

配
布

物
回

収
端

末
配

布

係
・

委
員

会
・

清
掃

場
所

・
入

学
式

役
割

決
め

進
路

探
究

ノ
ー

ト
面

談
　

進
路

意
識

調
査

写
真

撮
影

フ
ォ

レ
祭

準
備

学
問

研
究

を
し

よ
う

 
生

徒
総

会
討

議
防

災
訓

練
人

権
・

い
じ

め
未

然
防

止
教

育

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

参
加

し
よ

う
L
I
F
E
授

業
海

外
研

修
に

向
け

て
フ

ァ
ミ

リ
ー

プ
レ

ゼ
ン

準
備

パ
パ

マ
マ

か
ら

A
i
G
R
O
W
返

却
フ

ァ
ミ

リ
ー

プ
レ

ゼ
ン

海
外

研
修

に
向

け
て

1
学

期
終

業
日

の
学

活
2
学

期
始

業
日

の
学

活
防

災
訓

練
L
I
F
E
授

業
フ

ォ
レ

祭
立

ち
上

げ
式

ス
キ

ー
教

室
事

前
指

導
フ

ォ
レ

祭
役

員
・

発
表

決
め

英
語

発
表

準
備

高
校

入
試

テ
ス

ト
終

業
日

の
学

活

特
に
育
成

し
た
い
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

見
る
力

道
徳

学
習

内
容

１
　

相
撲

を
世

界
に

２
　

世
界

一
の

ロ
ッ

カ
ー

ル
ー

ム
３

　
あ

る
レ

ジ
打

ち
の

女
性

４
　

使
い

手
を

驚
か

せ
て

魅
了

す
る

５
　

違
う

ん
だ

よ
、

健
司

６
　

卒
業

文
集

の
最

後
の

二
行

７
　

命
の

ト
ラ

ン
ジ

ッ
ト

ピ
ザ

８
　

エ
リ

カ
９

　
私

も
高

校
生

1
0
 
 
親

友
と

語
り

合
っ

た
「

孤
独

の
解

消
」

1
1
 
 
N
o
 
c
h
a
r
i
t
y
,
b
u
t
 
a
c
h
a
n
c
e

1
2
 
 
新

し
い

夏
の

始
ま

り
1
3
　

稲
む

ら
の

日

1
4
　

命
の

大
切

さ
1
5
 
ゴ

リ
ラ

の
ま

ね
を

し
た

彼
女

を
好

き
に

な
っ

た
1
6
　

カ
ラ

フ
ル

な
世

界
で

1
7
　

二
通

の
手

紙

1
8
　

世
界

を
動

か
し

た
瞳

1
9
　

電
車

の
中

で
2
0
　

失
っ

た
笑

顔
を

取
り

戻
す

2
1
　

海
の

ご
み

は
「

ま
ち

な
か

」
で

生
ま

れ
る

2
2
「

川
端

」
の

あ
る

暮
ら

し
2
3
　

ち
ょ

っ
と

寄
り

道
を

2
4
　

町
内

会
デ

ビ
ュ

ー
2
5
　

臓
器

提
供

2
6
　

独
り

を
慎

む
2
7
　

マ
ナ

ー
っ

て
何

だ
ろ

う

2
8
　

星
空

を
届

け
た

い
2
9
　

ホ
ン

ト
ペ

ン
で

世
界

を
変

え
よ

う
3
0
　

生
き

て
こ

そ

3
1
　

塩
む

す
び

3
2
　
一

冊
の

ノ
ー

ト
3
3
　

キ
ラ

ー
・

ゼ
ブ

ラ
と

呼
ば

れ
て

3
4
　

サ
ト

シ
の

一
票

3
5
　

希
望

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

理
科

理
科

学
習

内
容

生
物

領
域

生
物

の
ふ

え
方

と
成

長
(
動

物
と

植
物

の
生

殖
)

生
物

領
域

遺
伝

の
規

則
性

と
遺

伝
子

(
メ

ン
デ

ル
の

法
則

)
生

物
の

種
類

と
多

様
性

と
進

化

物
質

領
域

水
溶

液
と

イ
オ

ン
(
イ

オ
ン

式
、

イ
オ

ン
反

応
式

、
電

離
)

電
池

と
イ

オ
ン

(
イ

オ
ン

化
傾

向
、

ダ
ニ

エ
ル

電
池

）

物
質

領
域

酸
ア

ル
カ

リ
と

塩
(
酸

ア
ル

カ
リ

の
性

質
、

中
和

)
自

由
研

究
環

境
領

域
(
食

物
連

鎖
、

放
射

線
な

ど
)

エ
ネ

ル
ギ

ー
領

域
力

の
合

成
と

分
解

(
水

圧
と

浮
力

、
力

の
合

成
と

分
解

)
物

体
の

運
動

(
記

録
タ

イ
マ

ー
、

斜
面

を
上

る
運

動
)

調
べ

学
習

エ
ネ

ル
ギ

ー
領

域
仕

事
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
(
仕

事
量

、
仕

事
率

、
力

学
的

エ
ネ

ル
ギ

ー
)

地
学

領
域

地
球

か
ら

宇
宙

へ
(
太

陽
系

、
銀

河
系

)
地

学
領

域
太

陽
と

恒
星

の
動

き
地

学
領

域
月

と
金

星
の

動
き

と
見

え
方

(
月

と
金

星
)

１
年

間
の

振
り

返
り

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

数
学

数
学

学
習

内
容

中
学

数
学

の
復

習

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

数
学
Ⅰ

学
習

内
容

数
と

式
（

Ⅰ
）

数
と

式
（

Ⅰ
）

集
合

と
命

題
（

Ⅰ
）

集
合

と
命

題
（

Ⅰ
）

２
次

関
数

（
Ⅰ

）
２

次
関

数
（

Ⅰ
）

図
形

と
計

量
（

Ⅰ
）

デ
ー

タ
の

分
析

（
Ⅰ

）
デ

ー
タ

の
分

析
（

Ⅰ
）

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

数
学
A

学
習

内
容

図
形

の
性

質
（

Ａ
）

図
形

の
性

質
（

Ａ
）

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

試
み
る
力

見
る
力

試
み
る
力

芸
術

音
楽

学
習

内
容

曲
の

内
容

や
曲

想
の

変
化

を
味

わ
っ

て
声

部
の

役
割

や
音

楽
の

構
成

を
生

か
し

て
総

合
芸

術
に

親
し

も
う

創
作

活
動

充
実

し
た

豊
か

な
響

き
協

奏
曲

の
豊

か
な

響
き

ギ
タ

ー
に

親
し

も
う

郷
土

の
民

謡
や

芸
能

篠
笛

の
響

き
能

・
文

楽
に

親
し

も
う

世
界

の
諸

民
族

の
音

楽
（

２
）

充
実

し
た

豊
か

な
響

き
く

ら
し

と
と

も
に

あ
る

様
々

な
音

楽

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

見
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

見
る
力

見
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

美
術

学
習

内
容

・
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・
立

体
「

躍
動

感
を

表
す

」
（

彫
塑

）
①

導
入

（
鑑

賞
）

②
制

作
③

講
評

会
（

鑑
賞

）
・

鑑
賞

（
映

像
表

現
）

①
映

像
作

品
鑑

賞
②

レ
ポ

ー
ト

・
デ

ザ
イ

ン
「

H
P
P
Y
な

壁
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

　
視

覚
に

頼
ら

な
い

芸
術

表
現

①
導

入
（

鑑
賞

）

・
明

星
視

覚
支

援
学

校
と

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
②

制
作

③
講

評
会

（
鑑

賞
）

・
立

体
　

彫
り

物
づ

く
り

（
紙

・
切

り
絵

）
「

彫
り

物
で

自
分

を
表

現
す

る
」

①
導

入
（

鑑
賞

）
概

要
・

先
輩
の

作
品

鑑
賞

②
制

作
③

講
評

会
（

鑑
賞

）

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

見
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

技
術

家
庭

技
術

学
習

内
容

D
情

報
に

関
す

る
技

術
１

情
報

と
私

た
ち

の
生

活
2
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

利
用

3
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

４
情

報
モ

ラ
ル

と
知

的
財

産
５

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

と
情

報
処

理
６

デ
ィ

ジ
タ

ル
作

品
の

設
計

と
製

作
６

デ
ィ

ジ
タ

ル
作

品
の

設
計

と
製

作
７

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

計
測

制
御

７
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
計

測
制

御
７

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

計
測

制
御

情
報

に
関

す
る

技
術

の
評

価
・

活
用

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

問
う
力

問
う
力

問
う
力

繋
が
る
力

家
庭

学
習

内
容

４
　

調
理

を
し

よ
う

　
調

理
の

基
本

調
理

を
し

よ
う

‼
　

第
２

回
調

理
実

習
１

　
住

ま
い

の
は

た
ら

き
２

　
健

康
で

安
全

な
住

ま
い

３
　

住
ま

い
と

地
域

住
ま

い
と

防
災

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

家
庭

家
庭

基
礎
Ⅰ

学
習

内
容

H
o
m
e
 
p
r
o
j
e
c
t

◎
生

活
の

課
題

を
見

つ
け

改
善

し
、

生
活

の
向

上
を

図
る

第
１
章

１
人
生
を
展
望
す
る

２
目
標
を
も
っ
て
生

き
る

第
６

章
　

食
生

活
を

作
る

１
食

生
活

の
課

題
に

つ
い

て
考

え
る

２
食

事
と

栄
養

・
食

品
 
 
 
 
 
３

食
生

活
の

安
全

と
衛

生
４

生
涯

の
健

康
を

見
通

し
た

食
事

計
画

 
 
 
５

調
理

の
基

本
○

調
理

実
習

（
１

回
目

）
 
 
 
 
６

　
こ

れ
か

ら
の

食
生

活

第
４
章
　
高
齢
社
会
を
生
き
る
 
１
高
齢
期
を
理
解
す
る

２
高
齢
者
の
心
身
の
特
徴
　
３
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
社
会

第
５
章
　
共
に
生
き
、
と
も
に
支
え
る
　
１
私
た
ち
の
生
活
と
福
祉

２
社
会
保
障
の
考
え
方
　
３
共
に
生
き
る

H
o
m
e
 
p
r
o
j
e
c
t

生
活

の
課

題
を

見
つ

け
改

善
し

、
生

活
の

向
上

を
図

る
（

発
表

）

第
３

章
　

子
供

と
と

も
に

育
つ

１
子

供
の

育
つ

力
を

知
る

 
２

親
と

し
て

共
に

育
つ

３
子

供
の

ふ
れ

あ
い

か
ら

学
ぶ

 
４

こ
れ

か
ら

の
保

育
環

境

第
６

章
５

　
調

理
の

基
本

○
調

理
実

習
（

２
回

目
）

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

◎
文

理
融

合
・

教
科

横
断

型
授

業
を

行
う

教
科

・
科

目
・

単
元

色
時

期
関

係
す

る
教

科
科

目
今

年
度

担
当

者
場

所
文

理
融

合
・

教
科

横
断

さ
せ

る
テ

ー
マ

・
単

元
授

業
内

容
の

概
要

特
に

育
て

た
い

「
５

つ
の

力
」

評
価

方
法

そ
の

他
（

1
人

1
台

端
末

活
用

／
外

部
人

材
の

活
用

 
等

）

４
月

２
９

日
国

語
×

社
会

瓜
生

／
岩

村
３

年
教

室
【

問
題

演
習

】
文

章
読

解
と

ク
ラ

フ
読

解
双

方
の

情
報

を
正

し
く

読
み

取
り

、
整

理
・

解
釈

を
加

え
な

が
ら

「
解

答
解

説
文

」
を

作
る

。
問

う
力

記
述

内
容

７
月

１
４

日
国

語
×

社
会

瓜
生

／
岩

村
3
年

教
室

「
挨

拶
ー

原
爆

の
写

真
に

よ
せ

て
」

「
温

か
い

ス
ー

プ
」

太
平

洋
戦

争
が

勃
発

し
た

当
時

の
海

外
と

日
本

の
状

況
に

つ
い

て
講

義
を

受
け

る
。

繋
が

る
力

グ
ル

ー
プ

発
表

６
月

２
５

日
国

語
×

社
会

×
英

語
瓜

生
／

岩
村

／
後

藤
3
年

教
室

研
修

旅
行

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
り

海
外

研
修

の
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
に

つ
い

て
９

つ
の

分
野

に
分

け
ス

ラ
イ

ド
を

作
成

し
英

語
発

表
す

る
。

繋
が

る
力

グ
ル

ー
プ

発
表

参
観

者
（

保
護

者
）

の
評

価

１
２

月
１

１
日

学
際

探
究

基
礎

 ✕
 
G
F
探

究
 ✕

 
英

語
 
✕
 
自

然
科

学
 ✕

 
人

文
科

学

後
藤

（
英

語
）

／
友

岡
（

理
科

）
山

之
内

（
数

学
）

／
瓜

生
（

国
語

）
岩

村
（

社
会

）
／

梅
垣

（
体

育
）

吉
岡

（
体

育
）

３
年

教
室

　
多

目
的

室
 
G
-
L
a
b
.
 
図

書
室

　
地

学
室

　
物

理
室

 
生

物
室

教
室

か
ら

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

へ
、

普
遍

の
扉

を
開

く
～

｢
違

い
｣
の

中
に

、
｢
同

じ
｣
を

見
つ

け
る

～

　
五

ヶ
瀬

中
等

教
育

学
校

の
生

徒
が

、
自

身
の

フ
ィ

ー
ル

ド
で

あ
る

「
五

ヶ
瀬

の
山

腹
用

水
路

・
水

源
林

」
に

つ
い

て
、

全
く

異
な

る
背

景
を

持
つ

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

の
学

生
に

向
け

て
英

語
で

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
い

、
対

話
す

る
授

業
で

す
。

　
単

な
る

「
発

表
」

を
ゴ

ー
ル

と
せ

ず
、

「
伝

わ
ら

な
い

」
と

い
う

失
敗

経
験

（
葛

藤
）

を
あ

え
て

生
み

出
し

、
そ

こ
か

ら
の

振
り

返
り

を
通

じ
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
姿

勢
、

郷
土

へ
の

認
識

、
そ

し
て

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
野

に
つ

い
て

変
化

を
起

こ
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

繋
が

る
力

グ
ル

ー
プ

発
表

【
活

用
す

る
I
C
T
ツ

ー
ル

】
Z
O
O
M
、

生
成

A
I
（

G
e
m
i
n
i
）

【
外

部
連

携
】

株
式

会
社

J
T
B

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

現
地

大
学

生

19
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キ
ー
ワ
ー
ド

○
「
V
U
C
A
時
代
を
生
き
抜
く
野
性
味
あ
ふ
れ
る
『
価
値
創
造
人
材
』
」

○
先
端
技
術
（
デ
ジ
タ
ル
）
×
体
験
活
動
（
リ
ア
ル
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
大
学
や
研
究
機
関
等
と
の
連
携

○
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
 
に
対
応
す
る
先
端
的
な
学
び

コ
ア

キ
ー

ワ
ー

ド

「
総
合
知
」

４
学

年
令

和
７

年
度

授
業

研
修

テ
ー

マ
：

文
理

融
合

・
教

科
横

断
型

授
業

を
「

日
常

化
」

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
年

団
：

○
増

田
(
保

体
)
／

田
宮

(
英

語
)
／

飯
山

(
世

界
史

)
／

友
岡

(
生

物
)
／

猿
渡

(
国

語
)
／

喜
多

(
数

学
)

教
科

科
目

４
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月
（
公
開
授
業
）

1
月

2
月

3
月

保
健

体
育

保
健

学
習

内
容

ー
・
健
康
の
考
え
方
と
成
り
立
ち

・
私
た
ち
の
健
康
の
姿

・
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
適
切
な
意
志
決
定

や
行
動
選
択
と
環
境
づ
く
り

・
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
回
復

・
が
ん
の
原
因
の
予
防

・
が
ん
の
治
療
と
回
復

・
運
動
と
健
康

・
食
事
と
健
康

・
休
養
・
睡
眠
と
健
康

・
喫
煙
と
健
康

・
飲
酒
と
健
康

・
薬
物
乱
用
と
健
康

・
精
神
疾
患
の
特
徴

・
精
神
疾
患
の
予
防

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

・
精
神
疾
患
か
ら
の
回
復

・
現
代
の
感
染
症

・
感
染
症
の
予
防

・
性
感
染
症
・
エ
イ
ズ
と
そ
の
予
防

・
健
康
に
関
す
る
意
思
決
定
・
行
動
選
択

・
健
康
に
関
す
る
環
境
づ
く
り

・
事
故
の
現
状
と
発
生
要
因

・
安
全
な
社
会
の
形
成

・
交
通
に
お
け
る
安
全

・
応
急
手
当
の
意
義
と
そ
の
基
本

・
日
常
的
な
応
急
手
当

・
心
肺
蘇
生
法

特
に

育
成

し
た

い
力

見
る

力
見

る
力

問
う

力
関

連
づ

け
る

力
関

連
づ

け
る

力
関

連
づ

け
る

力
見

る
力

問
う

力
見

る
力

関
連

づ
け

る
力

見
る

力
問

う
力

試
み

る
力

体
育

学
習

内
容

○
体
つ
く
り
運
動

○
陸
上
競
技

〇
　
新
体
力
テ
ス
ト

〇
　
新
体
力
テ
ス
ト

○
水
泳
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
か
ら
選
択

〇
水
泳
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
か
ら
選
択

○
選
択
球
技
（
バ
レ
ー
／
サ
ッ
カ
ー
）

○
選
択
球
技
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
／
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
）

○
選
択
球
技
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
／
サ
ッ
カ
ー
）

○
選
択
球
技
（
卓
球
／
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
）

〇
　
ダ
ン
ス

特
に

育
成

し
た

い
力

試
み

る
力

試
み

る
力

試
み

る
力

試
み

る
力

繋
が

る
力

見
る

力
繋

が
る

力
繋

が
る

力
見

る
力

繋
が

る
力

関
連

づ
け

る
力

繋
が

る
力

地
歴

地
理

総
合

学
習

内
容

◎
地
図
と
G
I
S
の
活
用

○
球
面
上
の
世
界
と
地
図
の
活
用

・
G
I
S
に
よ
る
地
元
紹
介
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
成

○
国
家
間
の
結
び
つ
き

・
交
通
，
通
信
に
よ
る
結
び
つ
き

・
観
光
に
よ
る
結
び
つ
き

◎
生
活
文
化
の
多
様
性
と
国
際
理
解

○
自
然
環
境
と
生
活
文
化

・
地
球
上
の
地
形
の
な
り
た
ち

○
自
然
環
境
と
生
活
文
化

・
山
地
と
平
野
の
生
活

・
海
岸
部
の
生
活

（
夏
期
課
題
）

G
I
S
を
用
い
た
１
人
１
テ
ー
マ
主
題
図
作
成

○
自
然
環
境
と
生
活
文
化

・
地
球
上
の
気
候
の
な
り
た
ち

・
気
候
に
対
応
し
た
生
活

○
多
文
化
共
生
社
会
と
生
活
文
化

・
世
界
の
宗
教
，
言
語
と
生
活
文
化

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

○
産
業
の
発
展
と
生
活
文
化

・
農
業
の
地
域
性
，
農
林
水
産
業
と
生
活
文
化

○
産
業
の
発
展
と
生
活
文
化

・
工
業
の
発
展

○
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
生
活
文
化

◎
地
球
的
仮
題
と
国
際
協
力

○
人
口
問
題
　
○
食
料
問
題

○
居
住
・
都
市
問
題
　
○
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

◎
生
活
圏
の
諸
課
題

○
自
然
環
境
と
防
災

○
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

特
に

育
成

し
た

い
力

試
み

る
力

問
う

力
見

る
力

見
る

力
試

み
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

問
う

力
見

る
力

問
う

力
見

る
力

見
る

力
繋

が
る

力
繋

が
る

力

歴
史

総
合

学
習

内
容

【
歴
史
総
合
】

Ⅱ
．
国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち

３
．
総
力
戦
と
社
会
運
動

③
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

【
歴
史
総
合
】

Ⅱ
．
国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち

４
．
経
済
危
機
と
第
二
次
世
界
大
戦

①
世
界
恐
慌
の
時
代

【
歴
史
総
合
】

Ⅱ
．
国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち

４
．
経
済
危
機
と
第
二
次
世
界
大
戦

②
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
伸
張
と
共
産
主
義

【
歴
史
総
合
】

Ⅱ
．
国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち

４
．
経
済
危
機
と
第
二
次
世
界
大
戦

③
日
中
戦
争
へ
の
道
　
④
第
二
次
世
界
大
戦
の
展
開

【
歴
史
総
合
】

Ⅱ
．
国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち

４
．
経
済
危
機
と
第
二
次
世
界
大
戦

④
第
二
次
世
界
大
戦
の
展
開

【
歴
史
総
合
】

Ⅱ
．
国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち

４
．
経
済
危
機
と
第
二
次
世
界
大
戦

⑤
国
際
連
合
と
国
際
経
済
体
制

【
歴
史
総
合
】

Ⅱ
．
国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち

４
．
経
済
危
機
と
第
二
次
世
界
大
戦

⑤
国
際
連
合
と
国
際
経
済
体
制

Ⅲ
．
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
私
た
ち

５
．
冷
戦
と
世
界
経
済

６
．
世
界
秩
序
の
変
容
と
日
本

現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
と
展
望

特
に

育
成

し
た

い
力

問
う

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
関

連
づ

け
る

力
関

連
づ

け
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

公
民

公
共

学
習

内
容

○
公
共
：
日
本
経
済
の
現
状
と
課
題
（
公
害
、
消
費
者
問
題
、
労
働
問
題
）

○
公
共
：
日
本
経
済
（
労
働
問
題
、
福
祉
）

〇
日
本
の
政
治
機
構
,
国
際
政
治

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

国
際
政
治
の
基
本
原
理

○
国
際
政
治
の
動
向
と
日
本
の
役
割

〇
国
際
経
済
の
動
向
と
国
際
協
力

特
に

育
成

し
た

い
力

問
う

力
見

る
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
見

る
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
見

る
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
見

る
力

関
連

づ
け

る
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
見

る
力

関
連

づ
け

る
力

関
連

づ
け

る
力

関
連

づ
け

る
力

関
連

づ
け

る
力

外
国

語

英
語

ｺ
ﾐ
ｭ
Ⅰ

学
習

内
容

F
r
i
e
n
d
s
h
i
p
s
 
i
n
 
t
h
e
 
D
i
g
i
t
a
l
 
A
g
e

E
s
p
o
s
:
 
P
a
s
t
,
 
P
r
e
s
e
n
t
,
 
a
n
d
 
F
u
t
u
r
e

T
h
e
 
F
a
s
c
i
n
a
t
i
n
g
 
W
o
r
l
d
 
o
f
 
a
 
P
r
o
f
e
s
s
i
o
n
a
l
 

S
t
o
r
y
t
e
l
l
e
r

C
h
a
n
g
i
n
g
 
B
e
h
a
v
i
o
r
 
i
n
 
U
n
i
q
u
e
 
W
a
y
s

S
u
m
m
e
r
 
V
a
c
a
t
i
o
n
 

A
 
J
o
u
r
n
e
y
 
t
o
 
P
e
a
c
e

H
u
m
a
n
s
 
E
v
o
l
v
e
 
w
i
t
h
 
M
e
s
u
r
e
m
e
n
t
s

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

B
i
o
-
l
o
g
g
i
n
g
 
A
n
i
m
a
l
s
'
 
S
e
c
r
e
t
s

W
h
a
t
 
t
o
 
d
o
 
w
i
t
h
 
T
o
o
 
m
a
n
y
 
T
o
u
r
i
s
t
s

S
u
r
v
i
n
g
 
i
n
 
t
h
e
 
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
A
g
e

T
h
e
 
S
p
i
r
i
t
 
o
f
 
Z
e
n
 
:
 
l
e
s
s
 
i
s
 
M
o
r
e

S
w
a
n
s
 
M
a
t
e
 
f
o
r
 
L
i
f
e

特
に

育
成

し
た

い
力

見
る

力
繋

が
る

力
見

る
力

見
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

試
み

る
力

関
連

づ
け

る
力

見
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

問
う

力
関

連
づ

け
る

力

論
理

表
現

Ⅰ

学
習

内
容

L
e
s
s
o
n
 
1
　
I
n
t
r
o
d
u
c
e
 
y
o
u
r
s
e
l
f

L
e
s
s
o
n
 
2
　
H
o
w
 
d
o
 
y
o
u
 
s
p
e
n
d
 
y
o
u
r
 

w
e
e
k
e
n
d
s
?

L
e
s
s
o
n
 
3
　
W
h
e
r
e
 
d
i
d
 
y
o
u
 
g
o
 
o
n
 
v
a
c
a
t
i
o
n
?

L
e
s
s
o
n
 
4
　
H
o
w
 
c
a
n
 
I
 
g
e
t
 
t
h
e
r
e
?

L
e
s
s
o
n
 
5
　
W
o
u
l
d
 
y
o
u
 
l
i
k
e
 
t
o
 
c
o
m
e
 
w
i
t
h
 

m
e
?

L
e
s
s
o
n
 
5
　
W
o
u
l
d
 
y
o
u
 
l
i
k
e
 
t
o
 
c
o
m
e
 
w
i
t
h
 

m
e
?

L
e
s
s
o
n
 
６
　
S
o
m
e
t
h
i
n
g
 
r
e
a
l
l
y
 
J
a
p
a
n
e
s
e

L
e
s
s
o
n
 
６
　
 
D
o
 
y
o
u
 
d
o
 
a
n
y
 
v
o
l
u
n
t
e
e
r
 

a
c
t
i
v
i
t
i
e
s
?

L
e
s
s
o
n
 
7
 
 
D
o
 
y
o
u
 
d
o
 
a
n
y
 
v
o
l
u
n
t
e
e
r
 

a
c
t
i
v
i
t
i
e
s
?

L
e
s
s
o
n
 
８
　
L
e
t
'
s
 
e
n
j
o
y
 
s
c
h
o
o
l
 
l
i
f
e
?

L
e
s
s
o
n
 
9
　
A
r
e
 
y
o
u
 
e
c
o
-
f
r
i
e
n
d
l
y
?

L
e
s
s
o
n
 
1
０
　
 
W
h
a
t
 
s
p
o
r
t
s
 
d
o
 
y
o
u
 
l
i
k
e
?

特
に

育
成

し
た

い
力

試
み

る
力

試
み

る
力

試
み

る
力

問
う

力
試

み
る

力
試

み
る

力
関

連
づ

け
る

力
試

み
る

力
試

み
る

力
繋

が
る

力
問

う
力

関
連

づ
け

る
力

国
語

現
代

の
国

語

学
習

内
容

「
書
け
な
い
日
々
」
若
松
英
輔
【
言
語
】
３
(
4
)
ウ

(
ア
)

「
水
の
東
西
」
山
崎
正
和
【
文
化
】
３
(
4
)
ウ

(
カ
）

「
も
の
と
こ
と
ば
」
鈴
木
孝
夫
【
言
語
】
３
(
4
)
ウ

(
オ
）

「
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
岸
田
一
隆
【
科

学
】
３
(
4
)
ウ
（
エ
）

「
時
間
と
自
由
の
関
係
に
つ
い
て
」
内
山
節
【
思

想
】
３
(
4
)
ウ
（
カ
）

「
時
を
編
む
人
間
」
田
口
茂
【
思
想
】
３
(
4
)
ウ

（
ア
）

「
浪
費
を
妨
げ
る
社
会
」
國
分
功
一
郎
【
社
会
】

３
(
4
)
ウ
（
イ
）

「
白
」
原
研
哉
【
文
化
】
３
(
4
)
ウ
（
ウ
）

「
わ
ら
し
べ
長
者
の
経
済
学
」
梶
井
厚
志
【
経

済
】
３
(
4
)
ウ
(
ウ
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
は
何
か
」
【
社

会
】
３
(
4
)
ウ
(
イ
）

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

「
感
情
暴
走
社
会
の
由
来
」
山
極
壽
一
【
社
会
】

３
(
4
)
ウ
(
ウ
）

「
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
複
製
」
【
情
報
】

３
(
4
)
ウ
(
イ
）

「
命
は
誰
の
も
の
な
の
か
」
柳
澤
桂
子
【
生
命
】

３
(
4
)
ウ
(
カ
）

「
事
実
な
の
か
考
え
な
の
か
」
野
矢
茂
樹
【
言

語
】
３
(
4
)
ウ
(
イ
）

「
動
的
平
衡
の
回
復
」
福
岡
伸
一
【
環
境
】
３
(
4
)

ウ
(
オ
）

「
無
痛
化
す
る
社
会
の
ゆ
く
え
」
森
岡
正
博
【
思

想
】
３
(
4
)
ウ
(
オ
）

「
絵
を
前
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
」
椹
木
野
衣
【
芸

術
】
３
(
4
)
ウ
(
イ
）

特
に

育
成

し
た

い
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
関

連
づ

け
る

力
繋

が
る

力
問

う
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
見

る
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
繋

が
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

試
み

る
力

問
う

力
繋

が
る

力
問

う
力

試
み

る
力

繋
が

る
力

問
う

力
試

み
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

見
る

力
繋

が
る

力

言
語

文
化

学
習

内
容

「
言
語
文
化
と
古
文
」
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
【
説

話
】
３
(
4
)
オ
(
ア
)
(
イ
)

「
言
語
文
化
と
漢
文
」
「
入
門
一
・
二
」
【
入

門
】
３
(
4
)
オ
(
エ
)

「
言
語
文
化
と
近
現
代
」

「
羅
生
門
」
芥
川
龍
之
介
【
近
代
小
説
(
一
)
】
３

(
4
)
エ
(
ア
)
(
イ
)

「
徒
然
草
」
【
随
筆
一
】
３
(
4
)
エ
(
ウ
)
　
「
漁
夫

之
利
」
（
戦
国
策
）
「
矛
盾
」
（
韓
非
子
）
「
狐

借
虎
威
力
」
（
戦
国
策
）
「
朝
三
暮
四
」
（
列

子
）
【
故
事
】
３
(
4
)
オ
(
ア
)
(
ウ
)

「
サ
ラ
バ
！
」
（
西
加
奈
子
）
【
現
代
小
説
】
３

(
4
)
エ
(
ウ
)
(
オ
)
 

「
芥
川
」
（
伊
勢
物
語
）
【
歌
物
語
】
３
(
4
)
オ

(
エ
)
(
オ
)

「
東
下
り
」
「
筒
井
筒
」
（
伊
勢
物
語
）
【
歌
物

語
】
３
(
4
)
オ
(
エ
)
(
オ
)

「
管
鮑
之
交
」
「
先
従
隗
始
」
（
十
八
史
略
）

【
史
伝
】
３
(
4
)
オ
(
イ
)
(
ウ
)

「
短
歌
」
「
俳
句
」
【
詩
歌
】
３
(
4
)
エ
(
イ
)
(
ウ
)
　

「
万
葉
集
」
「
古
今
和
歌
集
」
【
和
歌
】
３
(
4
)
オ

(
ア
)
(
オ
)
　
「
登
鸛
鵲
楼
」
（
王
之
渙
）
「
月

夜
」
「
登
高
」
（
杜
甫
）
【
漢
詩
】
３
(
4
)
オ
(
エ
)

(
カ
)

「
城
の
崎
に
て
」
（
志
賀
直
哉
）
【
近
代
小
説

二
】
３
(
4
)
エ
(
ウ
)
(
カ
)

「
な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫
」
（
竹
取
物
語
）
【
物

語
】
３
(
4
)
オ
(
オ
)
(
カ
)

「
論
語
」
「
孟
子
」
【
思
想
】
３
(
4
)
オ
(
オ
)
(
カ
)
　

「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
「
中
納
言
参
り
高
う
降
り
た

る
を
」
【
随
筆
二
】
３
(
4
)
オ
(
イ
)
(
カ
)

「
門
出
」
（
土
佐
日
記
 
紀
貫
之
）
【
日
記
文
学
】

３
(
4
)
オ
(
イ
)
(
エ
)
　
「
祇
園
精
舎
」
「
木
曽
の
最

期
」
（
平
家
物
語
）
【
軍
記
物
語
】
３
(
4
)
オ
(
ウ
)

(
エ
)

「
山
月
記
」
（
中
島
敦
）
【
近
代
小
説
三
】
３
(
4
)

エ
(
カ
)
(
キ
)

「
雑
説
」
（
韓
愈
）
【
文
章
】
３
(
4
)
オ
(
オ
)
(
カ
)

「
序
ｰ
漂
白
の
思
い
ｰ
」
（
お
く
の
ほ
そ
道
 
松
尾
芭

蕉
）
【
俳
諧
紀
行
】

３
(
4
)
オ
(
イ
)
(
ウ
)
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に
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た

い
力

問
う

力
試

み
る
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問

う
力

関
連

づ
け

る
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問
う
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繋

が
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

繋
が

る
力

問
う

力
試

み
る

力
繋

が
る

力
問

う
力

繋
が

る
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
見

る
力

繋
が

る
力

問
う

力
見

る
力

繋
が

る
力

問
う

力
見

る
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
試

み
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

見
る

力
問

う
力

見
る

力

G
F
探

究

学
習

内
容

わ
ら
う
ち

わ
ら
す
き

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

わ
ら
じ
作
り

わ
ら
じ
遠
足

課
題
研
究
概
論

G
o
k
a
s
e
-
T
o
K⓪

(
帰
れ
ま
1
0
0
)

G
o
k
a
s
e
-
T
o
K
①

A
i
G
R
O
W
受
検

G
o
k
a
s
e
-
T
o
K
②

～
ﾃ
ｰ
ﾏ
設
定
～

A
i
G
R
O
W
振
返
り

G
o
k
a
s
e
-
T
o
K
③

～
ﾃ
ｰ
ﾏ
設
定
～

数
理
探
究
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
振
返
り

M
S
E
C
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ

見
学

ー
哲
学
対
話

フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
講
座

実
践

探
究

活
動

背
景

，
R
Q
，

仮
説

設
定

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

荒
踊

り
本

番
(
希

望
者

)

普
遍
探
究
活
動

調
査
・
分
析

研
究
倫
理

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

価
値
創
造

フ
ォ
ー
ラ
ム

実
践
探
究
活
動

調
査
・
分
析
・
考
察

夜
神
楽
鑑
賞

(
希
望
者
)

実
践
探
究
活
動

数
理
探
究
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
振
返
り

実
践
探
究
活
動

調
査
・
分
析
・
考
察

実
践
探
究
活
動

～
研
究
発
表
準
備
～

探
究
成
果
発
表

会
【
学
年
別
】

1
年
間
の

振
返
り

A
i
G
R
O
W
受
検

探
究
成
果
発
表

会
【
代
表
】

特
に

育
成

し
た

い
力

問
う

力
試

み
る

力
見

る
力

問
う

力
関

連
づ

け
る

力
関

連
づ

け
る

力
関

連
づ

け
る

力
関

連
づ

け
る

力
見

る
力

見
る

力
試

み
る

力
繋

が
る

力
見

る
力

試
み

る
力

問
う

力
問

う
力

問
う

力
試

み
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

見
る

力
繋

が
る

力
問

う
力

見
る

力
関

連
づ

け
る

力
関

連
づ

け
る

力
試

み
る

力
試

み
る

力
繋

が
る

力
試

み
る

力
見

る
力

関
連

づ
け

る
力

L
H
R

学
習

内
容

学
年

団
紹

介
教

科
書

配
布

配
布

物
回

収
端

末
配

布

係
・
委
員
会
・

清
掃
場
所
・
入

学
式
役
割
決
め

進
路
探
究
ノ
ー

ト
面
談
　
進
路
意

識
調
査

写
真
撮
影

フ
ォ
レ
祭
準
備

進
路
学
習

生
徒
総
会
討
議

大
学
入
試
に
つ

い
て
知
ろ
う

防
災
訓
練

人
権
・
い
じ
め
未
然
防
止
教
育

L
I
F
E
授
業

海
外
研
修
に
向
け
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
レ
ゼ
ン
準
備

パ
パ
マ
マ
か
ら
A
i
G
R
O
W
返
却

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ

レ
ゼ
ン

1
学
期
終
業
日
の
学
活

2
学
期
始
業
日

の
学
活

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

防
災
訓
練

L
I
F
E
授
業

フ
ォ
レ
祭
立
ち

上
げ
式

ス
キ
ー
教
室
事
前
指
導

フ
ォ
レ
祭
役
員
・
発
表
決
め

終
業
日
の
学
活

特
に

育
成

し
た

い
力

見
る

力
試

み
る

力
問

う
力

繋
が

る
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
問

う
力

見
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

試
み

る
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
関

連
づ

け
る

力
試

み
る

力
見

る
力

問
う

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

試
み

る
力

試
み

る
力

試
み

る
力

関
連

づ
け

る
力

理
科

物
理

基
礎

学
習

内
容

○
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
速
度
・
加
速
度
・
落
体
の
運
動
）

（
力
の
は
た
ら
き
・
力
の
つ
り
あ
い
）

（
運
動
の
法
則
・
摩
擦
を
受
け
る
運
動
・
液
体
や

気
体
か
ら
受
け
る
力
）

（
仕
事
・
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
位
置
エ
ネ
ル

ギ
ー
）

（
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

○
波
(
波
と
媒
質
の
運
動
)

（
波
の
伝
わ
り
方
・
音
の
性
質
）

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

（
発
音
体
の
振
動
と
共
振
・
共
鳴
）

○
熱

（
熱
と
物
質
の
状
態
）

(
熱
と
仕
事
)

○
電
気

（
電
流
の
性
質
・
電
流
と
電
気
抵
抗
・
電
気
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
）

（
電
流
と
磁
場
）

（
交
流
と
電
磁
波
）

〇
物
理
学
と
社
会

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
り
変
わ
り
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

と
発
電
）

特
に

育
成

し
た

い
力

見
る

力
問

う
力

問
う

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

見
る

力
繋

が
る

力
繋

が
る

力
試

み
る

力
関

連
づ

け
る

力
見

る
力

問
う

力

生
物

基
礎

学
習

内
容

生
物
の
共
通
性
と
多
様
性

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
代
謝

呼
吸
と
光
合
成

遺
伝
子
と
D
N
A

遺
伝
情
報
の
複
製
と
分
配

遺
伝
情
報
の
発

現
体
内
で
の
情
報
伝
達
と
調
節

（
ホ
ル
モ
ン
、
自
律
神
経
）

体
内
環
境
維
持
の
仕
組
み

（
血
液
、
血
糖
濃
度
、
体
温
）

免
疫
の
は
た
ら
き

（
白
血
球
、
ワ
ク
チ
ン
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
H
I
V
）

免
疫
の
は
た
ら
き

（
白
血
球
、
ワ
ク
チ
ン
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
H
I
V
）

植
生
と
遷
移

植
生
の
分
布
と
バ
イ
オ
ー
ム

生
態
系
と
生
物
の
多
様
性

（
食
物
連
鎖
、
生
物
多
様
性
）

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
と
保
全

（
地
球
温
暖
化
、
水
質
汚
染
、
外
来
生
物
、
絶
滅

危
惧
種
）

特
に

育
成

し
た

い
力

問
う

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

試
み

る
力

見
る

力
問

う
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
見

る
力

関
連

づ
け

る
力

見
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

繋
が

る
力

数
学

数
学

Ⅰ

学
習

内
容

図
形
と
計
量

図
形
と
計
量

ー
ー

ー
ー

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

ー
ー

ー
ー

ー
三
角
比
の
拡
張

正
弦
定
理

余
弦
定
理

三
角
形
の
面
積

空
間
図
形
へ
の

応
用

正
弦
定
理

余
弦
定
理

内
接
球
の
半
径

体
積

特
に

育
成

し
た

い
力

見
る

力
試

み
る

力
試

み
る

力
見

る
力

繋
が

る
力

繋
が

る
力

関
連

づ
け

る
力

数
学

A

学
習

内
容

場
合
の
数
と
確
率

場
合
の
数
と
確
率

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

集
合

場
合
の
数

順
列

組
み
合
わ
せ

確
率
の
基
本

独
立
試
行
の
確

率
反
復
試
行
の
確

率
条
件
付
き
確
率

特
に

育
成

し
た

い
力

試
み

る
力

試
み

る
力

見
る

力

数
学

Ⅱ

学
習

内
容

ー

式
と
証
明

複
素
数
と
方
程
式

複
素
数
と
方
程
式

図
形
と
方
程
式

図
形
と
方
程
式

三
角
関
数

指
数
関
数
・
対
数
関
数

微
分
法
と
積
分
法

微
分
法
と
積
分
法

ー
式
と
計
算

等
式
と
不
等
式

の
証
明

複
素
数

解
と
係
数
の
関

係
剰
余
の
定
理

因
数
定
理

高
次
方
程
式

３
次
方
程
式
の

解
と
係
数
の
関

係
点
と
直
線

円
軌
跡
と
領
域

弧
度
法

三
角
関
数

加
法
定
理

三
角
関
数
の
合

成
指
数
関
数

対
数
関
数

指
数
関
数
対
数

関
数
の
応
用

微
分
係
数
と
導

関
数

導
関
数
の
応
用

不
定
積
分

定
積
分

面
積

特
に

育
成

し
た

い
力

問
う

力
見

る
力

繋
が

る
力

繋
が

る
力

繋
が

る
力

繋
が

る
力

問
う

力
問

う
力

試
み

る
力

試
み

る
力

見
る

力
試

み
る

力
試

み
る

力
問

う
力

繋
が

る
力

繋
が

る
力

見
る

力
試

み
る

力
繋

が
る

力
試

み
る

力
試

み
る

力
繋

が
る

力

数
学

B

学
習

内
容

ー

統
計
的
な
推
測

統
計
的
な
推
測

統
計
的
な
推
測

ー
ー

ー
ー

数
列

数
列

確
率
変
数
と
確
率
分
布

期
待
値

分
散

二
項
分
布

正
規
分
布

母
集
団
と
標
本

標
本
平
均

推
定

仮
説
検
定

数
列
と
そ
の
和

和
の
記
号

階
差
数
列

漸
化
式
と
数
列

確
率
と
漸
化
式

数
学
的
帰
納
法

特
に

育
成

し
た

い
力

問
う

力
試

み
る

力
見

る
力

見
る

力
試

み
る

力
試

み
る

力
試

み
る

力
問

う
力

試
み

る
力

見
る

力
試

み
る

力
繋

が
る

力
試

み
る

力

芸
術

音
楽

Ⅰ

学
習

内
容

歌
詞
が
描
く
世
界
を
想
像
し
て
（
日
本
語
と
旋

律
）

イ
タ
リ
ア
語
・
ド
イ
ツ
語
の
歌
を
歌
お
う

西
洋
音
楽

①
音
楽
の
要
素
と
イ
メ
ー
ジ
を
つ
な
げ
よ
う

②
様
々
な
主
題
と
そ
の
構
成
を
聴
き
取
ろ
う

舞
台
芸
術
（
オ
ペ
ラ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）
を
味
わ

お
う

ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
に
挑
戦
・
ス
ト
ロ
ー
ク
と
コ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ

グ
ル
ー
プ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う
・
ト
ー
ン

チ
ャ
イ
ム
、
バ
ン
ド

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

日
本
の
伝
統
音
楽
に
触
れ
よ
う
・
能
・
箏
曲
・
尺

八
曲

三
味
線
「
寄
せ
の
合
方
」
に
挑
戦
し
よ
う

創
作
「
コ
ー
ド
進
行
」
を
も
と
に
旋
律
を
作
ろ
う

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽

郷
土
の
民
謡
と
芸
能

特
に

育
成

し
た

い
力

問
う

力
見

る
力

関
連

づ
け

る
力

関
連

づ
け

る
力

試
み

る
力

問
う

力
試

み
る

力
繋

が
る

力
見

る
力

試
み

る
力

試
み

る
力

関
連

づ
け

る
力

見
る

力
見

る
力

美
術

Ⅰ

学
習

内
容

絵
画

静
物
デ
ッ
サ
ン
（
鉛
筆
）

「
身
近
な
も
の
を
観
察
す
る
」

鑑
賞

静
物
デ
ッ
サ
ン
講
評
会

立
体
　
彫
り
物
（
紙
・
切
り
絵
）
「
受
験
生
合
格
祈
願
彫
り
物
づ
く
り
」

鑑
賞
　
彫
り
物
講
評
会

「
H
P
P
Y
な
壁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
視
覚
に
頼
ら
な
い

芸
術
表
現
①
導
入
（
鑑
賞
）

明
星
視
覚
支
援
学
校
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
②

制
作
③
講
評
会
（
鑑
賞
）

「
H
P
P
Y
な

壁
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

視
覚

に
頼

ら
な

い
芸

術
表

現
①

導
入

（
鑑

賞
）

明
星

視
覚

支
援

学
校

と
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

②
制

作
③

講
評

会
（

鑑
賞

）

絵
画
　
風
景
画
（
油
彩
）
「
五
つ
め
の
季
節
」
制
作

鑑
賞
　
風
景
画
講
評
会

特
に

育
成

し
た

い
力

試
み

る
力

見
る

力
問

う
力

問
う

力
試

み
る

力
関

連
づ

け
る

力
試

み
る

力
繋

が
る

力
関

連
づ

け
る

力
見

る
力

試
み

る
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力

書
道

Ⅰ

学
習

内
容

書
写
か
ら
書
道
へ

漢
字
の
書
Ⅰ
　
楷
書
の
古
典
か
ら
学
ぶ

～
唐
の
四
大
家
～

・
九
成
宮
醴
泉
銘
　
・
孔
子
廟
堂
碑
　
・
雁
塔
聖
教
序
　
・
顔
氏
家
廟
碑

仮
名
の
書
　
仮
名
の
成
立
と
用
筆
　
・
い
ろ
は
歌
　
・
蓬
莱
切

立
体
的
な
表
現
Ⅰ
　
・
篆
刻
（
姓
名
印
）

漢
字
の
書
Ⅱ
　
行
書
の
古
典
か
ら
学
ぶ

～
王
羲
之
と
空
海
～

・
蘭
亭
序
　
・
風
信
帖

漢
字
仮
名
交
じ
り
書

・
書
体
・
書
風
を
考
え
る
　
・
紙
面
構
成
を
考
え
る

・
用
具
・
用
材
を
考
え
る

立
体
的
な
表
現
Ⅱ

・
刻
字
（
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ボ
ー
ド
）

特
に

育
成

し
た

い
力

見
る

力
見

る
力

試
み

る
力

問
う

力
見

る
力

試
み

る
力

繋
が

る
力

問
う

力
見

る
力

繋
が

る
力

問
う

力
試

み
る

力
関

連
づ

け
る

力
見

る
力

試
み

る
力

関
連

づ
け

る
力

技
術

家
庭

家
庭

基
礎

Ⅰ

学
習

内
容

H
o
m
e
p
r
o
j
e
c
t

生
活
の
課
題
を
見
つ
け
改
善
し
、
生
活
の
向
上
を

図
る

第
１
章

１
人
生
を
展
望
す
る

２
目
標
を
も
っ
て
生
き
る

第
６
章
　
食
生
活
を
つ
く
る

１
食
生
活
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る

２
食
事
と
栄
養
・
食
品
　
３
食
生
活
の
安
全
と
衛
生

４
生
涯
の
健
康
を
見
通
し
た
食
事
計
画
　
５
調
理
の
基
本

○
調
理
実
習
（
１
回
目
）
　
６
こ
れ
か
ら
の
食
生
活

第
４

章
　

高
齢

社
会

を
生

き
る

１
高

齢
期

を
理

解
す

る
　

２
高

齢
者

の
心

身
の

特
徴

３
こ

れ
か

ら
の

高
齢

者
社

会
第

５
章

　
共

に
生

き
、

と
も

に
支

え
る

１
私

た
ち

の
生

活
と

福
祉

　
２

社
会

保
障

の
考

え
方

　
３

共
に

生
き

る

H
o
m
e
p
r
o
j
e
c
t

生
活
の
課
題
を
見
つ
け
改
善
し
、
生
活
の
向
上
を

図
る
(
発
表
)
 

第
３
章
　
子
ど
も
と
と
も
に
育
つ

①
子
ど
も
の
育
つ
力
を
知
る
　
②
親
と
し
て
と
も

に
育
つ

③
子
ど
も
の
触
れ
あ
い
か
ら
学
ぶ

④
こ
れ
か
ら
の
保
育
環
境

第
６
章

５
調
理
の
基
本

○
調
理
実
習

（
２
回
目
）

第
７

章
　

衣
生

活
を

つ
く

る
１

被
服

の
役

割
を

考
え

る
２

被
服

を
入

手
す

る
　

３
被

服
を

管
理

す
る

４
こ

れ
か

ら
の

衣
生

活
５

布
を

用
い

た
生

活
の

知
恵

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

第
９
章
　
経
済
生
活
を
営
む

①
職
業
生
活
を
設
計
す
る
　
②
計
画
的
に
使
う

③
国
民
経
済
と
国
際
経
済
と
家
庭
の
経
済
生
活

④
現
代
の
社
会
生
活
　
⑤
消
費
者
の
権
利
と
責
任

⑥
こ
れ
か
ら
の
消
費
生
活
と
環
境

第
６
章

５
調
理
の
基
礎

○
調
理
実
習

（
３
回
目
）

第
８
章
　
住
生
活
を
つ
く
る

１
住
生
活
に
つ
い
て
考
え
る

２
住
生
活
の
計
画
と
選
択

３
こ
れ
か
ら
の
住
生
活

第
２
章
　
人
生
を
つ
く
る

１
人
生
を
つ
く
る

２
家
族
・
家
庭
を
見
つ
め
る

３
こ
れ
か
ら
の
家
庭
生
活
と
社

会

第
1
1
章
　
生
活
を
設
計
す
る

△
生
涯
を
見
通
す

第
1
0
章
持
続
可

能
な
社
会
を
目

指
し
て

特
に

育
成

し
た

い
力

関
連

づ
け

る
力

繋
が

る
力

試
み

る
力

関
連

づ
け

る
力

見
る

力
繋

が
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

試
み

る
力

関
連

づ
け

る
力

繋
が

る
力

試
み

る
力

試
み

る
力

関
連

づ
け

る
力

問
う

力
見

る
力

試
み

る
力

関
連

づ
け

る
力

繋
が

る
力

問
う

力
繋

が
る

力

情
報

情
報

Ⅰ

学
習

内
容

第
１
章
　
情
報
社
会

情
報
と
情
報
社
会
／
問
題
解
決
の
考
え
方

法
規
に
よ
る
安
全
対
策

個
人
情
報
と
そ
の
扱
い

知
的
財
産
権
の
概
要
と
産
業
財
産
権
／
著
作
権

第
２
章
　
情
報
デ
ザ
イ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
メ
デ
ィ
ア

情
報
デ
ザ
イ
ン
と
表
現
の
工
夫

第
３
章
　
デ
ジ
タ
ル

デ
ジ
タ
ル
情
報
の
特
徴

数
値
と
文
字
の
表
現
／
演
算
の
仕
組
み

音
の
表
現
／
画
像
の
表
現

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
構
成
と
動
作

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
性
能

第
６
章
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
本
／
配
列

関
数

探
索
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

整
列
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

第
４
章
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
プ
ロ
ト
コ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み

W
e
b
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
と
メ
ー
ル
の
送
受
信

情
報
シ
ス
テ
ム

情
報
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
仕
組
み

個
人
に
よ
る
安
全
対
策

安
全
の
た
め
の
情
報
技
術

第
５
章
　
問
題
解
決

デ
ー
タ
の
収
集
と
整
理

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
の
処
理

統
計
量
と
デ
ー
タ
の
尺
度

時
系
列
分
析
と
回
帰
分
析

モ
デ
ル
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

特
に

育
成

し
た

い
力

見
る

力
関

連
づ

け
る

力
問

う
力

試
み

る
力

見
る

力
試

み
る

力
繋

が
る

力
関

連
づ

け
る

力
見

る
力

問
う

力
繋

が
る

力
関

連
づ

け
る

力

◎
文
理
融
合
・
教
科
横
断
型
授
業
を
行
う
教
科
・
科
目
・
単
元

色
時

期
関

係
す

る
教

科
科

目
今

年
度

担
当

者
場

所
文

理
融

合
・

教
科

横
断

さ
せ

る
テ

ー
マ

・
単

元
授

業
内

容
の

概
要

特
に

育
て

た
い

「
５

つ
の

力
」

評
価

方
法

そ
の

他
（
1
人
1
台
端
末
活
用
／
外
部
人
材
の
活
用
 
等
）

６
月

地
理

総
合

×
情

報
Ⅰ

山
田

／
上

田
4
Ａ

教
室

情
報

デ
ザ

イ
ン

×
地

図
作

成

4
月

2
9
日

G
F
探

究
×

生
物

基
礎

学
年

/
友

岡
生

物
室

稲
わ

ら
納

豆
づ

く
り

わ
ら
じ
遠
足
で
余
っ
た
稲
わ
ら
に
付
着
し
て
い
る
枯
草
菌
を
使
い
、
伝
統
的
な
稲
わ
ら
納
豆
作
成
や
シ
ャ
ー
レ

上
個
装
菌
培
養
実
験
を
行
っ
た
。

関
連

付
け

る
力

6
月

9
日

G
F
探

究
（

T
O
K
）

×
国

語
×

英
語

猿
渡

/
田

宮
4
Ａ

教
室

T
O
K
　

認
知

バ
イ

ア
ス

認
知
バ
イ
ア
ス
に
つ
い
て
、
と
く
に
論
理
的
思
考
を
は
ば
む
確
証
バ
イ
ア
ス
に
つ
い
て
ウ
ェ
イ
ソ
ン
の
４
枚

カ
ー
ド
問
題
を
扱
う
。
英
語
に
つ
い
て
は
千
葉
大
学
で
同
様
の
確
証
バ
イ
ア
ス
の
長
文
が
出
題
。

関
連

付
け

る
力

9
月

1
8
日

G
F
探

究
（

T
O
K
)
×

英
語

田
宮

/
喜

多
/
増

田
4
Ａ

教
室

ル
ワ

ン
ダ

虐
殺

か
ら

み
る

宗
教

、
土

着
の

社
会

具
体
的
な
事
例
か
ら
問
い
を
立
て
る
ワ
ー
ク
。
英
語
の
授
業
で
は
ル
ワ
ン
ダ
虐
殺
を
扱
う
。
T
O
K
で
は
ア
フ
リ

カ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
問
題
の
新
聞
記
事
を
読
ん
で
問
い
を
た
て
る
ワ
ー
ク
を
し
た
。
１
２
月
の
活
動
に
つ
な
げ
た

い
。

問
う

力
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
問
い
を
発
表
す
る
。
そ
の
話
し

合
い
の
様
子
や
立
て
た
問
い
に
よ
っ
て
深
ま
り
具

合
を
評
価
。

前
回
の
T
O
K
と
の
つ
な
が
り
を
生
徒
自
身
が
感
じ
て

発
表
の
中
で
触
れ
て
い
た
の
が
と
て
も
よ
か
っ

た
。

1
2
月

4
日

保
健

×
数

学
×

生
物

増
田

/
喜

多
/
友

岡
G
ラ

ボ
性

感
染

症
・

エ
イ

ズ
と

そ
の

予
防

H
I
V
感
染
者
数
と
A
I
D
S
患
者
数
の
国
際
比
較
か
ら
日
本
の
課
題
を
考
え
る

問
う

力
グ
ル
ー
プ
で
問
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
結
果

を
共
有
し
、
そ
れ
を
評
価
す
る
。

ﾀ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｯ
ﾄ
で
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾜ
ｰ
ｸ
を
録
音
し
、
G
e
m
i
n
i
で
要
約

さ
せ
る

1
2
月

1
日

G
F
探

究
（

T
O
K
）

×
歴

史
総

合
学

年
/
飯

山
4
A
教

室
中

国
台

湾
問

題
新
聞
記
事
を
読
み
解
き
、
歴
史
的
観
点
か
ら
課
題
を
考
え
る

見
る

力
グ
ル
ー
プ
で
問
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
結
果

を
共
有
し
、
そ
れ
を
評
価
す
る
。

1
2
月

8
日

G
F
探

究
（

T
O
K
）

×
歴

史
総

合
学

年
/
飯

山
4
A
教

室
中

国
台

湾
問

題
新
聞
記
事
を
読
み
解
き
、
歴
史
的
観
点
か
ら
課
題
を
考
え
る

関
連

付
け

る
力

グ
ル
ー
プ
で
問
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
結
果

を
共
有
し
、
そ
れ
を
評
価
す
る
。

1
2
月

1
0
日

G
F
探

究
（

T
O
K
）

×
歴

史
総

合
学

年
/
飯

山
4
A
教

室
パ

レ
ス

テ
ィ

ナ
問

題
新
聞
記
事
を
読
み
解
き
、
歴
史
的
観
点
か
ら
課
題
を
考
え
る

見
る

力
グ
ル
ー
プ
で
問
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
結
果

を
共
有
し
、
そ
れ
を
評
価
す
る
。

1
2
月

1
1
日

全
教

科
４

年
全

員
4
Ａ

教
室

新
聞

記
事

で
T
O
K
的

な
問

い
を

発
表

す
る

授
業

新
聞
記
事
や
授
業
で
触
れ
た
資
料
な
ど
を
も
と
に
本
質
的
な
問
い
を
立
て
る
ワ
ー
ク
（
発
表
）

問
う

力

20



キ
ー
ワ
ー
ド

○
「
V
U
C
A
時
代
を
生
き
抜
く
野
性
味
あ
ふ
れ
る
『
価
値
創
造
人
材
』
」

○
先
端
技
術
（
デ
ジ
タ
ル
）
×
体
験
活
動
（
リ
ア
ル
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
大
学
や
研
究
機
関
等
と
の
連
携

○
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
 
に
対
応
す
る
先
端
的
な
学
び

コ
ア
キ
ー
ワ
ー

ド

「
総
合
知
」

５
学
年

令
和
７
年
度
授
業
研
修
テ
ー
マ
：
文
理
融
合
・
教
科
横
断
型
授
業
を
「
日
常
化
」
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
年
団
：
○
吉
野
(
数
学
)
／
野
﨑
(
国
語
)
／
門
田
(
英
語
)
／
上
田
(
地
理
)
／
中
田
(
公
民
)
／
藤
高
(
書
道
)

教
科

科
目

４
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

（
公

開
授

業
）

1
月

2
月

3
月

保
健

体
育

保
健

学
習

内
容

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
健
康

思
春
期
と
健
康

性
意
識
と
性
行
動
の
選
択

妊
娠
・
出
産
と
健
康

避
妊
法
と
人
工
妊
娠
中
絶

結
婚
生
活
と
健
康

中
高
年
期
と
健
康

働
く
こ
と
と
健
康

労
働
災
害
と
健
康

健
康
的
な
職
業
生
活

大
気
汚
染
と
健
康

水
質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
と
健
康

環
境
と
健
康
に
か
か
わ
る
対
策

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

ご
み
の
処
理
と
上
下
水
道
の
整
備

食
品
の
安
全
性

食
品
衛
生
に
か
か
わ
る
活
動

保
健
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
活
用

医
療
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
活
用

医
薬
品
の
制
度
と
そ
の
活
用

さ
ま
ざ
ま
な
保
健
活
動
や
社
会
的
対
策

健
康
に
関
す
る
環
境
づ
く
り
と
社
会
参
加

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

試
み
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

体
育

学
習

内
容

○
　
体
つ
く
り
運
動

○
　
陸
上
競
技

〇
　
新
体
力
テ
ス
ト

〇
　
新
体
力
テ
ス
ト

○
　
水
泳
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
か
ら
選
択

〇
水
泳
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
か
ら
選
択

○
　
選
択
球
技
（
バ
レ
ー
／
サ
ッ
カ
ー
）

○
　
選
択
球
技
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
／
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
）

○
　
選
択
球
技
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
／
サ
ッ
カ
ー
）

○
　
選
択
球
技
（
卓
球
／
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
）

〇
　
ダ
ン
ス

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

地
歴

地
理

探
究

学
習

内
容

◎
現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察

○
自
然
環
境

　
・
地
形
　
・
気
候

◎
現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察

○
資
源
と
産
業

・
農
林
水
産
業

◎
現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察

○
資
源
と
産
業

・
資
源
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
工
業
，
第
３
次
産
業

○
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
つ
な
が
り

・
交
通
，
通
信

・
貿
易
，
観
光

○
人
口
，
村
落
・
都
市

・
人
口
転
換

・
人
口
問
題

○
人
口
，
村
落
・
都
市

・
村
落
，
都
市
の
成
り
立
ち
と
機
能

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

○
人
口
，
村
落
・
都
市

都
市
問
題

○
文
化
と
国
家

・
生
活
文
化
と
言
語
宗
教

◎
現
代
世
界
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
国
土
像

・
自
然
災
害
に
強
い
国
土
を
め
ざ
す
に
は
　
　
・
産
業
の
変
化
と
持
続
可
能
な
成
長

・
国
土
像
の
探
究
　
　
・
地
図
と
G
I
S
の
活
用

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

見
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

日
本

史
探

究

学
習

内
容

○
日
本
文
化
の
あ
け
ぼ
の

（
旧
石
器
、
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
）

○
律
令
国
家
の
成
立
（
飛
鳥
、
奈
良
、
平
安
初

期
）

○
貴
族
政
治
と
国
風
文
化
（
平
安
中
期
）

○
中
世
社
会
の
成
立

（
平
安
後
期
、
鎌
倉
）

ー
○
武
家
社
会
の
成
長
（
室
町
）

○
武
家
社
会
の
成
長
（
室
町
）

○
幕
藩
体
制
の
成
立
（
安
土
･
桃
山
、
江
戸
初
期
）

○
幕
藩
体
制
の
成
立
（
安
土
･
桃
山
、
江
戸
初
期
）

○
幕
藩
体
制
の
展
開

（
江
戸
前
期
　
中
期
）

〇
幕
藩
体
制
の
動
揺
（
江
戸
後
期
）

〇
幕
藩
体
制
の
動
揺
（
江
戸
後
期
）

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

世
界

史
探

究

学
習

内
容

○
文
明
の
成
立
と
古
代
文
明
の
特
質

１
文
明
の
誕
生
　
２
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
文
明
と
そ
の
周
辺
　

３
南
ア
ジ
ア
の
古
代
文
明
　
４
中
国
の
古
代
文
明
　
５
南

北
ア
メ
リ
カ
文
明

○
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
東
ア
ジ
ア
世
界

1
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
―
草
原
と
オ
ア
シ
ス
の
世
界
　
2
秦
・

漢
帝
国
　
3
中
国
の
動
乱
と
変
容
　
4
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の

形
成

○
南
ア
ジ
ア
世
界
と
東
南
ア
ジ
ア
世
界
の
展
開

1
仏
教
の
成
立
と
南
ア
ジ
ア
の
統
一
国
家
　
2
イ
ン
ド
古
典

文
化
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
定
着
　
3
東
南
ア
ジ
ア
世
界
の
形

成
と
展
開

〇
西
ア
ジ
ア
と
地
中
海
周
辺
の
国
家
形
成

1
イ
ラ
ン
諸
国
家
の
興
亡
と
イ
ラ
ン
文
明
　
2
ギ
リ
シ
ア
人

の
都
市
国
家
　
3
ロ
ー
マ
と
地
中
海
支
配
　
4
キ
リ
ス
ト
教

の
成
立
と
発
展

○
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
成
立
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成

1
ア
ラ
ブ
の
大
征
服
と
イ
ス
ラ
ー
ム
政
権
の
成
立
　
2
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成

○
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
伝
播
と
西
ア
ジ
ア
の
動
向

1
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
諸
地
域
へ
の
伝
播
　
2
西
ア
ジ
ア
の
動

向

○
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
変
容
と
展
開

1
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建
社
会
と
そ
の
展
開
　
2
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
世
界
の
展
開
　
3
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
変
容
　
4

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
文
化

○
東
ア
ジ
ア
世
界
の
展
開
と
モ
ン
ゴ
ル
帝
国

1
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
自
立
化
と
宋
　
2
モ
ン
ゴ
ル
の
大
帝
国

○
大
交
易
・
大
交
流
の
時
代

1
ア
ジ
ア
交
易
世
界
の
興
隆
　
2
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
海
洋
進
出

と
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
変
容

○
ア
ジ
ア
諸
帝
国
の
繁
栄

1
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
　
2
ム
ガ
ル
帝
国
の

興
隆
　
3
清
代
の
中
国
と
隣
接
諸
地
域

〇
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
動
向

1
ル
ネ
サ
ン
ス
　
2
宗
教
改
革
　
3
主
権
国
家
体
制
の
成
立
　

4
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
台
頭
　
5
北
欧
・

東
欧
の
動
向
　
6
科
学
革
命
と
啓
蒙
思
想

○
産
業
革
命
と
環
大
西
洋
革
命

1
産
業
革
命
　
2
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
独
立
と
発
展
　
3
フ
ラ

ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
支
配
　
4
中
南
米
諸
国
の
独
立

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

公
民

倫
理

学
習

内
容

現
代
に
生
き
る
自
己
の
課
題

西
洋
思
想
の
源
流

東
洋
思
想
の
源
流

西
洋
近
代
思
想
、
現
代
の
思
想

西
洋
近
代
思
想
、
現
代
の
思
想

日
本
の
伝
統
思
想
と
東
洋
思
想
の
受
容

近
代
の
日
本
の
思
想
、

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

近
代
の
日
本
の
思
想
、

現
代
の
諸
課
題
と
倫
理

現
代
の
諸
課
題
と
倫
理

哲
学
対
話

哲
学
対
話

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

問
う
力

外
国

語

英
語

ｺ
ﾐ
ｭ
Ⅱ

学
習

内
容

L
e
a
d
e
r
s
h
i
p
 
i
n
 
M
o
d
e
r
n
 
T
i
m
e
s

T
h
e
 
D
i
v
e
r
s
i
t
y
 
o
f
 
T
r
a
d
i
t
i
o
n
a
l
 
H
o
u
s
e
s

I
m
p
r
o
v
i
n
g
 
S
o
c
i
e
t
y
 
w
i
t
h
 
A
v
a
t
a
r
 
R
o
b
o
t
s

A
p
p
r
o
a
c
h
e
s
 
t
o
 
F
o
o
d
 
W
a
s
t
e

S
u
m
m
e
r
 
V
a
c
a
t
i
o
n

A
n
i
m
a
l
s
 
a
s
 
I
n
d
i
s
p
e
n
s
a
b
l
e
 
P
a
r
t
n
e
r
s

A
n
 
I
r
i
s
h
 
P
o
e
t
 
o
n
 
a
 
M
i
s
s
i
o
n

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

B
e
 
F
r
e
e
 
f
r
o
m
 
G
e
n
d
e
r
 
B
i
a
s

T
h
e
 
D
i
m
i
n
u
t
i
v
e
 
G
i
a
n
t
 
W
h
o
 
F
o
u
g
h
t
 
f
o
r
 

R
e
f
u
g
e
e
s

T
a
c
k
l
i
n
g
 
G
l
o
b
a
l
 
W
a
r
m
i
n
g

K
e
y
s
 
t
o
 
F
i
n
d
i
n
g
 
H
a
p
p
i
n
e
s
s

T
h
e
 
T
a
l
e
 
o
f
 
I
s
e
(
o
p
t
i
o
n
a
l
)

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

論
理

表
現

Ⅱ

学
習

内
容

P
a
r
t
1
-
L
1
 
様
々
な
主
語
の
形

P
a
r
t
2
-
L
1
 
感
情
を
表
す
表
現

P
a
r
t
3
-
L
1
 
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
構
成

P
a
r
t
1
-
L
2
 
様
々
な
動
詞
の
形

P
a
r
t
2
-
L
2
 
助
言
/
義
務
を
表
す
表
現

P
a
r
t
3
-
L
2
 
例
示
と
列
挙

P
a
r
t
1
-
L
3
 
名
詞
の
働
き
を
す
る
表
現

P
a
r
t
2
-
L
3
 
勧
誘
/
依
頼
を
表
す
表
現

P
a
r
t
3
-
L
3
 
比
較
と
対
照

P
a
r
t
1
-
L
4
 
形
容
詞
の
働
き
を
す
る
表
現

P
a
r
t
2
-
L
4
 
賛
成
/
反
対
を
表
す
表
現

P
a
r
t
3
-
L
4
 
原
因
と
結
果

P
a
r
t
1
-
L
5
 
副
詞
の
働
き
を
す
る
表
現

P
a
r
t
2
-
L
5
 
意
見
を
述
べ
る
表
現

P
a
r
t
3
-
L
5
 
時
間
的
順
序
と
手
順

P
a
r
t
1
の
復
習

P
a
r
t
2
の
復
習

P
a
r
t
3
の
復
習
 

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

国
語

論
理

国
語

学
習

内
容

○
ガ
イ
ダ
ン
ス
　
○
学
び
の
基
礎
診
断

〇
（
世
界
・
地
域
）
峯
陽
一
「
二
一
〇
〇
年
の
世

界
地
図
」
」

〇
（
社
会
行
動
）
山
口
慎
太
郎
「
『
家
族
の
幸

せ
』
の
経
済
学
」

【
定
期
テ
ス
ト
Ⅰ
】

〇
（
日
本
文
化
）
高
階
秀
爾
「
『
間
』
の
感
覚
」

〇
（
哲
学
・
認
知
）
大
澤
真
幸
「
生
命
倫
理
と
自

由
」

〇
（
環
境
・
科
学
）
鷲
谷
い
づ
み
「
人
類
に
よ
る

環
境
へ
の
影
響
」

【
定
期
テ
ス
ト
Ⅱ
】

〇
（
技
術
・
規
範
）
西
谷
修
「
い
の
ち
の
か
た
ち
」

〇
（
技
術
・
規
範
）
小
塚
荘
一
郎
「
A
I
と
憲
法
的
価
値
」

〇
（
芸
術
）
島
尾
新
「
水
墨
画
入
門
」

　
　
　
　
　
原
研
哉
「
白
」

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

【
定
期
テ
ス
ト
Ⅲ
】

〇
（
経
済
・
資
本
）
奥
野
克
巳
「
熱
帯
の
贈
与

論
」

〇
（
経
済
・
資
本
）
丸
山
圭
三
郎
「
貨
幣
は
言
語

で
あ
る
」

〇
（
経
済
・
資
本
）
岩
井
克
人
「
経
済
学
の
宇

宙
」

【
定
期
テ
ス
ト
Ⅳ
】

〇
単
元
の
言
語
活
動
「
文
章
の
内
容
と
自
分
の
考

え
を
戦
わ
せ
よ
う
」

ー

特
に
育
成

し
た
い
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

古
典

探
究

学
習

内
容

○
ガ
イ
ダ
ン
ス
　
○
学
び
の
基
礎
診
断

〇
（
説
話
１
）
宇
治
拾
遺
物
語

「
小
野
篁
、
広
才
の
こ
と
」

〇
（
小
話
）
十
八
史
略
「
先
従
隗
始
」

　
　
　
　
　
韓
非
子
　
「
不
死
之
薬
」

〇
（
歌
物
語
）
伊
勢
物
語
「
初
冠
」

〇
（
詩
１
）
王
之
渙
「
登
鸛
鵲
楼
」

【
定
期
テ
ス
ト
Ⅰ
】

〇
（
随
筆
１
）
枕
草
子
「
九
月
ば
か
り
」

　
　
　
　
　
「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
」

ー
〇
（
小
説
１
）
世
説
新
語
「
長
安
何
如
日
遠
」

〇
（
日
記
１
）
更
級
日
記
「
門
出
」

【
定
期
テ
ス
ト
Ⅱ
】

〇
（
史
記
１
）
項
羽
「
鴻
門
之
会
」

〇
（
歴
史
物
語
）
大
鏡
「
雲
林
院
の
菩
提
講
」

〇
（
軍
記
物
語
）
平
家
物
語
「
忠
度
の
都
落
ち
」

【
定
期
テ
ス
ト
Ⅲ
】

○
（
詩
歌
）
八
代
集
の
世
界

【
百
人
一
首
大
会
】

○
（
詩
歌
）
八
代
集
の
世
界

【
百
人
一
首
大
会
】

 

〇
（
思
想
１
）
儒
家
の
思
想
 
論
語
二
章

〇
（
作
り
物
語
１
）
源
氏
物
語
㈠

〇
（
思
想
２
）
道
家
の
思
想
　
老
子
・
荘
子

特
に
育
成

し
た
い
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

問
う
力

G
F
探

究

学
習

内
容

わ
ら
う
ち

わ
ら
す
き

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

わ
ら
じ
作
り

わ
ら
じ
遠
足

R
Q
・
仮
説

の
見
直
し

調
査
・
分
析
の

手
法

A
i
G
R
O
W
受
検

普
遍
探
究
活
動

調
査
・
分
析
・
考
察

A
i
G
R
O
W
振
返
り

普
遍
探
究
活
動

調
査
・
分
析
・
考
察

数
理
探
究
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
振
返
り

M
S
E
C
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ

普
遍
探
究
活
動

調
査
・
分
析
・
考
察

A
i
G
R
O
W
振
返
り

普
遍
探
究
活
動

～
調
査
・
分
析
・
考
察
～

ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産

荒
踊
り
本
番

(
希
望
者
)

普
遍
探
究
活
動

～
調
査
・
分
析
・
考
察
～

研
究
倫
理

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

E
n
g
l
i
s
h
 
D
a
y

普
遍
探
究
活
動

夜
神
楽
鑑
賞

(
希
望
者
)

普
遍
探
究
活
動

～
研
究
論
文
要
項
（
英
語
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
）
作
成
・
発
表
準
備
～

数
理
探
究
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
振
返
り

探
究
成
果
発
表

会
【
学
年
別
】

1
年
間
の

振
返
り

A
i
G
R
O
W
受
検

探
究
成
果
発
表

会
【
代
表
】

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

L
H
R

学
習

内
容

学
年
団
紹
介

教
科
書
配
布

配
布
物
回
収

端
末
配
布

係
・
委
員
会
・

清
掃
場
所
・
入

学
式
役
割
決
め

面
談
　
進
路
意

識
調
査

写
真
撮
影

フ
ォ
レ
祭
準
備

生
徒
総
会
討
議

防
災
訓
練

人
権
・
い
じ
め
未
然
防
止
教
育

L
I
F
E
授
業

G
F
研
修
旅
行
に
向
け
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
レ
ゼ
ン
準
備

パ
パ
マ
マ
か
ら
A
i
G
R
O
W
返
却

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ

レ
ゼ
ン

1
学
期
終
業
日
の
学
活

2
学
期
始
業
日

の
学
活

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

防
災
訓
練

L
I
F
E
授
業

フ
ォ
レ
祭
立
ち
上
げ
式

フ
ォ
レ
祭
役
員
・
発
表
決
め

終
業
日
の
学
活

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

理
科

物
理

基
礎

学
習

内
容

○
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
速
度
・
加
速
度
・
落
体
の
運
動
）

（
力
の
は
た
ら
き
・
力
の
つ
り
あ
い
・
運
動
の
法

則
・
摩
擦
を
受
け
る
運
動
・
液
体
や
気
体
か
ら
受

け
る
力
）

（
仕
事
・
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

○
熱
（
熱
と
物
質
の
状
態
）
(
熱
と
仕
事
)

○
波
(
波
と
媒
質
の
運
動
)

（
波
の
伝
わ
り
方
・
音
の
性
質
）

（
発
音
体
の
振
動
と
共
振
・
共
鳴
）

○
電
気

（
電
流
の
性
質
・
電
流
と
電
気
抵
抗
・
電
気
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
電
流
の
磁
場
）

（
交
流
と
電
磁
波
）

〇
物
理
学
と
社
会

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
り
変
わ
り
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

と
発
電
）

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

ー
ー

ー
ー

ー

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

見
る
力

見
る
力

物
理

学
習

内
容

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
〇
力
学

（
等
速
円
運
動
・
単
振
動
・
万
有
引
力
）

〇
熱
力
学

（
分
子
運
動
論
・
P
ｰ
V
グ
ラ
フ
）

〇
波
動

（
正
弦
波
の
式
・
光
）

〇
電
気

（
コ
ン
デ
ン
サ
ー
・
回
路
）

〇
磁
気

（
フ
レ
ミ
ン
グ
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
力
・
電
磁
誘
導
）

特
に
育
成

し
た
い
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

生
物

基
礎

学
習

内
容

生
物
の
共
通
性
と
多
様
性

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
代
謝

呼
吸
と
光
合
成

遺
伝
子
と
D
N
A

遺
伝
情
報
の
複

製
と
分
配

遺
伝
情
報
の
発

現

体
内
で
の
情
報
伝
達

と
調
節

（
ホ
ル
モ
ン
、
自
律

神
経
）

体
内
環
境
維
持
の
仕

組
み

（
血
液
、
血
糖
濃

度
、
体
温
）

免
疫
の
は
た
ら
き

（
白
血
球
、
ワ
ク
チ

ン
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、

H
I
V
）

植
生
と
遷
移

植
生
の
分
布
と

バ
イ
オ
ー
ム

生
態
系
と
生
物
の

多
様
性

（
食
物
連
鎖
、
生

物
多
様
性
）

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
と

保
全

（
地
球
温
暖
化
、
水
質

汚
染
、
外
来
生
物
、
絶

滅
危
惧
種
）

ー
ー

ー
ー

ー
ー

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

生
物

学
習

内
容

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
生
命
の
起
源
と
生
物
の
進
化

・
遺
伝
子
の
変
化
と
多

様
性

・
遺
伝
子
の
組
み
合
わ

せ
と
進
化

・
進
化
の
仕
組
み

・
遺
伝
子
の
変
化
と
多

様
性

・
遺
伝
子
の
組
み
合
わ

せ
と
進
化

・
進
化
の
仕
組
み

・
生
物
の
系
統
と
進
化

・
人
類
の
系
統
と
進
化

生
体
物
質
と
細
胞

タ
ン
パ
ク
質
の

構
造
と
性
質

化
学
反
応
に
か

か
わ
る
タ
ン
パ

ク
質

膜
輸
送
や
情
報

伝
達
に
関
わ
る

タ
ン
パ
ク
質

代
謝
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

呼
吸
と
発
酵

光
合
成

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

化
学

学
習

内
容

物
質
の
状
態
変
化

気
体

溶
液

溶
液

化
学
反
応
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
学
反
応
の
速
さ
と
し
く
み
、
化
学
平
衡

化
学
反
応
の
速
さ
と
し
く
み
、
化
学
平
衡

無
機
化
学

無
機
化
学

有
機
化
学
（
脂
肪
族
）

有
機
化
学
（
脂
肪
族
）

有
機
化
学
（
芳
香
族
）

有
機
化
学
（
芳
香
族
）

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

見
る
力

見
る
力

試
み
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

数
学

数
学

B
/

数
学

C
/

数
学

探
究

学
習

内
容

三
角
関
数
（
Ⅱ
）

三
角
関
数
（
Ⅱ
）

指
数
関
数
・
対
数
関
数
（
Ⅱ
）

微
分
法
と
積
分
法
（
Ⅱ
）

微
分
法
と
積
分
法
（
Ⅱ
）

数
列
（
B
）

数
列
（
B
）

統
計
的
な
推
測
（
Ｂ
）

統
計
的
な
推
測
（
Ｂ
）

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル
（
Ｃ
）

空
間
の
ベ
ク
ト
ル
（
Ｃ
）

複
素
数
平
面
（
Ｃ
）

複
素
数
平
面
、
２
次
曲
線
（
Ｃ
）

２
次
曲
線
（
Ｃ
）

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

問
う
力

問
う
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

見
る
力

数
学
Ⅲ
/

数
学
C
/

数
学

探
究

学
習

内
容

三
角
関
数
（
Ⅱ
）

三
角
関
数
（
Ⅱ
）

指
数
関
数
・
対
数
関
数
（
Ⅱ
）

微
分
法
と
積
分
法
（
Ⅱ
）

数
列
（
B
）

数
列
（
B
）

統
計
的
な
推
測
（
B
）

統
計
的
な
推
測
（
Ｂ
）

平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル

空
間
の
ベ
ク
ト
ル
（
Ｃ
）

空
間
の
ベ
ク
ト
ル
（
C
）

関
数
（
Ⅲ
）

極
限
（
Ⅲ
）

微
分
法
（
Ⅲ
）

微
分
法
の
応
用
（
Ⅲ
）

複
素
数
平
面
（
Ｃ
）

２
次
曲
線
（
Ｃ
）

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

問
う
力

問
う
力

見
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

見
る
力

問
う
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

芸
術

音
楽

Ⅱ

学
習

内
容

グ
ル
ー
プ
で
ア
カ
ペ
ラ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

構
成
を
工
夫
し
て
音
楽
を
作
ろ
う

諸
外
国
の
芸
術
歌
曲
を
味
わ
う

交
響
曲
の
世
界

ー
歌
唱
表
現
の
工
夫

オ
ペ
ラ
の
世
界
を
楽
し
も
う

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

創
作
活
動
～
文
学
と
音
楽
の
融
合

個
人
発
表
会

箏
を
弾
こ
う
（
２
）

三
味
線
を
弾
こ
う
（
２
）

箏
と
三
味
線
の
合
奏

郷
土
の
音
楽
に
親
し
む

世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
声
・
楽
器

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

見
る
力

見
る
力

試
み
る
力

見
る
力

問
う
力

見
る
力

美
術

Ⅱ

学
習

内
容

・
デ
ザ
イ
ン
　
ロ
ゴ
タ
イ
プ
　
「
自
分
の
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
よ
う
」

①
導
入
（
鑑
賞
）
世
界
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

②
制
作
　
身
近
な
集
団
（
ク
ラ
ス
・
部
活
、
等
）
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
作
成

③
講
評
会
（
鑑
賞
）

・
絵
画
　
石
膏
デ
ッ
サ
ン
（
木
炭
）

「
神
話
の
登
場
人
物
、
歴
史
上
の
人
物
を
描
こ
う
」

①
導
入
　
②
制
作
　
③
講
評
会
（
鑑
賞
）

・
絵
画

人
物
画
（
油
彩
）

・
絵
画
　
人
物
画
（
油
彩
）
　
「
感
情
を
描
く
」

①
導
入
（
鑑
賞
）
　
歴
史
・
名
画
鑑
賞

②
制
作
　
グ
リ
ザ
イ
ユ
ス
ケ
ッ
チ
　
着
彩

③
講
評
会
（
鑑
賞
）

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

見
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

書
道

Ⅱ

学
習

内
容

仮
名
の
書
　
線
美
と
余
白
美

・
高
野
切
古
今
和
歌
集
第
一
種
　
・
寸
松
庵
色
紙

・
牧
水
の
歌
を
書
く
　
・
か
る
た
の
創
作

硬
筆
の
書
Ⅰ

・
硬
筆
検
定

漢
字
の
書
Ⅰ
　
篆
書
の
古
典
か
ら
学
ぶ

・
泰
山
刻
石
　
・
金
文

立
体
的
な
表
現
Ⅲ
　
・
篆
刻
（
小
印
）

漢
字
の
書
Ⅱ
　
隷
書
の
古
典
か
ら
学
ぶ

・
曹
全
碑
　
・
木
簡

漢
字
の
書
Ⅲ
　
草
書
の
古
典
か
ら
学
ぶ

・
十
七
帖

漢
字
の
書
Ⅱ
　
隷
書
の
古
典
か
ら
学
ぶ

・
曹
全
碑
　
・
木
簡

漢
字
の
書
Ⅲ
　
草
書
の
古
典
か
ら
学
ぶ

・
十
七
帖

硬
筆
の
書
Ⅱ

・
硬
筆
検
定

表
現
を
深
め
る

・
表
装

・
蒔
絵

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

情
報

情
報

探
究

学
習

内
容

〇
P
y
t
h
o
n
の
基
本

p
r
i
n
t
関
数
・
変
数
・
i
n
p
u
t
関
数
・
i
f
文
・
e
l
s
e

文
・
f
o
r
文

イ
ン
デ
ン
ト
・
算
術
演
算
子
・
比
較
演
算
子
・
論

理
演
算
子

文
字
列
と
数
値
の
変
換
・
f
o
r
と
i
f
の
組
み
合
わ
せ

乱
数
の
利
用

複
数
の
デ
ー
タ
の
処
理

タ
ー
ト
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
よ
る
描
画

画
像
の
表
示
・
加
工
・
A
I
認
識

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

評
価
テ
ス
ト

グ
ラ
フ
の
作
成

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

P
y
t
h
o
n
を
も
っ
と
深
く
学
ぶ

デ
ー
タ
の
型

w
h
i
l
e
文
・
２
次
元
リ
ス
ト

関
数
を
使
い
こ
な
す

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
体
験

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

◎
文

理
融

合
・

教
科

横
断

型
授

業
を

行
う

教
科

・
科

目
・

単
元

色
時

期
関

係
す

る
教

科
科

目
今

年
度

担
当

者
場

所
文

理
融

合
・

教
科

横
断

さ
せ

る
テ

ー
マ

・
単

元
授

業
内

容
の

概
要

特
に

育
て

た
い

「
５

つ
の

力
」

評
価

方
法

そ
の

他
（
1
人
1
台
端
末
活
用
／
外
部
人
材
の
活
用
 
等
）

９
～

１
０

月
G
F
探

究
×

数
学

B
×

論
表

門
田

・
田

宮
／

吉
野

・
山

本
各

教
室

デ
ー

タ
の

比
較

・
対

称
各
生
徒
の
G
F
探
究
に
サ
ポ
ー
ト
を
与
え
る
よ
う
な
定
量
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の
ア
ピ
ー
ル

関
連

付
け

る
力

１
１

月
数

学
B
×

コ
英

門
田

・
田

宮
／

吉
野

・
山

本
各

教
室

バ
イ

ア
ス

（
※

コ
英

：
ジ

ェ
ン

ダ
ー

バ
イ

ア
ス

）
社
会
統
計
に
お
け
る
性
差
の
考
察

関
連

付
け

る
力

１
２

月
公

開
授

業
国

語
×

数
学

×
歴

史
総

合
吉

野
／

野
崎

／
中

田
各

教
室

神
社

等
に

奉
納

さ
れ

て
い

る
漢

文
で

書
か

れ
た

数
学

に
関

す
る

書
物

（
「

算
額

」
）

を
教

材
を

活
用

し
た

「
国

語
×

数
学

×
歴

史
」

の
授

業

和
算
・
算
額
の
図
形
問
題
に
触
れ
な
が
ら
（
問
題
解
答
と
問
題
作
成
）
、
和
算
が
発
展
し
た
江
戸
時
代
の
社
会

や
文
化
を
理
解
を
深
め
、
漢
文
に
よ
る
問
題
文
を
読
む
こ
と
で
古
典
的
な
日
本
語
や
漢
文
の
構
造
を
理
解
し
読

解
力
を
高
め
る

関
連

付
け

る
力

７
月

物
理

×
数

学
山

田
和

物
理

室
正

弦
波

等
速
円
運
動
か
ら
単
振
動
、
正
弦
波
の
グ
ラ
フ
へ
の
移
行
と
単
位
円
の
理
解

関
連

付
け

る
力

１
２

月
化

学
×

物
理

橋
口

／
山

田
各

教
室

気
体

の
法

則
気
体
の
圧
力
・
体
積
・
温
度
の
関
係
を
化
学
物
理
両
面
か
ら
学
び
、
分
子
運
動
論
へ
の
理
解
を
深
め
る

見
る

力
問

題
演

習
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キ
ー
ワ
ー
ド

○
「
V
U
C
A
時
代
を
生
き
抜
く
野
性
味
あ
ふ
れ
る
『
価
値
創
造
人
材
』
」

○
先
端
技
術
（
デ
ジ
タ
ル
）
×
体
験
活
動
（
リ
ア
ル
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
大
学
や
研
究
機
関
等
と
の
連
携

○
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
 
に
対
応
す
る
先
端
的
な
学
び

コ
ア

キ
ー

ワ
ー

ド

「
総

合
知

」
６
学
年

令
和

７
年

度
授

業
研

修
テ

ー
マ

：
文

理
融

合
・

教
科

横
断

型
授

業
を

「
日

常
化

」
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

学
年

団
：

○
落

合
(
英

語
)
／

橋
口

(
化

学
)
／

黒
木

(
数

学
)
／

吉
岡

(
保

体
)
／

山
田

和
(
物

理
)
／

徳
永

(
美

術
)

教
科

科
目

４
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

（
公

開
授

業
）

体
育

学
習

内
容

○
体
つ
く
り
運
動

○
陸
上
競
技

〇
　
新
体
力
テ
ス
ト

〇
　
新
体
力
テ
ス
ト

○
水
泳
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
か
ら
選
択

〇
水
泳
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
か
ら
選
択

○
選
択
球
技
（
バ
レ
ー
／
サ
ッ
カ
ー
）

○
選
択
球
技
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
／
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
）

○
選
択
球
技
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
／
サ
ッ
カ
ー
）

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

地
歴

地
理

探
究

学
習

内
容

◎
現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察

○
地
域
区
分

○
現
代
世
界
の
諸
地
域
　
・
東
ア
ジ
ア

◎
現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察

○
現
代
世
界
の
諸
地
域

・
東
南
ア
ジ
ア
　
・
南
ア
ジ
ア

◎
現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察

○
現
代
世
界
の
諸
地
域

・
西
中
央
ア
ジ
ア
　
・
ア
フ
リ
カ

◎
現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察

○
現
代
世
界
の
諸
地
域

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

◎
現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察

○
現
代
世
界
の
諸
地
域

・
C
I
S
諸
国

◎
現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察

○
現
代
世
界
の
諸
地
域

・
ア
ン
グ
ロ
ア
メ
リ
カ

◎
現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察

○
現
代
世
界
の
諸
地
域

・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
　
・
オ
セ
ア
ニ
ア

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

見
る
力

見
る
力

見
る
力

日
本

史
探

究

学
習

内
容

〇
近
代
国
家
の
成
立
（
明
治
）
　

〇
二
つ
の
世
界
大
戦
と
ア
ジ
ア
（
大
正
、
昭
和
）

〇
占
領
下
の
日
本
　
〇
高
度
成
長
の
時
代

〇
激
動
す
る
世
界
と
日
本

○
資
史
料
読
解
、
テ
ー
マ
史
（
全
時
代
、
全
範

囲
）
　
【
理
系
】
〇
日
本
文
化
の
あ
け
ぼ
の
（
旧

石
器
、
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
）

○
資
史
料
読
解
、
テ
ー
マ
史
（
全
時
代
、
全
範

囲
）
　
【
理
系
】
〇
律
令
国
家
の
成
立
（
飛
鳥
、

奈
良
、
平
安
初
期
）

○
資
史
料
読
解
、
テ
ー
マ
史
（
全
時
代
、
全
範

囲
）
　
【
理
系
】
〇
貴
族
政
治
と
国
風
文
化
（
平

安
中
期
）

○
資
史
料
読
解
、
テ
ー
マ
史
（
全
時
代
、
全
範

囲
）
　
【
理
系
】
〇
中
世
社
会
の
成
立
（
平
安
後

期
、
鎌
倉
）
○
武
家
社
会
の
成
長
（
室
町
）

○
資
史
料
読
解
、
テ
ー
マ
史
（
全
時
代
、
全
範

囲
）
　
【
理
系
】
〇
幕
藩
体
制
の
成
立
（
安
土
･
桃

山
）
○
幕
藩
体
制
の
展
開
（
江
戸
前
中
期
）

○
資
史
料
読
解
、
テ
ー
マ
史
（
全
時
代
、
全
範

囲
）
　
【
理
系
】
〇
幕
藩
体
制
の
動
揺
（
江
戸
後

期
）

○
資
史
料
読
解
、
テ
ー
マ
史
（
全
時
代
、
全
範

囲
）

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

世
界

史
探

究

学
習

内
容

○
イ
ギ
リ
ス
の
優
位
と
欧
米
国
民
国
家
の
形
成

1
ウ
ィ
ー
ン
体
制
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
・
社
会
の
変
動
　
2
列
強
体

制
の
動
揺
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
編
成
　
3
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
発
展
　

4
1
9
世
紀
欧
米
文
化
の
展
開
と
市
民
文
化
の
繁
栄

○
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
動
揺

1
西
ア
ジ
ア
地
域
の
変
容
　
2
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア

ジ
ア
の
植
民
地
化
　
3
東
ア
ジ
ア
の
激
動

○
帝
国
主
義
と
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動

1
第
2
次
産
業
革
命
と
帝
国
主
義
　
2
列
強
の
世
界
分
割
と
列
強
体
制

の
二
分
化
　
3
ア
ジ
ア
諸
国
の
変
革
と
民
族
運
動

○
第
一
次
世
界
大
戦
と
世
界
の
変
容

1
第
一
次
世
界
大
戦
と
ロ
シ
ア
革
命
　
2
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
下
の
欧

米
諸
国
　
3
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
の
民
族
運
動

○
第
一
次
世
界
大
戦
と
世
界
の
変
容

1
第
一
次
世
界
大
戦
と
ロ
シ
ア
革
命
　
2
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体

制
下
の
欧
米
諸
国
　
3
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
の
民
族
運

動

○
第
二
次
世
界
大
戦
と
新
し
い
国
際
秩
序
の
形
成

1
世
界
恐
慌
と
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
の
破
壊
　
2
第
二
次
世

界
大
戦
　
3
新
し
い
国
際
秩
序
の
形
成

○
冷
戦
と
第
三
世
界
の
台
頭

1
冷
戦
の
展
開
　
2
第
三
世
界
の
台
頭
と
キ
ュ
ー
バ
危
機
　
3

冷
戦
体
制
の
動
揺

○
冷
戦
の
終
結
と
今
日
の
世
界

1
産
業
構
造
の
変
容
　
2
冷
戦
の
終
結
　
3
今
日
の
世
界
　
4

現
代
文
明
の
諸
相

○
資
史
料
読
解
、
テ
ー
マ
史
（
全
時
代
、
全
範

囲
）

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

公
民

倫
理

学
習

内
容

現
代
に
生
き
る
自
己
の
課
題

西
洋
思
想
の
源
流

東
洋
思
想
の
源
流

西
洋
近
代
思
想
、
現
代
の
思
想

西
洋
近
代
思
想
、
現
代
の
思
想

日
本
の
伝
統
思
想
と
東
洋
思
想
の
受
容

近
代
の
日
本
の
思
想

現
代
の
諸
課
題
と
倫
理

現
代
の
諸
課
題
と
倫
理

特
に
育
成

し
た
い
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

政
治

経
済

学
習

内
容

民
主
政
治
の
基
本
原
理

日
本
国
憲
法

日
本
の
政
治
機
構
、
政
治
参
加
、
選
挙
制
度

世
論
と
情
報
化
社
会
、
経
済
の
仕
組
み

日
本
経
済

国
際
政
治

国
際
経
済
、
人
類
の
諸
課
題

〇
テ
ー
マ
別
考
察

〇
テ
ー
マ
別
考
察

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

外
国

語

英
語

ｺ
ﾐ
ｭ
Ⅲ

学
習

内
容

P
a
r
t
 
1
 
L
e
s
s
o
n
 
1

A
 
C
h
a
n
c
e
 
f
o
r
 
E
v
e
r
y
o
n
e
 
t
o
 
S
h
i
n
e

P
a
r
t
 
1
 
L
e
s
s
o
n
 
２

P
r
o
t
e
c
t
i
n
g
 
O
u
r
 
B
r
a
i
n
s
 
f
r
o
m
 
S
m
a
r
t
p
h
o
n
e
s

P
a
r
t
 
1
 
L
e
s
s
o
n
 
２

P
r
o
t
e
c
t
i
n
g
 
O
u
r
 
B
r
a
i
n
s
 
f
r
o
m
 
S
m
a
r
t
p
h
o
n
e
s

P
a
r
t
 
1
 
L
e
s
s
o
n
 
３

W
r
a
p
p
i
n
g
:
 
R
e
i
n
v
e
n
t
i
n
g
 
a
 
C
u
l
t
u
r
a
l
 

T
r
a
d
i
t
i
o
n

P
a
r
t
 
1
 
L
e
s
s
o
n
 
３

W
r
a
p
p
i
n
g
:
 
R
e
i
n
v
e
n
t
i
n
g
 
a
 
C
u
l
t
u
r
a
l
 

T
r
a
d
i
t
i
o
n

P
a
r
t
 
1
 
L
e
s
s
o
n
 
４

P
a
v
i
n
g
 
t
h
e
 
W
a
y
 
a
 
M
o
r
e
 
I
n
c
l
u
s
i
v
e
 
S
o
c
i
e
t
y

P
a
r
t
 
1
 
L
e
s
s
o
n
 
４

P
a
v
i
n
g
 
t
h
e
 
W
a
y
 
a
 
M
o
r
e
 
I
n
c
l
u
s
i
v
e
 
S
o
c
i
e
t
y

P
a
r
t
 
1
 
L
e
s
s
o
n
 
５

D
i
s
c
o
v
e
r
i
n
g
 
Y
o
u
r
 
A
n
s
w
e
r
s
 
T
h
r
o
u
g
h
 
A
r
t
 

T
h
i
n
k
i
n
g

P
a
r
t
 
1
 
L
e
s
s
o
n
 
５

D
i
s
c
o
v
e
r
i
n
g
 
Y
o
u
r
 
A
n
s
w
e
r
s
 
T
h
r
o
u
g
h
 
A
r
t
 

T
h
i
n
k
i
n
g

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

論
理

表
現

Ⅲ

学
習

内
容

L
e
s
s
o
n
 
1

C
o
m
i
n
g
 
t
o
 
J
a
p
a
n

L
e
s
s
o
n
 
2

O
n
l
i
n
e
 
s
h
o
p
p
i
n
g

L
e
s
s
o
n
 
2

O
n
l
i
n
e
 
s
h
o
p
p
i
n
g

L
e
s
s
o
n
 
3

P
r
e
p
a
r
i
n
g
 
t
o
 
s
t
u
d
y
 
a
b
r
o
a
d

L
e
s
s
o
n
 
3

P
r
e
p
a
r
i
n
g
 
t
o
 
s
t
u
d
y
 
a
b
r
o
a
d

L
e
s
s
o
n
 
4

2
4
-
h
o
u
r
 
s
t
o
r
e
s

L
e
s
s
o
n
 
4

2
4
-
h
o
u
r
 
s
t
o
r
e
s

L
e
s
s
o
n
 
5

S
m
a
r
t
 
a
g
r
i
c
u
l
t
u
r
e

L
e
s
s
o
n
 
5

S
m
a
r
t
 
a
g
r
i
c
u
l
t
u
r
e

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

国
語

論
理

国
語

学
習

内
容

○
ガ
イ
ダ
ン
ス
　
○
学
び
の
基
礎
診
断

【
都
市
・
建
設
】

｢
近
代
都
市
の
レ
ト
リ
ッ
ク
｣
（
陣
内
秀
信
）
2
(
1
)

イ
(
2
)
ア

｢
変
わ
れ
！
東
京
｣
（
隈
研
吾
）
2
(
1
)
ウ
(
2
)
イ

（
定
期
テ
ス
ト
Ⅰ
）

【
歴
史
】

「
歴
史
を
哲
学
す
る
」
（
野
家
啓
一
）
2
(
1
)
ウ
(
2
)

イ
【
社
会
・
体
験
】

「
語
り
と
実
在
の
つ
な
が
り
」
（
岸
政
彦
）
2
(
1
)

エ
(
2
)
ア

「
現
代
社
会
に
お
け
る
物
語
」
（
河
合
俊
雄
）
2

(
1
)
エ
(
2
)
ウ

【
言
語
】

「
記
号
論
へ
の
招
待
」
（
池
上
嘉
彦
）
2
(
1
)
ウ
(
2
)

ア

「
段
落
論
」
（
石
黒
圭
）
2
(
1
)
イ
(
2
)
ア

（
定
期
テ
ス
ト
Ⅱ
）

【
平
等
・
制
度
】

「
憲
法
へ
の
招
待
」
（
渋
谷
秀
樹
）
2
(
1
)
ア
(
2
)
イ

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
平
等
」
齋
藤
純
一
2
(
1
)
ウ
(
2
)

ア

【
近
代
・
現
代
】

「
私
の
個
人
主
義
」
（
夏
目
漱
石
）
2
(
1
)
イ
(
2
)
ア

「
『
で
あ
る
』
こ
と
と
『
す
る
』
こ
と
」
（
丸
山

真
男
）
2
(
1
)
ウ
(
2
)
ウ

論
理
国
語
総
復
習

論
理
国
語
総
復
習

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

古
典

探
究

学
習

内
容

○
ガ
イ
ダ
ン
ス
　
○
学
び
の
基
礎
診
断

【
説
話
２
】
 
2
(
1
)
ア
(
2
)
イ
A
(
1
)
ア

「
伴
大
納
言
、
応
天
門
を
焼
く
こ
と
」
宇
治
拾
遺

物
語

【
史
話
】
三
国
志
の
世
界
　
2
(
1
)
エ
(
2
)
イ
A
(
1
)
ウ

「
赤
壁
之
戦
」
（
十
八
史
略
）

「
竭
股
肱
之
力
」
（
十
八
史
略
）

（
定
期
テ
ス
ト
Ⅰ
）

【
日
記
２
】
2
(
1
)
イ
(
2
)
ウ
A
(
1
)
ア

「
女
郎
花
」
（
紫
式
部
日
記
）

「
有
明
の
月
に
」
（
和
泉
式
部
日
記
）

【
詩
】
李
白
と
杜
甫
2
(
1
)
イ
(
2
)
ウ
A
(
1
)
ア

「
秋
浦
歌
」
「
送
友
人
」
「
月
下
独
酌
」
（
李

白
）

「
絶
句
」
「
月
夜
」
（
杜
甫
）

【
作
り
物
語
２
】
2
(
1
)
ウ
(
2
)
エ
A
(
1
)
エ

「
な
に
が
し
の
院
（
夕
顔
）
」
（
源
氏
物
語
）

（
定
期
テ
ス
ト
Ⅱ
）

「
夜
深
き
鶏
の
声
（
若
菜
上
）
」
源
氏
物
語

【
史
記
２
】
2
(
1
)
エ
(
2
)
ア
A
(
1
)
オ

「
荊
軻
伝
」
（
史
記
）

【
評
論
】
2
(
1
)
イ
(
2
)
イ
A
(
1
)
イ

「
鷹
狩
り
の
歌
」
（
俊
頼
髄
脳
）

【
思
想
】
諸
子
百
家
2
(
1
)
ア
(
2
)
ア
A
(
1
)
カ

「
政
治
の
あ
り
方
」
（
孔
子
・
孟
子
・
老
子
・
墨

子
・
韓
非
子
）

古
典
総
復
習

古
典
総
復
習

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

見
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

表
現

探
究

学
習

内
容

○
「
書
く
方
法
」
か
ら
「
考
え
る
方
法
」
へ

○
起
承
転
結
の
文

○
「
伝
わ
る
文
章
」

○
「
自
分
で
考
え
る
」
と
は

○
書
く
た
め
に
問
い
を
考
え
る

○
書
く
た
め
の
３
つ
の
原
則

○
全
体
を
構
成
す
る

○
「
考
え
る
方
法
」
か
ら
「
書
く
方
法
」
へ

○
自
己
紹
介
文

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

試
み
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

G
F
探

究

学
習

内
容

わ
ら
う
ち

わ
ら
す
き

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

わ
ら
じ
作
り

わ
ら
じ
遠
足

６
年
間
の
学
び
の
履
歴
の
言
語

化
①

論
文
(
日
本
語
)

の
作
成

A
i
G
R
O
W
受
検

論
文
(
日
本
語
)
の
作
成

A
i
G
R
O
W
振
返
り

論
文
(
日
本
語
)
の
作
成

数
理
探
究
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
振
返
り

成
果
発
表
会

M
S
E
C
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ

オ
ン
ラ
イ
ン
o
r

対
面

論
文
(
日
本
語
)
の
作
成

英
語
プ
レ
ゼ
ン
準
備

後
輩
の
探
究
伴
走

６
年
間
の
学
び
の
履
歴
の
言
語
化
②

英
語
プ
レ
ゼ
ン
準
備

後
輩
の
探
究
伴
走

英
語
に
よ
る
探

究
成
果
発
表
・

対
話

①

英
語
に
よ
る
探

究
成
果
発
表
・

対
話

②

G
F
探
究
の

ま
と
め
振
返

進
路
探
究

数
理
探
究
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
振
返
り

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

L
H
R

学
習

内
容

学
年
団
紹
介

教
科
書
配
布

配
布
物
回
収

端
末
配
布

係
・
委
員
会
・

清
掃
場
所
・
入

学
式
役
割
決
め

面
談
　
進
路
意

識
調
査

写
真
撮
影

フ
ォ
レ
祭
準
備

生
徒
総
会
討
議

防
災
訓
練

人
権
・
い
じ
め
未
然
防
止
教
育

L
I
F
E
授
業

夏
休
み
を
振
り
返
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
レ
ゼ
ン
準
備

パ
パ
マ
マ
か
ら
A
i
G
R
O
W
返
却

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ

レ
ゼ
ン

1
学
期
終
業
日
の
学
活

2
学
期
始
業
日

の
学
活

防
災
訓
練

L
I
F
E
授
業

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

問
う
力

問
う
力

問
う
力

見
る
力

問
う
力

繋
が
る
力

問
う
力

見
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

関
連
づ
け
る
力

繋
が
る
力

見
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

問
う
力

理
科

物
理

学
習

内
容

〇
磁
気
（
右
ね
じ
・
フ
レ
ミ
ン
グ
左
手
・
電
磁
誘

導
・
半
導
体
・
交
流
・
Ｒ
Ｌ
Ｃ
回
路
）

力
学

熱
力
学

波
（
音
・
光
）

電
磁
気
（
回
路
）

○
原
子
（
電
子
・
光
の
粒
子
性
・
波
動
性
・
X
線
）

力
学

熱
力
学

波
動

電
気

磁
気

原
子

単
振
動

交
流

回
路

力
学

特
に
育
成

し
た
い
力

問
う
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

問
う
力

試
み
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

化
学

学
習

内
容

高
分
子
化
合
物
（
天
然
高
分
子
）

高
分
子
化
合
物
（
天
然
高
分
子
）

高
分
子
化
合
物
（
合
成
高
分
子
）

高
分
子
化
合
物
（
合
成
高
分
子
）

物
質
の
状
態
・
物
質
の
変
化
　
総
復
習

（
基
礎
）

無
機
物
質
　
総
復
習

有
機
化
合
物
　
総
復
習

高
分
子
化
合
物
　
総
復
習

物
質
の
状
態
・
物
質
の
変
化
　
総
復
習

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

生
物

学
習

内
容

D
N
A
の
構
造
と
複
製

・
遺
伝
情
報
の
発
現
と
調
節

・
発
生
と
遺
伝
子
発
現

遺
伝
子
を
扱
う
技

術
（
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
）

・
刺
激
の
受
容
（
眼
、
耳
、
舌
、
鼻
）

・
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
そ
の
興
奮

・
情
報
の
統
合
（
脳
、
脊
髄
）

・
刺
激
へ
の
反
応
（
筋
肉
）

動
物
の
行
動

植
物
の
生
活
と
植
物
ホ
ル
モ
ン

・
発
芽
の
調
節

・
成
長
の
調
節

・
器
官
の
分
化
と
花
芽
形
成
の
調
節

・
環
境
変
化
に

対
す
る
応
答

配
偶
子
形
成
と
受
精

・
個
体
群
の
構
造
と
性
質

・
個
体
群
内
の
個
体
間
の
関
係

・
異
な
る
種
の
個
体
群
間
の
関
係

・
生
態
系
の
物
質
生
産
と
物
質
循
環

・
生
態
系
と
人
間
生
活

特
に
育
成

し
た
い
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

試
み
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

問
う
力

問
う
力

繋
が
る
力

理
科

基
礎

探
究

学
習

内
容

化
学
基
礎
　
酸
と
塩
基

生
物
基
礎
　
細
胞
と
遺
伝
子

化
学
基
礎
　
酸
と
塩
基

生
物
基
礎
　
細
胞
と
遺
伝
子

化
学
基
礎
　
酸
化
還
元

生
物
基
礎
　
細
胞
と
遺
伝
子

化
学
基
礎
　
酸
化
還
元

生
物
基
礎
　
恒
常
性

化
学
基
礎
　
酸
化
還
元

生
物
基
礎
　
恒
常
性
、
免
疫

化
学
基
礎
　
物
質
の
構
成

生
物
基
礎
　
免
疫

化
学
基
礎
　
物
質
の
構
成
粒
子

生
物
基
礎
　
バ
イ
オ
ー
ム

化
学
基
礎
　
粒
子
の
結
合

生
物
基
礎
　
バ
イ
オ
ー
ム
、
生
態
系

化
学
基
礎
　
物
質
量
と
化
学
反
応
式

生
物
基
礎
　
生
態
系

特
に
育
成

し
た
い
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

数
学

理
系
Ⅱ

Ⅲ C
探
究

学
習

内
容

複
素
数
平
面
（
Ｃ
）

２
次
曲
線
（
Ｃ
）

関
数
の
極
限
（
Ⅲ
）

数
列
の
極
限
（
Ⅲ
）

微
分
法
（
Ⅲ
）

積
分
法
（
Ⅲ
）

微
分
法
の
応
用
（
Ⅲ
）

複
素
数
平
面
（
Ｃ
）

２
次
曲
線
（
Ｃ
）

積
分
法
の
応
用
（
Ⅲ
）

積
分
法
の
応
用

（
Ⅲ
）

関
数
の
極
限
（
Ⅲ
）

数
列
の
極
限
（
Ⅲ
）

微
分
法
の
応
用
（
Ⅲ
）

積
分
法
の
応
用
（
Ⅲ
）

積
分
法
の
応
用
（
Ⅲ
）

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

理
系
Ⅰ

Ⅲ C
探
究

学
習

内
容

複
素
数
平
面
（
Ｃ
）

２
次
曲
線
（
Ｃ
）

関
数
の
極
限
（
Ⅲ
）

数
列
の
極
限
（
Ⅲ
）

微
分
法
（
Ⅲ
）

積
分
法
（
Ⅲ
）

数
列
（
Ｂ
）

ベ
ク
ト
ル
（
Ｃ
）

統
計
的
な
推
測
（
Ｂ
）

微
分
法
（
Ⅱ
）

積
分
法
（
Ⅱ
）

指
数
関
数
・
対
数
関
数
（
Ⅱ
）

ベ
ク
ト
ル
・
複
素
数
平
面
（
Ｃ
）

数
列
（
Ｂ
）

複
素
数
平
面
・
２
次
曲
線
（
Ｃ
）

数
Ⅰ
Ａ
Ⅱ
Ｂ
Ｃ
　
総
復
習

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

繋
が
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

文
系 B C

探
究

学
習

内
容

複
素
数
平
面
（
Ｃ
）

２
次
曲
線
（
Ｃ
）

数
列
（
Ｂ
）

ベ
ク
ト
ル
（
Ｃ
）

統
計
的
な
推
測
（
Ｂ
）

微
分
法
（
Ⅱ
）

積
分
法
（
Ⅱ
）

指
数
関
数
・
対
数
関
数
（
Ⅱ
）

ベ
ク
ト
ル
・
複
素
数
平
面
（
Ｃ
）

数
列
（
Ｂ
）

複
素
数
平
面
・
２
次
曲
線
（
Ｃ
）

数
Ⅰ
Ａ
Ⅱ
Ｂ
Ｃ
　
総
復
習

特
に
育
成

し
た
い
力

試
み
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

関
連
づ
け
る
力

情
報

情
報

探
究

学
習

内
容

第
１
章
　
情
報
社
会

第
２
章
　
情
報
デ
ザ
イ
ン

第
３
章
　
デ
ジ
タ
ル

第
４
章
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
プ
ロ
ト
コ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み

W
e
b
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
と
メ
ー
ル
の
送
受
信

情
報
シ
ス
テ
ム

情
報
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

第
５
章
　
問
題
解
決

デ
ー
タ
の
収
集
と
整
理

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
の
処
理

統
計
量
と
デ
ー
タ
の
尺
度

時
系
列
分
析
と
回
帰
分
析

モ
デ
ル
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
６
章
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
本
／
配
列

関
数

探
索
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

整
列
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

特
に
育
成

し
た
い
力

見
る
力

問
う
力

試
み
る
力

関
連
づ
け
る
力

見
る
力

繋
が
る
力

関
連
づ
け
る
力

試
み
る
力

繋
が
る
力

◎
文

理
融

合
・

教
科

横
断

型
授

業
を

行
う

教
科

・
科

目
・

単
元

色
時

期
関

係
す

る
教

科
科

目
今

年
度

担
当

者
場

所
文

理
融

合
・

教
科

横
断

さ
せ

る
テ

ー
マ

・
単

元
授

業
内

容
の

概
要

特
に

育
て

た
い

「
５

つ
の

力
」

５
月

地
理

×
世

界
史

上
田

／
飯

山
図

書
室

ア
ジ

ア
の

地
誌

的
考

察
／

ア
ジ

ア
の

植
民

地
化

ア
ジ
ア
の
植
民
地
化
を
地
誌
的
考
察
に
よ
り
理
解
を
深
め
る
。

見
る

力

６
月

倫
理

×
国

語
中

田
／

猿
渡

6
A
教

室
東

洋
思

想
の

源
流

／
歴

史
を

哲
学

す
る

倫
理
の
授
業
で
得
た
概
論
的
な
知
識
を
２
つ
の
作
品
を
読
む
こ
と
を
通
し
理
解
を
深
め
る
。

関
連

付
け

る
力

７
月

化
学

×
地

理
×

世
界

史
橋

口
6
B
教

室
ゴ

ム
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ゴ
ム
の
木
の
分
布
を
確
認
し
、
合
成
ゴ
ム
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
開
発
さ
れ
た
歴
史

的
背
景
を
学
び
、
天
然
ゴ
ム
と
合
成
ゴ
ム
の
構
造
の
違
い
に
つ
い
て
学
ぶ
。

関
連

付
け

る
力

７
・

８
月

数
学

×
物

理
黒

木
／

山
田

和
6
B
教

室
微

分
積

分
を

用
い

た
交

流
の

理
解

コ
イ
ル
と
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
微
分
積
分
の
観
点
か
ら
理
解
を
深
め
て
い
く
。

関
連

付
け

る
力

９
月

数
学

×
物

理
黒

木
6
B
教

室
弧

長
三
平
方
の
定
理
を
匂
わ
せ
て
、
弧
長
の
長
さ
の
理
解
を
深
め
る
。

繋
が

る
力

１
０

月
倫

理
×

国
語

中
田

／
猿

渡
6
A
教

室
近

代
の

日
本

の
思

想
／

夏
目

漱
石

・
丸

山
真

男
２
人
の
作
家
の
作
品
を
通
し
、
近
代
の
日
本
の
思
想
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

関
連

付
け

る
力

1
2
月

1
1
日

数
学

×
物

理
×

化
学

黒
木

／
山

田
和

／
橋

口
6
年

理
系

物
質

の
状

態
変

化
科
学
的
事
象
や
現
象
を
数
式
化
し
グ
ラ
フ
に
表
す
。

関
連

付
け

る
力

1
2
月

1
1
日

美
術

×
英

語
德

永
／

落
合

6
年

文
系

ア
ー

ト
シ

ン
キ

ン
グ

問
い
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
絵
画
解
説
・
見
解

見
る

力
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２－2－3 

「文理融合・教科横断型授業」授業公開 
(R7.12/11)の実施 
 
（１）事業のねらい 
本事業の最終年度を締めくくる取組みとして，3 年

間の研究成果を広く公開し，本校が目指す「野性味あ

ふれる『価値創造人材』」へと生徒が成長・変容して

いく姿を具現化し，広く発信することをねらいとした。特

に本年度は，公開授業を単なる「特別なイベント」とし

てではなく，年間を通じた「日常化」の成果として位置

づけ，カリキュラム・マネジメントに基づいた「日常の学

びの延長線上にある姿」を参観者と共有することに主

眼を置いた。この取組みを通じ，生徒が教科の枠を超

えて知を統合し，本質的な問いに挑むプロセスを提示

することで，次年度以降の持続的な教育改革への示

唆を得ることを目的とした。 

 

（２）事業の概要 
令和 7 年 12 月 11 日に，「創 P 事業」最終成果

報告会と並行して，全学年一斉の授業公開を実施し

た。（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 最終成果報告会案内チラシ 

 

また，本年度の職員研修で作成した「カリキュラム

マネジメントシート」に基づき，各学年団が「授業デザ

イン案」を構築した。（次ページ以降参照） 

【公開授業のテーマと教科構成】 

１学年 「国風文化を追体験！」（音楽×日本史×国語） 

２学年 「土呂久×〇〇」（国語×社会×技術×理科×

倫理×英語×GF探究×食育） 

３学年 「教室からシンガポールへ，普遍の扉を開く」 

（学際探究基礎×GF探究×英語×理科×社会） 

４学年 「TOKの思考の枠組みを用いて，教科横断的

な視点で本質的な問いを立てよう！」 

（国語×公民×地歴×生物×保体×数学×英語） 

５学年 「和算（算額）で学びを楽しむ」 

（数学×国語×日本史×公民） 

６学年 A 「Discovering Your Answer Through 

    Art Thinking」（英語×美術×世界史） 

６学年 B 「微分積分を用いた科学的考察」 

（化学×数学×物理） 

また，午前の2時間の授業公開に続き，午後は体育

館にて生徒発表を含む3年間の取組報告および参加

型ワークショップを開催した 。 

 

（３）事業の成果と課題 
全学年一斉の授業公開を通じ，参観者からは「生

徒の熱気に圧倒された」「問いを持ち，対話しながら

答えに迫る力が育っている」といった極めて高い評価

を得ることができた。1 学年の「国風文化」における身

体性を伴う没入感のある学びや，2 学年の「土呂久」

を多角的な視点で捉え直すことで学びを「立体化」さ

せた実践など，本校が掲げる「5 つの力」が確実に生

徒の姿として具現化されていることが確認された。ま

た，和算の歴史的背景と数理的解法を統合させた 5

学年や，微分積分を科学現象の解析に活用した 6 学

年の実践では，教科の枠を超えた「知の統合」が生徒

の知的好奇心や深い思考を引き出す様子が顕著に

見られた。また，午後のワークショップで生徒自身が

「価値創造人材とは何か」を主体的に議論する姿は，

3 年間の研究が教員の意図を超え，生徒自身のメタ

認知へと昇華されたことを示す象徴的な場面となった。 

一方で，こうした「一過性の盛り上がり」をいかに日

常の質保証へと定着させるかが最終的な課題である。

研究協議会では，誘導を排除して思考を引き出す授

業デザインの有効性が確認される一方，継続的な教

材研究時間の捻出が改めて指摘された。今後は，本

事業の集大成として得られた知の統合モデルを，次年

度からの「学びの道しるべ（単元シラバス）」による評

価システムへと統合させ，事業終了後も「自走する学

び」を支える組織文化として，この教科横断の気風を

本校の新たな教育的伝統へと高めていく。 
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３２期１学年　授業デザイン案 
授業者　渡邊 祥吾（音楽）高橋 賢吾（日本史）桑原　勇樹（国語）   実施場所　音楽室

①テーマ

国風文化を追体験！（音楽×国語×社会） 

②教科横断的な視点　（〇）国語　（〇）音楽　（〇）日本史

③教科横断のねらい／文理融合のメリット

　１年生では，社会科歴史分野『原始・古代　古代国家の成立と東アジア』（平安時代），国語科「いにしえの心に

触れる」（古文　竹取物語），音楽科『鑑賞　雅楽の豊かな表現』（雅楽 越天楽）の内容が，「平安時代」という共

通項でつながっている。平安時代の国風文化がどのように成立したのかを，社会や国語の文献から学ぶだけでなく，

音楽創作という体験的活動をさせることで，生徒が歴史を「過去の出来事」としてではなく，「自分ごと」としてと

らえることができるのではないかと考えた。 

④主に身につけさせたい資質・能力（コンピテンシー）
（〇）【志】「問う力」　（〇）【妙】「関連づける力」　（〇）【気】「試みる力」

⑤本時のメインクエスチョン

平安時代の人々が体験した国風文化を表現してみよう。 

⑥授業のおおまかな流れ

第

１

時 

導入：各教科の結びつきをおさえる 

・「越天楽」を鑑賞し，音楽のこれまでの学習を振り返りながら，雰囲気（雅さ，荘厳さ）を感じ取る。

・３教科の結びつきをおさえる。

社会→平安時代と平安時代の文化について復習，本時に関わりある新たな内容を学ぶ。

国語→竹取物語をはじめとする，平安時代のかな文字文化について確認する。 

音楽→今後３時間の活動の提示　社会・国語の説明をふまえ，これから行う旋律創作の活動が平安貴族が

行った「国風文化の創造」の追体験であることをおさえる。 

メインクエスチョンの提示　『平安時代の人々はどのように「国風文化」を作り上げたのか？』

展開１：律音階の学習とリズムの復習 

・雅楽「越天楽」が律音階（５音音階）でできていることをおさえ，西洋の７音音階や，他の５音音階（ヨナ

抜き音階，琉球音階など）との違いを体感する。

・「越天楽」の旋律に出てくるリズムを復習し，旋律の構成に加え，「片来」「諸来」を意識した鼓のリズム

を生かせるようにする。

展開２：個人による旋律創作 

・タブレット，ワークシートを使い，律音階の５音で短い旋律を創作する。

・展開１の社会で確認した，「貴族たちの生活の様子」を意識した表現ができるようにする。

・創作したものは，カトカトーンに記録をしていく。

まとめ：共有と次時の予告 

・数名の作品を発表し，共有する。律音階のもつ響きの特徴を再確認する。

第

２

時 

導入：竹取物語の場面解釈のインプット(国語)文化的背景の補足(社会)　当時の「月」の意味，「雅」の感覚 等 

展開：グループ創作（音楽）ワークシートに，グループで場面のイメージを音楽にするためのアイディア出しと 

創作活動。各場面のどのような心情や風景を表現したいか考えた後，音の並べ方，速度，間の取り方，使

う音色など工夫させる。４人１組で創作し，最後につなぎ合わせて各班の楽曲が完成とする。この創作で

は，太鼓・鼓も入れてよいこととする。 

まとめ：発表のリハーサル 

⑦使用教材／活用するICTツール／外部連携 等

教育芸術社 音楽Webアプリケーション「カトカトーン」 

⑧評価方法

・授業ワークシート　・「カトカトーン」による作品提出　・作品発表
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【12/11(木)実施】文理融合・教科横断型授業を「日常化」するカリキュラムマネジメント　授業公開 

３１期２学年　授業デザイン案 
授業者　甲斐　基成（国語）　谷口　善康（理科）　中原香奈江（家庭） 

松田さやか（英語）　山本　大輔（数学）　長沼明日香（栄養） 

実施場所　２年教室 

①テーマ

土呂久×〇〇 

②教科横断的な視点

（〇）国語　（〇）地理 （〇）政治経済（　）生物　（　）体育　（　）音楽　（〇）技術

　（　）数学　（　）日本史　（〇）倫理 （〇）化学　（　）保健　（　）美術　（〇）道徳

（〇）英語　（　）世界史　（　）物理 　（　）地学　（　）書道　（　）家庭　（〇）社会 

（〇）食育　（〇）GF探究

③教科横断のねらい／文理融合のメリット

GF探究を通して学習した土呂久鉱害について，様々な教科の視点で問いを見出し，新たな知識を得ること

で，鉱害についての考えを深めていく。 

④主に身につけさせたい資質・能力（コンピテンシー）

（〇）【志】「問う力」 （〇）【忠】「見る力」

（〇）【恕】「繋がる力」　（〇）【妙】「関連づける力」　（〇）【気】「試みる力」

⑤本時のメインクエスチョン

限界集落である土呂久を未来に残すために私たちができることは？ 

⑥授業のおおまかな流れ

・以下のテーマについて，グループごとに発表（発表後，感想・助言など）を行う。(Googleｽﾗｲﾄﾞを使用)

・発表後，質疑応答，フィードバックを行う。　＊（　）は助言・解説者

①土呂久×公民（法律・人権）（甲斐） ②土呂久×経済・産業（甲斐）

③土呂久×海外の視点（英語）（松田） ④土呂久×技術（岩山を掘る技術）（甲斐）

⑤土呂久×国語・道徳（伝承といのち）（甲斐）　⑥土呂久×理科（化学・生物）（谷口）

⑦土呂久×保健体育・家庭科（健康と食）（中原・長沼）⑧土呂久×社会（歴史・地理）（甲斐）

⑦使用教材／活用するICTツール／外部連携 等

使用教材等保存フォルダ： ２年「土呂久×○○」 発表用スライド

⑧評価方法

Googleフォームにてフィードバックを行う。  12月11日（木）土呂久発表事後アンケート（回答）

⑨事前の学び・事後の学び

【令和７年度授業研修】文理融合・教科横断型授業を「日常化」するカリキュラムマネジメント
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https://drive.google.com/drive/folders/1F2apmKFgUFWUUJgD0yfxTBq7cIu5hsE8?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/1JBNTou8Bmm0M8knl5U-te5VeWbWGadRA
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1cqN8RmlSyB-3wA6uBP-BBhFIfmqIw9Bevd9dzp1nBjA/edit?resourcekey=&gid=2147391832#gid=2147391832
https://docs.google.com/spreadsheets/d/10TZiI0NWT3gPOiavEp1ZjldwdPHZVifmi8nbWO_oYCg/edit?gid=1985120240#gid=1985120240&range=A1


３０期３学年　授業デザイン案 
授業者　後藤 駿介（英語）　友岡 秀文（理科）　山之内 岳（数学）　瓜生 智美（国語） 

　岩村 佳憲（社会）　梅垣 仁志（体育）　吉岡 奈津希（体育） 

実施場所　1時間目　G-Lab　　2時間目　３年教室　多目的室 G-Lab. 図書室　地学室　物理室 生物室 

①テーマ

１時間目　英語発表のコツを学ぼう 

２時間目　教室からシンガポールへ、普遍の扉を開く　～｢違い｣の中に、｢同じ｣を見つける～ 

②教科横断的な視点

１時間目　学際探究基礎 ✕ GF探究 ✕ 英語

２時間目　学際探究基礎 ✕ GF探究 ✕ 英語 ✕ 自然科学 ✕ 人文科学

③教科横断のねらい／文理融合のメリット

五ヶ瀬中等生やシンガポール現地学生に、今回の活動を通して次のような経験や変化があって欲しいと思います。 
①五ヶ瀬中等の生徒に

・「説明内容を理解するために必要な知識を、自明のこととして説明を省略したことによって相手に内容が上手く伝

わらなかった（日本・五ヶ瀬では当たり前に知られてることだけど、シンガポールだとそうじゃなかった）」とい

うような経験を通して。聞き手の属性を十分に考慮して、研究背景部分を作ろうとする姿が見られるようになっ

た。【研究発表に向き合う姿勢の変化】

・「専門用語だらけの文章を安易に生成AI頼みで英訳させたら、思いのほか内容が伝わらなかった」というような経

験を通して。人間同士の向き合いということを念頭に、相手にどうやったら伝わるかと試行錯誤する姿が見られる

ようなった。【生成AIの活用姿勢に関する変化】

・「決して上手な英語ではないけれど、身振り手振りも含め話してみたら意外と伝わった（伝わらなかった）」とい

うような経験を通して。進んで英語を使って会話してみよう（シンガポール海外研修までに最低限の英語力を身に

つけよう）とする姿が見られるようになった。【英語を学ぶ姿勢の変化】

・「山腹用水路・水源林、五ヶ瀬のこと、日本のことについて質問されたけれど、自分自身が理解出来て無かった、

意識して無かったなどの理由で上手く答えられなかった」というような経験を通して。郷土に関して改めて学び直

したいと思うようになった。【郷土に向き合う姿勢の変化】

・「山腹用水路・水源林という日本・五ヶ瀬の取り組みと、シンガポールの水課題に関する解決策の共通点や相違点

を見いだせた。あるいは、山腹用水路・水源林という日本・五ヶ瀬の取り組みがシンガポールの何らかの課題を解

決するヒントになった（なりそう）」というような経験を通して、視野をLOCALからGLOBAL（普遍）へと広げ、課題

を探そうとする姿が見られるようになった。あるいはLOCALな取り組みのGLOBAL（普遍的）な価値について考えるよ

うになった。【普遍探究に向けた視野・視点の変化】
②シンガポール現地学生に（※同時双方向の学びなので！） 

・「水源林について知ることで、水資源に関する国家的課題を抱えつつも、都市開発の為水資源の保全につながる森

林を伐採しているという現状に気づけた」というような経験を通して。森林の価値を認識し、自然との共生を意識

した都市開発について考えられるようになった。【森林の価値に関する認識の変化】

④主に身につけさせたい資質・能力（コンピテンシー）

【志】「問う力」 【忠】「見る力」 【恕】「繋がる力」 【妙】「関連づける力」 【気】「試みる力」 

⑤授業のおおまかな流れ

　5分　導入（挨拶、本日の流れ、五ヶ瀬について） 
　　≪ブレイクアウトRoomへ移動≫ 
　6分　アイスブレイク（自己紹介） 
　7分　「学校林」研究背景発表（発表４分＋質疑応答３分） 
　7分　「山腹用水路」研究背景発表（発表４分＋質疑応答３分） 
　20分　教室からシンガポールへ、普遍の扉を開く　～「違い」の中に、「同じ」を見つける～ 
　　≪メインRoomへ移動≫ 
　5分　まとめ 

⑥使用教材／活用するICTツール／外部連携 等

使用教材／啓林館 課題研究メソッド 2nd Edition  活用するICTツール／Zoom　生成AI（Gemini） 

外部連携／株式会社JTB、シンガポール現地大学生 
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【12/11(木)実施】文理融合・教科横断型授業を「日常化」するカリキュラムマネジメント　授業公開 

２９期４学年　授業デザイン案 
授業者　友岡 秀文（生物） 

　喜多　勇仁（数学） 

　増田　浩樹（保体） 

実施場所　４A　教室 

①テーマ

TOKの思考の枠組みを用いて，教科横断的な視点で本質的な問いを立てよう！ 

②教科横断的な視点

（○）国語　（　）地理　（○）政治経済　（○）生物　（○）体育　（　）音楽　（　）技術

（○）数学　（○）日本史　（○）倫理 　（　）化学　（○）保健　（　）美術　（　）GF探究 

（○）英語　（○）世界史　（　）物理 （○）地学　（　）書道　（　）家庭　（　）その他

③教科横断のねらい／文理融合のメリット

年間を通して取り組んできた教科横断的な視点やTOKの本質的な問いを立てる思考を活かし，新聞記事など

，現実に起きている事象などから知識に関する主張を取り出し，その主張に対する本質的な問いをグルー

プで考えて発表する。それをすることにより，これまで受け身で考えてきた本質的な問いを，今度は主体

的に考えるという体験を促す。 

④主に身につけさせたい資質・能力（コンピテンシー）

（○）【志】「問う力」 　（　）【忠】「見る力」 

　（　）【恕】「繋がる力」　（○）【妙】「関連づける力」　（　）【気】「試みる力」

⑤本時のメインクエスチョン

本質的な問いとは。 

⑥授業のおおまかな流れ

AI-Growで，批判的思考力の多様性重視という項目で班分けを行った４～５名のグループで，自分達が選ん

だ新聞記事などの題材に関して，①知識に関する主張　②知識の領域　③知るための方法　④本質的な問

いの４項目について発表する。一班５分程度。その後，全ての問いの中から，自分たちで深めたいものを

投票で決定し，哲学対話形式で対話を行う。 

⑦使用教材／活用するICTツール／外部連携 等

使用教材等保存フォルダ：

４年「TOKの思考の枠組みを用いて、教科横断的な視点で本質的な問いを立てよう！」

⑧評価方法

問いを汎用化させるために有効な語彙を使うことが出来たか。（事前に提示する） 
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https://drive.google.com/drive/folders/1SN-delwUJV3TZi6kzI0G9azoYguaZ3vp?usp=drive_link


【12/11(木)実施】文理融合・教科横断型授業を「日常化」するカリキュラムマネジメント　授業公開 

２８期５学年　授業デザイン案 
授業者　吉野　栄造（数学） 

　中田　進　（公民） 

　野﨑　鮎子（国語） 

実施場所　５A教室　

①テーマ

和算（算額）で学びを楽しむ 

②教科横断的な視点

（○）国語　（　）地理　（　）政治経済　（　）生物　（　）体育　（　）音楽　（　）技術

（○）数学　（○）日本史　（　）倫理 　（　）化学　（　）保健　（　）美術　（　）GF探究 

（　）英語　（　）世界史　（　）物理 　（　）地学　（　）書道　（　）家庭　（　）その他 

③教科横断のねらい／文理融合のメリット

和算・算額の図形問題に触れながら（問題解答と問題作成）、和算が発展した江戸時代の社会や文化を理

解を深め、漢文による問題文を読むことで古典的な日本語や漢文の構造を理解し読解力を高める 

④主に身につけさせたい資質・能力（コンピテンシー）

（　）【志】「問う力」

（〇）【忠】「見る力」

（　）【恕】「繋がる力」

（〇）【妙】「関連づける力」

（〇）【気】「試みる力」

⑤本時のメインクエスチョン

和算とは？ 

⑥授業のおおまかな流れ

本時［１］和算（算額）とは？和算が発展した歴史的な背景を知り、和算に触れる 

本時［２］東北地方の算額についてのレポートおよび算額の問題を解答する 

　［３］図形問題を作成し、オリジナルの算額を作成する 

　［４］作成した問題を相互に解き合い、自己評価および相互評価する 

⑦使用教材／活用するICTツール／外部連携 等

使用教材等保存フォルダ： ５年「和算（算額）で学びを楽しむ」

⑧評価方法

［３］の時間で作成した問題を、［４］の時間に相互で解き合い、自己評価と相互評価を実施する 
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https://drive.google.com/drive/folders/1YS7qhBXbG6XpJlKq17ifXd49mT3Kepj8?usp=sharing


【12/11(木)実施】文理融合・教科横断型授業を「日常化」するカリキュラムマネジメント　授業公開 

２７期６学年　授業デザイン案 
授業者　落合康貴（英語）　德永紘志郞（美術）　吉岡奈津希（保健体育） 

　実施場所　６A教室　

①テーマ

Discovering Your Answer Through Art Thinking 

②教科横断的な視点

（　）国語　（　）地理　（　）政治経済　（　）生物　（　）体育　（　）音楽　（　）技術

　（　）数学　（　）日本史　（　）倫理　　（　）化学　（　）保健　（〇）美術　（　）GF探究 

（〇）英語　（〇）世界史　（　）物理 　（　）地学　（　）書道　（　）家庭　（　）その他 

③教科横断のねらい／文理融合のメリット

遠近法が示すリアルさとその限界を美術の技術を体験することで理解を深める。 

④主に身につけさせたい資質・能力（コンピテンシー）

（〇）【志】「問う力」

（〇）【忠】「見る力」

（　）【恕】「繋がる力」

（〇）【妙】「関連づける力」

（　）【気】「試みる力」

⑤本時のメインクエスチョン

「リアルさとは何か？」 

⑥授業のおおまかな流れ

デッサンを行う。グループごとにベストの作品を選ぶ。作品の技法の共通点を見つける。遠近法について

説明を行う。遠近法を用いていない作品を鑑賞する。ピカソ作品アビニョンの女たちを鑑賞し意見を交換

する。 

⑦使用教材／活用するICTツール／外部連携 等

使用教材等保存フォルダ： ６年「アートシンキング／微分積分を用いた科学的考察」

⑧評価方法

ルーブリックに基づく自己評価を行う。
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https://drive.google.com/drive/folders/1TYybzr6LmaTqdEJWdCNGcmr-e1y4u6lT?usp=drive_link


２７期６学年　授業デザイン案 
授業者　橋口　宣文（化学）　黒木　康平（数学）　山田　和孝（物理）　実施場所　６B教室　

①テーマ

微分積分を用いた科学的考察 

②教科横断的な視点

（○）数学 （○）化学　（○）物理

③教科横断のねらい／文理融合のメリット

・科学現象（化学の反応速度，物理の物体の運動）から読み取れる情報を数学の微分積分を用いて整理す

ることで，分析することができる。

・数学・・・微分積分の理解の深化

・理科・・・数学の知識を用いた科学現象の論理的理解

④主に身につけさせたい資質・能力（コンピテンシー）

（○）【恕】「繋がる力」 （○）【妙】「関連づける力」

⑤本時のメインクエスチョン

どうすれば，変化を適切に予測できるか。 

⑥授業のおおまかな流れ

１時間目 

物理分野（20分） 

・距離と時間のデータをグラフ上にプロットさせて，グラフを書かせる。

・時間の経過とともにこのグラフがどのように変化するかの根拠を示させる。

・数値でわかることは傾きが変わるということがわかる。これは速度が一定ではないことを示している。

・この考え方を文字式で表すとよりわかりやすくなるのではないか。傾きを求めるとはｖ＝Δｘ/Δｔ。し

かし，数値で見ると速度は変化しているので，等速ではなく加速度運動していることがわかる。ｖ＝ｋΔ

ｔとなる。速度は時間によって変化するということ。（実際はｖ＝aΔｔ）

・では，ｘ－ｔグラフがどのような形になるか，どのように示せばよい？

・積分をした際に，文字式の形がｔの二乗の形になれば二次関数のグラフになることがわかる。

・微分や積分はグラフの変化を予測するための根拠になる。

化学分野（30分）

・反応速度の復習を行う。

・濃度と時間のデータをグラフ上にプロットさせて，グラフを書かせる。

・数名の生徒のグラフを全体で共有した後，実際のグラフを教科書にて確認する。

・なぜグラフがこのように変化するかの根拠を考えさせる。

・速度式を積分させる。

２時間目 

数学分野（15分） 

・積分で出たものが正しいか，数学の教員が解答解説を行う。

化学分野（35分）

・積分させたものが何を表すのか考えさせる。〔C〕＝Ae-kt

・反応速度は指数関数的に減少することを気づかせる。

・最初に作図したグラフを，数学で求めた関係式を用いて，書き直させる。

・作成後は教員に提出させ，生徒が適切に作図しているか確認する。
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２－２－４ 

コンピテンシー評価テスト(G-CAT)の開発・

実施 

（１）事業のねらい

本校のスクール・ポリシー（以下 SP）の達成度を

測定するため，「五訓」および「五つの力」を軸とした，

教科横断・文理融合・学年混合型のコンピテンシー

評 価 テ ス ト 「 G-CAT （ Gokase-Competency 

Assessment Test）」を実施する。従来のペーパー

テストでは測定しきれない資質・能力を可視化し，生

徒自身の「気づき」を促すとともに，変化する大学入

試に対応しうる多面的な評価軸を確立することを目

的とする。 

（２）事業の概要

本校では教科横断型授業を通年実施しているが，

多面的な評価の難しさや「指導と評価の一体化」の

推進が課題であった。 

そこで，本校の特色ある教育活動（教科横断型授

業，文理融合科目，６年間のグローバルフォレストピ

ア探究，中学入試の適性検査等）を再整理し，接続

性を検討した。

近年の総合型選抜・学校推薦型選抜の利用者増

加という背景も踏まえ，従来 4・5 年次で実施してい

た国・数・英の実力テストを廃止。これに代わり，資

質・能力（コンピテンシー）を直接評価する独自の評

価テストを開発した。 

（３）事業の成果と課題

①開発の経緯

運営委員会および教科代表者会での議論を経て，

中学入試（適性検査Ⅱ）で実績のある「グループ活

動」の評価手法を導入した。これにより，入試から在

学中の評価まで一貫した文脈で指導・評価を行う体

制を構築した。   

問題作成にあたっては，従来の実力テストの要素

を継承しつつ，2019年作成の「教育課題プロジェク

ト報告書」で定義された，本校が目指す生徒像（野

性味あふれるグローバルシティズン）および「五つの

力（関連づける力・問う力・見る力・試みる力・繋がる

力）」を評価軸として共有した。   

また，近年の大学入試における教科横断・文理融

合問題への対応力を，6 年次以前から段階的に育

成することも狙いとしている。 

 作問にあたっては，以下の 3 つの「ミッション」に分

担して検討を行った。 

・ミッション X： 国語・地歴公民・保健体育

・ミッション Y： 数学・理科・技術家庭

・ミッション Z： 英語・芸術

生徒にはテーマのみを事前提示し，当日は教科横

断的な視点を持って課題解決に挑むよう促した。 

写真１：問題検討の様子 

図１：問題案１ 

図２：問題案２ 

②問題構成の事例

・ミッション X「ウェルビーイング」

・内容：関連資料を読み込み，個人で情報を整理。

その後，チームで協働してスライド資料にま 

とめ，プレゼンテーション動画を撮影する。 
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・評価する資質・能力：【忠・見る力】

【恕・繋がる力】 

【妙・関連づける力】 

・ミッション Y「観覧車についての考察」

・内容：3年次のシンガポール研修で視察した「シ

ンガポール・フライヤー」を題材とし，数理

的な課題にグループで取り組む。難易度の

異なる 2種類の課題に対し，チーム内で役

割分担を行いながら正解を導き出す。

・評価する資質・能力：

【志・問う力】【忠・見る力】【恕・繋がる力】 

【妙・関連づける力】【気・試みる力】 

・ミッション Z「Express your ideas clearly

and logically in debates and 

in writing.」 

・内容：教科横断的なテーマに基づきパーラメンタ

リーディベート（即興型英語討論）を実施。

その後，同テーマについて英文エッセイを 

作成する。 

・評価する資質・能力：【妙・関連づける力】

【気・試みる力】 

図３：完成した問題１ 

図４：完成した問題２ 

図５：完成した問題３ 

③評価の仕組み

各教科でルーブリックを作成し，場面ごとの行動

観察や成果物を評価した。また，熊本大学共創学環

の上土井宏太准教授を招聘し，ディベートや文理融

合の意義に関する講話およびテストの全体講評をい

ただいた。   

評価の工夫として，スプレッドシートを活用した**

「リアルタイム評価・即時フィードバック体制」**を構

築した。教員が試験中に評価を入力することで，生

徒が個人シートを通じて速やかに振り返りを行える

仕組みとしている。 

写真２：テストの様子 
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写真３：振り返りの様子 

図６：リアルタイム評価と即時 FB 

④実施後の反応（抜粋）

【生徒の振り返り】

・従来の形式とは異なるテストに戸惑いながら

も，今後の入試形式への対応として必要性を

実感したという意見が多く見られた。 

・グループ活動を通じて，自身の思考の癖や語

彙不足，他者との連携の難しさを痛感したと

いう具体的な自己省察がなされていた。 

・学力の三要素における「主体性・多様性・協

働性」を，楽しみながらも真剣に発揮する契

機となった。 

【教員の振り返り】 

・生徒が一日中思考をフル回転させて取り組む

姿に，実施の意義を強く感じた。

・表面的な読解に留まる班もあり，日常の授業

における「基礎基本」と「深い思考」の両立

の必要性を再確認した。 

・全職員で作問・評価に携わることで，教員自

身の「学び続ける姿勢」や，大学入試改革へ

の当事者意識を高める機会となった。 

図６：振り返りの分析と共有 

⑤課題と展望

初の試みであったが，生徒の振り返り記述からは，

自身の強みや課題をメタ認知する様子が伺え，教育

的効果を実感できるものであった。また，職員間でも

教科の枠を超えた対話が活性化し，組織的な指導

力向上にも繋がった。   

今後は，今回の G-CATの結果（資質・能力）と，

対外模試の成績（基礎学力）との相関関係を分析し

ていく。この分析により，生徒一人ひとりの特性（「探

究力重視」か「基礎学力重視」か等）を客観的に把

握し，総合型選抜・学校推薦型選抜・一般選抜の中

から最も適した受験形態を提案するなど，より戦略

的かつ個別最適な進路指導体制を構築していく。 

図７：G-CAT と模試との相関 
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２－３－１ 『価値創造フォーラム』 

近隣３校(高千穂高校・高千穂中学校・五

ヶ瀬中学校)との交流 

（１）事業のねらい

本事業においては，GIAHS 地域内の学校が集

い，地域内の豊かな自然・文化を再発見し，その

魅力を学び，創造し，生徒同士だけでなく，コン

ソーシアムメンバーや運営指導委員が集まり，対

話をしながら問いを出し，地域や探究だけでなく

自らのものの見方や考え方に対して新たな価値を

創造できる機会とすることを目的としている。

（２）事業の概要

日 時 令和７年11月５日(水) 13:30〜15:50 

場 所 宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校 

参加者 315名 

高千穂町立高千穂中学校 ３年生 94名 

五ヶ瀬町立五ヶ瀬中学校 全校生徒 56名 

宮崎県立高千穂高等学校 1年生 95名 

本校生徒 ３年生 37名 ４年生 34名 

内 容 

（１） オープニングセッション

（２） 専門家による基調講演

（３） ４校の代表生徒による探究発表

（４） チームビルディング・アイスブレイク

（５） 参加型探究ワークショップ「高千穂

郷・椎葉山地域の魅力再発見と新しい

価値の共創」

（６） 成果共有・クロージング

図１ ワークショップ時の様子 

図２ 本校生徒の発表 

図３ 高千穂高校生徒の発表 

図４ 探究ワークショップ地図ワーク 

（３）事業の成果と課題

本校体育館に 4 つの学校から 300 名を超え

る生徒が集まったことは史上初の試みであった

が，特にトラブルもなくフォーラムを開催する

ことができ，ご協力いただいた担当教員の先生

方にはまず感謝申し上げたい。生徒同士のやり

取りも活発に行われており，それぞれに対して

よい刺激になったと感じている。 

課題としては，GIAHS 地域の高千穂町，五

ヶ瀬町の学校しか参加を促すことができなかっ

たので，今後は日之影町，諸塚村，椎葉村の中

学校の生徒に対しても参加を依頼し，さらにま

じわり，共創できる場を模索したい。 

34



２－3－２ 

九州大学・宮崎公立大学・宮崎県立日南高校
との協働研究『教養講座・先端技術(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ)
×現地調査(ﾘｱﾙ)で探究する宮崎の防災』 

（１）事業のねらい
本事業のねらいは，「文理融合・教科等横断的な学

び」，「大学・研究機関との高度な連携」，「先端技術

（デジタル）と体験活動（リアル）の融合」を具現化す

ることにある。宮崎県内の地震・津波防災を「自分ごと」

として捉え，解決策を主体的に探究する過程を通じて，

地域の防災力向上に直接的に寄与することを目指し

た。最終年度となる本年度は，これまでの知見を県内

各地へと広げる「普及・波及」と，地殻活動監視等の

専門的な分析を通じた「探究の深化」を最上位目標

に掲げた。単なる知識の習得に留まらず，生徒が地域

や世代を繋ぐ「共創の輪」の構築主体となり，多様な

防災戦略を社会に実装していくプロセスの確立を目

的とした。 

（２）事業の概要
本取組みは，九州大学人間環境学研究院および京

都大学防災研究所宮崎観測所（現・宮崎公立大学）

とのコンソーシアムを基盤とし，日南高校との共同研

究として年間を通じて実施した。令和 7 年度は，活動

フィールドを宮崎市青島地区から県南の日南市・串間

市へと拡大し，デジタルとリアルの両面から以下の多

角的な探究を展開した。

① 宮崎市青島地区における活動の継続と深化

【観光客・海水浴客への聞き取り調査】（図１） 

観光客が避難場所に期待している「安心」と，実際

の避難場所にある「現実」の乖離を定量化するため

の調査を実施した。調査の結果，観光客は「物資があ

る避難所」をイメージして避難する傾向があるが，現

実の一次避難場所には備蓄がないという「認識のズ

レ」が浮き彫りになった。

図１ 観光客・海水浴客への聞き取り調査 

【地域住民への聞き取り調査】 

令和6年8月の日向灘地震（震度5強）から1年

が経過した時点での意識調査を行った。地震直後の

高い防災意識が時間の経過とともにどのように変化

したかを分析し，実体験が継続的な避難訓練参加と

いう「行動」にまで繋がっているかを検証した。 

【夜間避難訓練／夏季の猛暑を想定した訓練】（図２） 

視界が極端に悪い夜間や，猛暑下における避難行

動の特性を検証した。夜間の暗闇が移動スピードに

与える影響や，避難場所における熱中症という「ハザ

ードマップでは見えない二次的な生命のリスク」を抽

出し，行政機関等へ具体的な改善策の提言を行った。 

図 2 夜間避難訓練／夏季の猛暑を想定した訓練 

②串間市への活動の広域展開と地域格差の検証

青島地区で得られた「避難誘導の課題」が，地理

的条件や設備の整備状況が異なる他地域でも共通

するかを検証するため，串間市において比較調査を実

施した。 

【「港の駅」「高松海水浴場」からの避難・地域調査】 

有名な観光地である青島と比較し，防災看板等の

設備が相対的に不足している地域において，観光客

の「命の守り方」にどのような格差が生じているかを

実地調査した。 

【「下石波津波避難タワー」への避難・地域調査】 

巨大な津波避難タワーの完成が住民の不安解消

にどう寄与しているか，またタワー完成によって生じた

新たな課題（収容能力の限界や夜間運用の懸念など）

について，住民への聞き取りを通じて分析した。 

③先端技術を活用した地殻活動監視と科学的分析

【「地殻活動監視ﾀﾞｯｼｭﾎﾞｰﾄﾞ」を活用した学習活動】 

専門的な地殻変動データを地図上に可視化するシ

ステムを用い，日本列島全体の広域的な視点から地

震活動の連動性を分析した。現在のリアルタイムな観

測データと，過去の巨大地震発生時のデータを比較

することで，現在の地殻の状態を客観的に判断する
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「科学的な眼」を養った。（図３） 

図３ 「地殻活動監視ﾀﾞｯｼｭﾎﾞｰﾄﾞ」の活用 

④研究成果の普及に向けた社会実装への取組み

【日南市大堂津地区における地元小中学校の児童生

徒を対象とした防災ワークショップの開催】 

大堂津小学校が抱える「津波避難場所の土砂災

害リスク」という課題に対し，本校生がワークショップを

企画した。小中学生がデジタルツールを使いこなし，

主体的に避難ルートを考える姿を見せることが，地域

の大人の「防災意識」や「避難に対する考え方」にど

のような変容をもたらすかなどの点を検証した。（図 4） 

図４ 生徒主体の防災ワークショップ企画 

【五ヶ瀬中等教育学校「校内避難訓練」の主催／ 

避難所宿泊訓練】（図５） 

生徒が自ら「校内避難訓練」を企画・主催した。

「受動的な訓練」から「能動的な探究」への転換を図

り，生徒主導の「避難所宿泊訓練」への参加等を通じ

て，次世代の防災リーダーとしての資質を高めた。 

図５ 「校内避難訓練」／「避難所宿泊訓練」 

【テレビ放送等を通じた研究成果の県民への発信】 

NHK 等のテレビ放送や新聞等のメディアを通じた

情報発信を積極的に行い，研究成果を学校内に留め

ず，広く県民全体へ波及させた。（図６） 

図６ NHK番組の収録 

（３）事業の成果と課題
3 年間にわたる研究が「Vol.3」として結実し，日本

地理学会 2026 年春季学術大会において成果を発

表するに至ったことは，継続的な探究体制が確立され

た証であり，本事業の大きな成果である。特に本年度

は，研究のフィールドを県南の日南市・串間市まで広

げ，地理的条件の異なる地域間での比較研究を実現

した意義は大きい。昨年 8 月の日向灘地震（震度 5

強）は，「デジタル」での研究と「リアル」な避難行動

が密接に影響し合っていることを再認識させる経験と

なった。本年度はメディア出演や対外発表を通じて多

方面から大きな反響を得て，宮崎市内の避難看板設

置に向けた予算化が具体化するなど，行政や地域ネ

ットワークとの連携による「社会実装」の手応えを実感

した。大堂津地区での避難場所検討など，高校生の

知見を地域の課題解決に直結させたことは，本事業

が目指した「価値創造人材」の具現化と言える。 

一方で，活動の広がりに伴い，高校生としての時間

的・資金的な制約という「限界」に直面した年でもあっ

た。しかし，これは同時に専門家や地域の方々との関

わりを深める契機となり，外部と手を取り合うことで防

災における強固な「共創の輪」を構築することに繋が

った。本研究の根底にある大きな軸は，「津波想定の

多様性と不確実性」に向き合うことである。不確実な

自然災害から身を守るための知識と経験を伝播させ，

南海トラフ巨大地震から一人でも多くの命を救うこと

が探究の最終的なゴールである。来年度以降は，本

事業で構築した「共創の輪」を定着させ，生徒が主体

的に地域の命を守る「防災リーダー」として活躍し続

ける仕組みを整備するとともに，学会での議論を糧に，

より普遍性の高い防災教育モデルの構築を目指す。 
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２－３－３ GIAHSアカデミー／「高千穂郷・ 

椎葉山地域」認定 10周年記念行事 

（１）事業のねらい

過疎化や少子高齢化の中，世界農業遺産の地域

でヒト・モノ・コトに直接出会う中で，この地域でしかで

きない事，この地域だからできることを生徒自身が体

験し，その体験したことを日ごろの学校生活に活かす

ことを目的とする。 

（２）事業の概要

世界農業遺産高千穂郷・椎葉山(以下，GIAHS)

地域活性化協議会，宮崎県立高千穂高等学校との

協働活動で，「GIAHS アカデミー」と称したア

クティブ・ラーニング型のプロジェクトを実施し

た。GIAHS 地域で本校所在地の五ヶ瀬町含む５

町村でインタビュー取材を行い，ウェブメディア

「ひこうき雲」への掲載を行っている。生徒は，

事前学習，現地フィールド及び取材，事後学習を

行い現地での活動がより深い学びになるように設

計している。また，今年度は令和 8 年１０月３１日に

世界農業遺産高千穂郷・椎葉山地域認定１０周年記

念行事が高千穂町にて開催され，本校の GIAHS ア

カデミーに参加した生徒 2名が宮崎県立高千穂高等

学校生協力して，ユース宣言を発表した。

令和７年７月にGIAHSアカデミー2025キックオフ

ミーティングを高千穂高校の T-LABO にて実施され

参加。宮崎県立高千穂高等学校の生徒６名との協同

事業が始まった。 

写真１ ミーティングの様子 

１回目の取材活動は，大日止昴小水力発電所組合

代表の田中弘道氏。場所は日之影町。生徒からの振

り返りでは「地域資源の可能性を探って，小水力発電

所の設立までたどり着いた地域の力をまじまじと見つ

める事ができました。」「地域のつながりが歌舞伎や

神楽などの伝統文化が根底にあり，非農家，農家の

壁を伝統文化が繋いでいて，実現したプロジェクトと

いうのはなんとも世界農業遺産らしいと感じた」など，

世界農業遺産の世界を肌で感じることができた感想

があった。 

２回目の取材では椎葉村の焼畑を伝承されている

椎葉勝氏を取材した。取材後の生徒からは「10 年

20 年単位という規模の大きさに驚いた。苦あれば楽

あり。人生は楽しいことばかりじゃつまらないという言

葉が心に残った。」「今まで焼畑について何も知りませ

んでしたが，博物館の資料を見学し，椎葉さんのお話

を聞いて，とてもたくさんのことを知ることができました。

椎葉は，自然豊かでとてもいいところだと思った。椎葉

さんが人生の教訓みたいなものをたくさん話してくだ

さり，魅了された。」と感想があった。 

左写真 2 用水路では必ず手で感触を確かめる 

右写真３ 椎葉村でのインタビュー 

また，今年度は世界農業遺産認定１０周年であり，

令和７年 10 月２日に世界農業遺産高千穂郷・椎葉

山地域 10 周年記念シンポジウムで「GIAHS ユース

宣言」を本校生徒と高千穂高校の生徒が合同で発表

した。 

写真４ ユース宣言発表の様子 

世界農業遺産の舞台で，校内行事では巡り合えな

いヒト・モノ・コトへ生徒が接する機会が多く，学びの

場としてとても有意義な連携事業を行えたと感じてい

る。今後はアウトプットの展開方法としてコンテストなど

に出展し，当地域の潜在的な価値をさらに情報発信

できる取り組みも本校で行いたいと考えている。
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２ー３ー4 

『シンガポール海外研修』JICA九州との連携 

（１）事業のねらい

本校３年生の探究活動においては，自ら社会に１

歩踏み出す経験を通して「試みる」力や，自らの

「Will」と社会の「Needs」を「関連付ける」力を養

ってきた。海外研修においては，それらの過程を新

たな視点から問い直し，後期課程での学びへの足

がかりとすることを目的とする。シンガポール海外研

修での学びをより深め，現地の事象を「自分事」と

して捉える土台を築くため，JICA九州と連携する。 

シンガポールでのフィールドワークや JICA 九州

との連携，現地交流活動を通じて，国際人としての

幅広い視野や文化越境的態度，論理的に思考する

力を涵養し，５年次の普遍探究（課題研究活動）に

おける発展的かつ深い学びへ繋がりを持つ機会と

する。 

（２）事業の概要

①JICA宮崎「多文化共生ワークショップ」

自分とは異なる行動をする外国人に対し，安易に

偏見を持つことなく，異なる行動の根っこにある様々

な背景（文化，習慣等）を知ることの大切さを理解

することをねらいとした。また，外国人にとっての日

本語や日本語でのコミュニケーションの難しさを理

解し，「多文化共生」という言葉を考えるきっかけを

提供することを目的として実施した。 

実際には，JICA 宮崎の国際協力推進員である

梅村崇志様をお招きし，３年生のための特別講義と

ワークショップを開催した 。世界各地での支援経験

を持つプロフェッショナルから，多様な価値観や文

化の違いを学び，共に生きるヒントについて考える

充実した時間となった 。 

図１ 多文化共生ワークショップ 

②JICA九州センター「海外協力隊体験談」

「世界の課題や日本とのつながり，海外協力隊

の活動を知り，自分たちにできることを考える」こと

をねらいとして実施した。当日は，元青年海外協力

隊３名をお招きし，中南米のボリビアで青少年活動

に取り組まれた方，アフリカのマラウイで小学校教

育に携わられた方，そして大洋州のフィジーでコミュ

ニティ開発に貢献された方から，それぞれの派遣国

での実際の活動内容や現地の様子について貴重

な体験談を語っていただいた。 

図２ ボリビアでの体験談を聞く 

図３ フィジーでの体験談を聞く 

図４ 異国（南米，アジア）の衣装を試着 
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③JICA九州センター「水のワークショップ」

水を通して SDGs 開発目標の相互関連性を学

ぶこと（安全な水やトイレにアクセスできないことか

ら発生する健康被害，教育機会の逸失，貧困などを

知り，各目標の関連性を学ぶこと），および資源とし

ての水を考えること（水資源の稀少性・偏在性やバ

ーチャルウォーターの観点から日本と他国の関係を

理解し，水問題と自分たちのライフスタイルについて

考えること）をねらいとして実施した。 

図５ ワークショップの様子

図６ 生徒の取組の様子（ワークシート） 

（３）事業の成果と課題

①出前講座「多文化共生ワークショップ」

生徒は，多民族国家であるシンガポールを訪れ

る前に，異なる文化的背景を持つ人々とのコミュニ

ケーションのあり方や，共に生きるための姿勢につ

いて深く学ぶことができた。実際の海外研修後の生

徒の感想には，「シンガポールの屋台では日本と違

い，宗教のことを考慮して食器の返す場所を分けて

いて多民族国家ならではの配慮がされていたこと

が印象に残った」といった具体的な気づきの声や，

「日本の外でもこんなにたくさんの人が自分に優し

くしてくれるということにとても感動した」といった声

が寄せられた。事前学習を通じて，現地の多様性を

自然に受け入れ，偏見なく文化の違いを実感する

姿勢を育むことができた。 

②JICA九州センター訪問「海外協力隊体験談」

世界各地で実際に活動された方々の生の声を聞

くことで，生徒たちは遠い世界の課題と日本とのつ

ながりを自分事として捉え，異文化へ飛び込む心理

的ハードルを下げる効果があった。生徒からは「常

に英語で話すという環境の中で，シングリッシュなど

のなまりを含んだ英語に何度も聞き返したこともあ

ったが，伝えたいことが伝わった感動は計り知れな

い」「日本とは違う文化や空気感を味わえて楽しか

った。また別の遠い国も見てみたいと思った」といっ

た感想があり，体験談で得た「挑戦する心」が，現

地での積極的なコミュニケーションやさらなる海外

への関心へと確実に結びついていた。 

③JICA九州センター訪問「水のワークショップ」

水の稀少性や水資源をめぐる課題をワークショッ

プで学んだことで，シンガポールでのインフラ見学

等の際，生徒は単なる観光にとどまらない深い気づ

きを得ることができた。海外研修後の生徒の感想の

中にも「すごく建物があるのにごみが一切なく，緑も

多い，電線が地下なのも素敵」といった，都市基盤

や環境配慮に対する感心の声があがった。事前学

習で得た視点が，現地の持続可能な国づくりの工

夫に対する高い関心へと繋がり，研修での学びをよ

り立体的で深いものにすることができた。 

今後は，これらの JICA 連携プログラムで得た

「多文化共生」や「水資源」といった地球規模の視

点を一過性の思い出にとどめず，帰国後の学習や

５年次の普遍探究において，どのように持続的な個

人の探究テーマへと昇華させていくかが課題であ

る。 

39



 

２－４－１ 教科における取組 

①『体育』授業における音声データ取得と 

AI解析の活用 

（１）事業のねらい 

 ①体育における話し合い活動の中で，思考・

判断のプロセスを，これまでの「話す・まとめ

る・記述する」から「話す」に省略化（「まと

める・記述する」は AI に任せる）することで，

活動時間の確保を目指すとともに，思考・判

断・表現の評価に活用する。 

 ②見学者や教師がプレーを実況し，その音声

を録音，AI に文字起こしとプレーの解析を行

い，生徒へのフィードバックと評価に活用する。 

 

（２）事業の概要 

 ①対象：４年生 

サッカーの授業において，ゲーム間のミーテ

ィングを iPad のボイスメモで録音し，

NotebookLM に取り込み，AI による文字起こ

しと解析を行った。これまでは，話し合った内

容をホワイトボードに記入したり，授業の終わ

りに学習カードに記入したりしていたが，その

時間で活動時間が減少したり，プレー中に思考

したことと，後で冷静になって記入することと

の乖離が見られることもあった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：ミーティングの解析 
 

 ②対象：２年生 

同じくサッカーの授業において，ゲーム中の

プレーの様相を，待機している生徒に実況させ

たり，教師自身が自供したりして，その音声を

iPad のボイスメモで録音し，NotebookLM に

取込み，AI による文字起こしと解析を行った。 

  同時に，学習指導要領解説も読み込ませ，学

習指導要領の内容に沿った評価できるプレーの

ピックアップも行い，評価やフィードバックに

生かした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：実況音声の解析 

 

（３）事業の成果と課題 

事業①では，これまでの体育の授業の中での

思考・判断・表現が，リアルタイムのものでは

なく，振り返って学習カードに記入したものが

中心であることが多かった。しかし，スポーツ

においては，リアルタイムの思考・判断・表現

が重要で，それを即座に個人やチームにフィー

ドバックさせてプレーを改善させる必要がある。

また，これまでは前述したようなプロセスを最

終的に記入させる時間が必要であり，プレー時

間，活動時間を削らざるを得なかった。そうい

った点で，活動時間の確保はできたが，課題と

しては話者の判別などがＡＩ解析ではまだ難し

く，今後はＡＩボイスレコーダーの活用なども

検討していきたい。 

 事業②では，体育では観察評価もよく用いら

れている評価方法であるが，目で見たものはど

んどん次のプレーへと情報が流れていくので，

客観性が難しかったり，ボールを持たないとき

の動きまで観察するのが難しかったりするが，

そのプレーを音声として読み上げて残しておく

ことで，振り返っての生徒の評価に活用するこ

とができた。また，NotebookLM で様々な視

点で解析させることで，生徒に前回のゲーム内

容は〇〇な内容だったから，今回は△△な内容

に改善しようというフィードバックにも生かす

ことができた。 
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２－4－1 教科における取組 

②『地理』授業におけるクラウドのフル活用に
よる「個別最適な学びと協働的な学び」と
「指導と評価の一体化」の同時実現

（１）事業のねらい
本事業では，生徒 1人 1台端末とクラウド環境，さ

らに生成AIやWebGIS等の先端技術を最大限に活

用し，「個別最適な学び」と「対話的・協働的な学び」

を一体的に実現する授業モデルの構築を目的とした。

従来の「全員一斉講義型」の授業から脱却し，生徒が

「いつでも」「どこでも」「誰とでも」「自分らしく」学べ

る環境を整備することを目指している。また，学習プロ

セスのデジタル化により，学習状況および学習評価を

リアルタイムで可視化・フィードバックすることで，「指

導と評価の一体化」を実現し，生徒が自らの学びを自

律的に調整できる態度の育成をねらいとしている 。こ

れにより，学期末を待たずに自らの到達度を把握し，

即座に学習改善へ繋げるサイクルの確立を図る 。

（２）事業の概要
本実践では，従来の「全員一斉講義型」の授業を

排し，生徒がクラウド上の「進捗状況共有シート」をハ

ブとして，自律的に学びを進める汎用的な学習サイク

ルを確立している。このサイクルは，地理的な知識の習

得から，生成AIを活用した思考の深化，そして教員へ

のアウトプットによる評価までをシームレスに繋ぐもの

であり，以下の５つのステップで構成される。

① オンデマンド講義動画による「指導の個別化」

教員が作成したYouTubeチャンネルに公開した講

義動画を活用する。動画は Chromebook のスクリー

ンキャプチャ機能を活用し，授業プリントへの書き込み

や WebGIS（Google Earth 等）の操作画面をその

まま収録している。生徒は自身の理解度に合わせて再

生速度の調整，反復視聴，一時停止を行いながら，端

末上で GIS 操作を再現する。これにより，知識・技能

の習得段階における「指導の個別化」を図っている。

図１ Youtubeで配信している授業動画 

②協働的な知識共有と音声入力による言語化

個人で視聴した内容には理解の差が生じるため，

次にグループ内で学んだ内容を持ち寄り，相互に教え

合う「知識の共有化」を行う。ここでは，単なる情報の

転記ではなく，グループでの対話を経て学習内容を自

分たちの言葉で再構成し，それを Google ドキュメント

の「音声入力」機能を用いて言語化（テキスト化）する

プロセスを重視している。自らの声でアウトプットし，そ

れがリアルタイムで文字として可視化される過程を介

することで，思考の整理と知識の定着を促進している。 

図２ Google ドキュメント「音声入力」の活用 

③生成 AI「Gemini」を活用した思考の深化

独自に構築した AI アシスタント「Gem」を活用する。

AI に教科書や資料集の全データをあらかじめ「知識」

として学習させており，ハルシネーション（偽情報の生

成）を極力抑制している。生徒が音声入力した要約内

容を入力すると，AI はその文脈に即した「個別最適な

問い」を提示する。生徒は AI から示された「答えのあ

る問い」に加え，「オープンエンドな問い」について資

料や GIS を用いて対話し，多面的・多角的な考察を

深める。 

図３ 「Gem」の活用によるハルシネーション抑制 
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図４ 生成 AIが出力した「個別最適な問い」 

④ ラーニング・ピラミッドに基づく教員への口頭説明

「他者に教える」ことが定着率を最大化させるとい

う理論に基づき，グループの探究成果を教員に口頭

説明する。説明には次世代型電子黒板「ミライタッチ」

や WebGIS を駆使し，視覚的な根拠に基づいた論理

的な説明が求められる。教員はその場で関連する問

いを投げかけて「揺さぶり」をかけ，生徒の粘り強い思

考と論理的な表現力を養う。 

図５ ラーニング・ピラミッド 

図６ 電子黒板を活用した教員への口頭説明 

⑤評価のリアルタイムフィードバックとリフレクション

教員は説明内容を即座にルーブリックに基づき評

価し，「評価まとめシート」に入力する。この結果は生

徒個別の「観点別評価・自己評価シート」にリアルタイ

ムで自動反映される。生徒は授業当日中に現在の

「知技」「思判表」「主体」の 3 観点および 5 段階の

評定を確認でき，見通しを持った学習改善が可能とな

る。最後に自己評価を行い，学びを総括する。 

図７ 生徒個別の「観点別評価・自己評価シート」 

図８ 授業当日中に現在の 3観点評価と評定を確認 

（３）事業の成果と課題
本事業の成果として，第一に，講義のオンデマンド

化と学習進捗の可視化により，生徒一人ひとりの習熟

度や興味関心に応じた「指導の個別化」が高度に達

成されたことが挙げられる。特に，ラーニング・ピラミッ

ドの理論に基づいたアウトプット中心の活動サイクル

は，学習定着率の飛躍的な向上に大きく寄与した。ま

た，独自にカスタマイズした生成AI（Gem）の活用は，

各グループの議論の文脈に即した個別の「問い」を提

示することで，単なる知識の習得に留まらない多面

的・多角的な考察を引き出す強力な触媒となった。さ

らに，学習評価をリアルタイムでフィードバックする独

自のシステムを構築したことで，生徒が自らの到達度

を即座に把握し，見通しを持って主体的に学習を調整

できる自律的な学習態度が養われている。一方で，今

後の課題も明確となった。一つは，生成AIの回答を批

判的に検討し，常に複数の資料やWebGIS等のエビ

デンスと照合するクリティカル・シンキングのさらなる育

成である。二つ目に，生徒の説明に対して適切な「揺

さぶり」の問いを投げかけ，思考をより高次へと導くた

めの教員のファシリテーション能力およびコーチング

技術の向上である。 
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